
独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価

①評価を通じて得られた法人の今後の課題

○中期目標を達成するため、全体として高水準の活動が展開された。

○業務運営については、様々な制約がある中で、各館は最大限の成果をあげており、これ以上の「サービス拡
大」、「事業の拡大」を行うためには、人員の増加が不可欠である。

○高齢者や障害のある方々へのハード面での対応、収蔵スペースの確保、保存・管理のための専門職員の配置、
職員研修の在り方などが課題である。

②法人経営に関する意見

○国立美術館としてのビジョンや目的をより明確にすることが必要である。

○学芸部門と他の部門との意思の疎通が活発になったこと、また作品購入費の弾力的運用、企画展等の情報交
換など法人全体を考慮しての経営が始まったことを評価する。

○今後は、４館それぞれの独自性を重視しつつ、トップマネジメントをさらに強化し、渉外活動については法人全体
の計画を策定し調整の上、成果を各館に分配することが必要である。また、本部機能の視点からは、人事運用を
含めた経営全般について、一層の連携を図ること必要である。現状が厳しいことは理解しているが、自助努力に
よる収入をもっと増やすなど、今後とも一層の努力が望まれる。また、共催展の在り方について今後検討すること
が必要である。

○経営効率的マネジメント以上に、芸術文化振興の中心的担い手（ナショナルセンター）としてのマネジメントを本
部に要請したい。現代における新しい文化の創造と発展の担い手として、日本社会に多様なメッセージを発信す
るよう、より積極的な取組を期待する。

③特記事項（中期目標期間終了時の見直し作業、総務省からの指摘についての対応等）

○法人が経営上のインセンティブを失うことのないよう、経営努力による剰余金が適正に認められるシステムや
ルール作りを制度官庁である総務省を中心に行うことが必要である。

全体評価



独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価
項目別評価総表【東京国立近代美術館】

項目名【13年度】 項目名【14～15年度】 項目名【16年度】 中期目標期間中の評価の経年変化
※

13年度 14年度 15年度 16年度
（大項目名）業務運営の効率化に関する目標を
　　　　　　　達成するためにとるべき措置

　（中項目名）効率化の状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）効率化の達成率 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
（大項目名）国民に対して提供するサービスその
　　　　　　　他の業務の質の向上に関する目標
　　　　　　　を達成するためにとるべき措置

　（中項目名）美術作品の（購入・寄贈・寄
　　　　　　　　託）の状況

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）保管の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）修理の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）展覧会の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）常設展（本館） 　（中項目名）常設展（本館） 　（中項目名）常設展（本館・工芸館含む） Ｂ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）常設展（工芸館） 　（中項目名）常設展（工芸館） Ｂ Ａ Ａ
　　（小項目名）入場者数（本館） Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）入場者数（工芸館） Ｃ Ｂ Ａ Ａ
　（中項目名）特別展等（本館） 　（中項目名）特別展等（本館） 　（中項目名）特別展等

　　　　　　　　　（本館・工芸館含む）
Ａ Ａ Ａ Ａ

　　　※展覧会ごとの評価 　　　※展覧会ごとの評価 Ａ Ａ Ａ
　　　※全体で評価 - Ａ Ｂ

Ａ
Ａ
Ａ

　（中項目名）特別展等（工芸館） 　（中項目名）特別展等（工芸館） Ｂ Ａ Ａ
　　　※展覧会ごとの評価 　　　※展覧会ごとの評価 Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ

Ａ
　　（小項目名）特別展等入場者数（本館） 　　（小項目名）特別展等入場者数（本館） 　　（小項目名）特別展等入場者数

　　　　　　　　　（本館・工芸館含む）
Ａ Ａ Ｂ Ｂ

　　　※展覧会ごとの評価 　　　※展覧会ごとの評価 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　　※展覧会ごとの評価 Ａ Ａ Ｃ Ａ

Ａ Ａ
Ａ Ａ
Ａ B

　　（小項目名）特別展等入場者数
　　　　　　　　　（工芸館）

　　（小項目名）特別展等入場者数
　　　　　　　　　（工芸館）

Ｂ Ａ Ａ A
Ａ Ａ Ｂ Ａ

　　　※展覧会ごとの評価 　　　※展覧会ごとの評価 Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ａ

Ａ
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　（中項目名）貸与の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）調査研究の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）客員研究員招聘人数 -
　（中項目名）資料の収集及び公開（閲
　　　　　　　　覧）の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

A Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）広報活動の状況 Ａ
　（中項目名）収蔵品の情報デジタル化
　　　　　　　　及びその活用状況

Ａ

　　（小項目名）出版件数①「現代の眼」 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）出版件数②展覧会案内 Ｂ Ｂ Ａ Ａ
　　（小項目名）ホームページのアクセスの
　　　　　　　　　件数

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）児童生徒を対象とした
　　　　　　　　講座等の実施状況

Ａ

　　（小項目名）講演会の回数 　　（小項目名）講演会等回数 　　（小項目名）講演会（本館）回数 Ａ Ａ Ａ Ｂ
　　（小項目名）講演会等の参加者数 　　（小項目名）講演会等人数 Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）講演会等に対する
　　　　　　　　　アンケート結果

　　（小項目名）講演会等に対する
　　　　　　　　　アンケート結果

Ａ Ａ Ｂ

　　（小項目名）児童生徒を対象とした事
　　　　　　　　　業の開催件数

　　（小項目）児童生徒に対する
　　　　　　ギャラリートーク

Ａ Ａ

　　（小項目名）児童生徒を対象とした事
　　　　　　　　　業の参加者数

Ａ

　　（小項目名）ギャラリートークの回数 　　（小項目名）ギャラリ
　　　　　ートークの回数

　　（小項目名）
　　　ギャラリートーク
　　　の回数（本館）

　　（小項目名）ギャラリートーク
　　　　　　　　　の回数（本館）

Ｂ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）
　　　ギャラリートーク
　　　の回数（工芸館）

　　（小項目名）ギャラリートーク
　　　　　　　　　の回数（工芸館）

Ａ Ａ

　　（小項目名）ギャラリートークの
　　　　　　　　　参加者数

　　（小項目名）ギャラリ
　　　　　ートークの参加
　　　　　者数

　　（小項目名）
　　　ギャラリートーク
　　　の人数（本館）

Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）
　　　ギャラリートーク
　　　の人数（工芸館）

Ａ

　　（小項目名）ギャラリ
　　　　　　　　　ートーク
　　　　　　　　アンケート

　　（小項目名）
　　　ギャラリートーク
　　　アンケート（本館）

Ａ Ｂ

　　（小項目名）
　　　ギャラリートーク
　　　アンケート（工芸館）

Ａ

　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）ボランティアの活用状況 Ｂ
　（中項目名）渉外活動の状況 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ
　（中項目名）その他の入館者サービス 　（中項目名）その他の入館者サービス 　（中項目名）その他の入館者サービス Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）新たな美術館施設の円滑な
　　　　　　　　運営について

Ａ

※当該中期目標期間の初年度から経年変化を記載。
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独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価
項目別評価総表【東京国立近代美術館フィルムセンター】

項目名【13年度】 項目名【14～15年度】 項目名【16年度】 中期目標期間中の評価の経年変化
※

13年度 14年度 15年度 16年度
（大項目名）業務運営の効率化に関する目標を
　　　　　　　達成するためにとるべき措置

　（中項目名）効率化の状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）効率化の達成率 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
（大項目名）国民に対して提供するサービスその
　　　　　　　他の業務の質の向上に関する目標
　　　　　　　を達成するためにとるべき措置

　（中項目名）美術作品の（購入・寄贈・寄
　　　　　　　　託）の状況

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）保管の状況 Ａ Ａ Ｂ Ａ
　（中項目名）修理の状況 Ａ Ａ Ｂ Ａ
　（中項目名）展覧会の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）展覧会及び企画上映 　（中項目名）展覧会及び企画上映 　（中項目名）展覧会及び企画上映 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　　※展覧会及び企画上映ごとの評価 　　　※展覧会及び企画上映ごとの評価 　　　※全体で評価 Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

　　（小項目名）展覧会等入場者数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　　※展覧会及び企画上映ごとの評価 Ａ Ｂ Ｂ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ａ
Ａ Ｃ Ａ Ｂ
Ａ Ｃ Ｂ Ｂ
Ａ Ｃ Ｂ Ａ
Ａ Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ
Ａ Ａ
Ａ Ａ
Ａ

　（中項目名）優秀映画鑑賞推進事業 Ａ Ａ A A
　　（小項目名）実施会場数 Ａ A Ａ A
　　（小項目名）入場者数 Ａ A Ａ A
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　（中項目名）貸与の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）調査研究の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）客員研究員招聘人数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）資料の収集及び公開（閲
　　　　　　　　覧）の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

A Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）広報活動の状況 Ａ
　（中項目名）収蔵品の情報デジタル化
　　　　　　　　及びその活用状況

Ａ

　　（小項目名）「ニューズレター」発行回数 　　（小項目名）ニューズレター 　　（小項目名）ニューズレター Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）ホームページのアクセス
　　　　　　　　　件数

Ａ

　（中項目名）講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）児童生徒を対象とした
　　　　　　　　講座等の実施状況

Ｂ

　　（小項目名）講演会の回数 　　（小項目名）講演会等回数 　　（小項目名）講演会の回数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）講演会等の参加者数 　　（小項目名）講演会等人数 Ｂ Ｃ Ａ
　　（小項目名）講演会等に対する
　　　　　　　　　アンケート結果

Ｂ

　　（小項目名）児童生徒を対象とした事
　　　　　　　　　業の開催件数

　　（小項目名）相模原分館に
　　　　　　　　　おける上映会

　　（小項目名）相模原分館に
　　　　　　　　　おける上映会

Ａ Ｃ Ｃ Ｃ

　　（小項目名）児童生徒を対象とした事
　　　　　　　　　業の参加者数

　　（小項目名）こども
　　　　　　　　　映画館

　　（小項目名）こども映画館 Ｂ Ｂ Ａ

　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）映画製作専門養成
　　　　　　　　　講座の回数

Ａ

　　（小項目名）映画製作専門養成
　　　　　　　　　講座の参加者数

Ａ

　（中項目名）ボランティアの活用
　　　　　　　　状況

Ｂ

　（中項目名）渉外活動の状況 － Ａ Ａ Ｂ
　（中項目名）その他の入館者
　　　　　　　　サービス

Ａ Ａ Ａ Ａ

※当該中期目標期間の初年度から経年変化を記載。
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独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価
項目別評価総表【京都国立近代美術館】

項目名【13年度】 項目名【14～15年度】 項目名【16年度】 中期目標期間中の評価の経年変化
※

13年度 14年度 15年度 16年度
（大項目名）業務運営の効率化に関する目標を
　　　　　　　達成するためにとるべき措置

　（中項目名）効率化の状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）効率化の達成率 Ｂ Ａ Ｂ Ａ
（大項目名）国民に対して提供するサービスその
　　　　　　　他の業務の質の向上に関する目標
　　　　　　　を達成するためにとるべき措置

　（中項目名）美術作品の（購入・寄贈・寄
　　　　　　　　託）の状況

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）保管の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）修理の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）展覧会の状況 Ａ Ｂ Ａ Ａ
　（中項目名）常設展 Ａ Ｂ Ｂ Ａ
　　（小項目名）常設展入場者数 Ａ Ｃ Ｂ Ａ
　（中項目名）特別展等 　（中項目名）特別展等 　（中項目名）特別展等 Ａ Ａ Ｂ Ａ
　　　※展覧会ごとの評価 　　　※展覧会ごとの評価 　　　※全体で評価 Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ
Ｂ Ｂ Ａ
Ｂ Ａ Ａ
Ｂ Ｂ Ａ
Ｂ Ｂ
Ａ Ａ

Ａ
　　（小項目名）特別展等入場者数 Ａ Ａ Ｃ Ｂ
　　　※展覧会ごとの評価 Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ａ Ａ
Ｃ Ｂ Ａ Ａ
Ｂ Ａ Ａ Ｃ
Ｃ Ｂ Ｃ Ａ
Ｃ Ａ Ａ
Ｂ Ａ Ｂ

Ａ
Ａ

　（中項目名）国立博物館・美術館巡回展 　（中項目名）地方巡回展等 Ａ Ａ Ａ Ｂ
　　（小項目名）入館者数 　　（小項目名）入館者数 Ｂ Ｂ Ａ Ｃ
　（中項目名）貸与の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
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　（中項目名）調査研究の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）資料の収集及び公開（閲 　（中項目名）美術館に関する情報の収集 B Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）広報活動の状況 Ａ
　（中項目名）収蔵品の情報デジタル化
　　　　　　　　及びその活用状況

Ａ

　　（小項目名）出版件数
　　　　　　　　　①美術館ニュース「視る」

Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）出版件数
　　　　　　　　　②収蔵品目録

Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）出版件数
　　　　　　　　　③展覧会カレンダー

Ａ Ａ A Ａ

　　（小項目名）ホームページのアクセスの
　　　　　　　　　件数

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講習会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）児童生徒を対象とした
　　　　　　　　講座等の実施状況

Ｂ

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの開催件数

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの開催件数

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの開催件数

Ａ A Ａ Ａ

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの参加者数

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの参加者数

Ａ A Ａ

　　（小項目名）講演会等の開催件数 　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　回数

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　回数

Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）講演会等の参加者数 　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　人数

Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）講演会等に対する
　　　　　　　　　アンケート結果

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　アンケート

Ａ Ｂ Ｂ

　　（小項目名）シンポジウム 　　（小項目名）大学との協力による
　　　　　　　　　シンポジウム　　回数

　　（小項目名）大学との協力による
　　　　　　　　　シンポジウム　　回数

Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）シンポジウムの参加者数 　　（小項目名）大学との協力による
　　　　　　　　　シンポジウム　　人数

Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 Ｂ Ａ Ａ Ｂ
　（中項目名）ボランティアの活用状況 Ｂ
　（中項目名）渉外活動の状況 Ｂ Ａ Ａ Ｂ
　（中項目名）その他の入館者サービス Ａ Ａ Ａ Ｂ
※当該中期目標期間の初年度から経年変化を記載。
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13年度 14年度 15年度 16年度
（大項目名）業務運営の効率化に関する目標を
　　　　　　　達成するためにとるべき措置

　（中項目名）効率化の状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）効率化の達成率 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ
（大項目名）国民に対して提供するサービスその
　　　　　　　他の業務の質の向上に関する目標
　　　　　　　を達成するためにとるべき措置

　（中項目名）美術作品の（購入・寄贈・寄
　　　　　　　　託）の状況

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）保管の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）修理の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）展覧会の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）常設展 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）常設展入場者数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）特別展等 　（中項目名）特別展等 Ａ Ａ Ｂ Ａ
　　　※展覧会ごとの評価 　　　※全体で評価 Ａ Ａ Ａ

－ Ａ Ａ
Ａ

　　（小項目名）特別展入場者数 Ａ Ａ Ｂ Ｂ
　　　※展覧会ごとの評価 Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ

　（中項目名）貸与の状況 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
　（中項目名）調査研究の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）客員研究員招聘人数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）資料の収集及び公開（閲
　　　　　　　　覧）の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）広報活動の状況 Ａ
　（中項目名）収蔵品の情報デジタル化
　　　　　　　　及びその活用状況

Ａ

　　（小項目名）「国立西洋美術館
　　　　　　　　　ニュース」出版件数

　　（小項目名）「国立西洋美術館
　　　　　　　　　ニュース」出版件数

Ｂ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）展示予定表出版件数 　　（小項目名）展示
　　　　　　　　　予定

Ｂ Ａ

　　（小項目名）ホームページのアクセス
　　　　　　　　　件数

Ａ Ａ A A

　（中項目名）特別展等

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価

項目名【13年度】 項目名【16年度】 中期目標期間中の評価の経年変化
※

項目名【14～15年度】

項目別評価総表【国立西洋美術館】

　　　※展覧会ごとの評価

　　（小項目名）「国立西洋美術館
　　　　　　　　　ニュース」出版件数
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　（中項目名）講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 Ａ Ａ A A
　（中項目名）児童生徒を対象とした
　　　　　　　　講座等の実施状況

Ａ

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　回数

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　回数

A Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）スライドトーク等の実施
　　　　　　　　　回数

　　（小項目名）スライドトーク等の実施
　　　　　　　　　回数

A Ａ Ａ Ｂ

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　人数

A Ａ Ａ

　　（小項目名）スライドトーク等の参加者
　　　　　　　　　数

Ａ Ｂ Ａ

　　（小項目名）講演会等に対する
　　　　　　　　　アンケート結果

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

　　（小項目名）音楽
　　　　　　プログラム

　　（小項目名）音楽プログラム Ａ Ａ

　　（小項目名）シン
　　　　　　　ポジウム

Ａ

　　（小項目名）こどものための美術（創作
　　　　　　　　　体験プログラム）件数

　　（小項目名）創作体験プログラム　回数 Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）こどものための美術（創作
　　　　　　　　　体験プログラム）参加者数

Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）先生（小・中学校教員）の
　　　　　　　　　ためのプログラムの開催
　　　　　　　　　件数

　　（小項目名）ギャラリートーク回数 Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）先生（小・中学校教員）の
　　　　　　　　　ためのプログラムの開催
　　　　　　　　　件数参加者数

Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）ボランティアの活用状況 Ｂ
　（中項目名）渉外活動の状況 Ｂ Ａ Ａ Ｂ
　（中項目名）その他の入館者サービス Ａ Ａ Ａ Ａ
※当該中期目標期間の初年度から経年変化を記載。

　（中項目名）講座・講習会等の実施状況

　　（小項目名）先生（小・中学校教員）の
　　　　　　　　　ためのプログラムの開催
　　　　　　　　　件数

　　（小項目名）スライドトーク等の参加者
　　　　　　　　　数

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　回数
　　（小項目名）スライドトーク等の実施
　　　　　　　　　回数
　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　人数

　　（小項目名）先生（小・中学校教員）の
　　　　　　　　　ためのプログラムの開催
　　　　　　　　　件数参加者数
　（中項目名）研修等の取組み状況

　　（小項目名）企画展における講演会
　　　　　　　　　アンケート
　　（小項目名）スライドトーク等の実施
　　　　　　　　　アンケート

　　（小項目名）こどものための美術（創作
　　　　　　　　　体験プログラム）件数
　　（小項目名）こどものための美術（創作
　　　　　　　　　体験プログラム）参加者数
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独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価
項目別評価総表【国立国際美術館】

項目名【13年度】 項目名【14～15年度】 項目名【16年度】 中期目標期間中の評価の経年変化
※

13年度 14年度 15年度 16年度
（大項目名）業務運営の効率化に関する目標を
　　　　　　　達成するためにとるべき措置

　（中項目名）効率化の状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）効率化の達成率 Ｂ Ａ Ａ Ａ
（大項目名）国民に対して提供するサービスその
　　　　　　　他の業務の質の向上に関する目標
　　　　　　　を達成するためにとるべき措置

　（中項目名）美術作品の（購入・寄贈・寄
　　　　　　　　託）の状況

Ａ Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）保管の状況 Ａ Ａ Ｂ Ａ
　（中項目名）修理の状況 Ｂ Ｂ Ａ Ａ
　（中項目名）展覧会の状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）常設展 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）入場者数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）特別展等 　（中項目名）特別展等 　（中項目名）特別展等 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　　※展覧会ごとの評価 　　　※展覧会ごとの評価 　　　※全体で評価 Ａ A Ｂ

Ｂ A Ａ
Ａ B Ａ
Ａ A Ａ
Ａ Ａ
Ａ
Ａ
B

　　（小項目名）特別展等入場者数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　　※展覧会ごとの評価 Ｂ Ａ Ｂ Ａ

Ｂ Ａ Ａ Ａ
Ａ C Ａ
Ａ A Ａ
Ａ Ａ
Ａ
Ａ

　（中項目名）国立博物館・美術館巡回展 　（中項目名）国立博物館・美術館巡回展 Ｂ A
　　（小項目名）入場者数 　　（小項目名）入場者数 Ｃ -
　（中項目名）国際交流展 - Ａ
　　（小項目名）国際交流展入場者数 -
　（中項目名）貸与の状況 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）調査研究の実施状況 Ａ Ａ Ａ Ａ

- 9 -



　（中項目名）資料の収集及び公開（閲
　　　　　　　　覧）の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

　（中項目名）美術館に関する情報の収集
　　　　　　　　及び公開の状況

B Ａ Ａ Ａ

　（中項目名）広報活動の状況 Ａ
　（中項目名）収蔵品の情報デジタル化
　　　　　　　　及びその活用状況

Ａ

　　（小項目名）ジュニアガイドブック Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）月報 Ａ Ａ Ａ Ｂ
　　（小項目名）「展覧会案内」出版件数 Ａ Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）ホームページのアクセス件 Ａ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）講演会等の実施状況 　（中項目名）講座・講習会等の実施状況 　（中項目名）講座・講演会等の実施状況 Ａ Ａ Ｂ Ａ
　（中項目名）児童生徒を対象とした
　　　　　　　　講座等の実施状況

Ａ

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの開催件数

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの開催件数

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの開催件数

Ａ Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの参加者数

　　（小項目名）子どものためのワーク
　　　　　　　　　ショップの参加者数

Ｃ Ｃ Ｂ

　　（小項目名）子どものためのヴィデオ
　　　　　　　　　上映の開催件数

　　（小項目名）ヴィデオ上映（子ども） 　　（小項目名）ヴィデオ上映（子ども） Ａ Ａ Ｃ Ｃ

　　（小項目名）子どものためのヴィデオ
　　　　　　　　　上映の参加者数

　　（小項目名）ヴィデオ上映の参加者数
　　　　　　　　　（子ども）

Ａ Ａ Ａ

　　（小項目名）講演会　回数 　　（小項目名）講演会　回数 　　（小項目名）講演会　回数 A Ａ Ａ Ａ
　　（小項目名）講演会　人数 　　（小項目名）講演会　人数 C Ｃ Ｃ
　　（小項目名）ギャラリー・トーク 　　（小項目名）ギャラリー・トーク 　　（小項目名）ギャラリー・トーク Ａ B Ａ Ａ
　　（小項目名）ギャラリー・トークの参加者
　　　　　　　　　数

　　（小項目名）ギャラリー・トークの参加者
　　　　　　　　　数

Ａ B Ａ

　　（小項目名）パフォーマンス Ａ
　　（小項目名）パフォーマンスの参加者
　　　　　　　　　数

Ａ

　　（小項目名）ヴィデオ上映 　　（小項目名）ヴィデオ上映 　　（小項目名）ヴィデオ上映 Ａ A Ａ A
　　（小項目名）ヴィデオ上映の参加者数 　　（小項目名）ヴィデオ上映の参加者数 Ｃ Ａ Ｃ

　　（小項目名）フィルム上映会　回数 A Ｃ
　　（小項目名）フィルム上映会 人数 C Ｃ

　　（小項目名）講演会　アンケート 　　（小項目名）講演会　アンケート Ａ Ａ Ｂ
　　（小項目名）ギャラリートーク　アンケー A Ａ
　　（小項目名）ヴィデオ上映　アンケート A Ｂ
　　（小項目名）フィルム上映会 アンケート Ｂ Ｃ

　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 　（中項目名）研修等の取組み状況 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ
　（中項目名）ボランティアの活用状況 Ｂ
　（中項目名）渉外活動の状況 - Ｂ Ｂ Ｂ
　（中項目名）開館への準備状況 Ｂ Ａ Ａ Ａ
　（中項目名）その他の入館者サービス Ｂ Ｂ Ａ Ａ
※当該中期目標期間の初年度から経年変化を記載。
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独立行政法人国立美術館の平成16年度に係る業務の実績に関する評価
項目別評価総表【国立新美術館】

項目名【13年度】 項目名【14～15年度】 項目名【16年度】 中期目標期間中の評価の経年変化
※

13年度 14年度 15年度 16年度
（大項目名）業務運営の効率化に関する目標を
　　　　　　　達成するためにとるべき措置

　（中項目名）新国立美術展示施設
　　　　　　　（ナショナル・ギャラリー）
　　　　　　　（仮称）の開設に向けた
　　　　　　　準備について

－ － － Ｂ

※当該中期目標期間の初年度から経年変化を記載。
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【参考資料１】予算、収支計画及び資金計画に対する実績の経年比較（過去５年分を記載）
区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

収入 支出
　運営費交付金 4,426 4,275 4,622 5,158 　人件費 1,070 1,065 1,103 1,187
　施設整備費補助金 0 0 0 0 　業務経費 2,564 2,579 2,905 3,183
　受託収入 0 0 4 6 　　展覧事業費 2,167 1,941 2,235 2,577
　諸収入 1,554 519 555 543 　　調査研究事業費 170 316 284 208

　　教育普及事業費 227 322 386 398
　受託経費 0 0 4 6
　一般管理費 954 941 994 1,200
　国立新美術館設立等準備事業費 0 6 54 93

　計 5,980 4,794 5,181 5,707 　計 4,588 4,591 5,060 5,669

区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
費用 収益
　経常費用 3,476 3,501 3,652 3,960 　運営費交付金収益 3,118 3,068 3,347 3,537
　　収集保管業務費 235 238 310 345 　資産見返運営費交付金戻入 3 14 24 51
　　展覧業務費 1,139 1,098 1,054 1,129 　資産見返物品受贈額戻入 118 118 68 50
　　調査研究業務費 276 340 249 236 　入場料収入 334 426 297 461
　　教育普及業務費 339 424 450 496 　その他事業収入 30 30 58 65
　　新館設置等対応費 131 0 117 60 　寄附金収益 9 10 6 15
　　受託事業費 0 0 4 6 　受託収入 0 0 4 6
　　一般管理費 1,235 1,268 1,380 1,590 　財務収益 0 0 0 0
　　減価償却費 121 133 88 98 　雑益 0 0 0 1
　財務費用 0 0 0 　臨時利益 1,894 85 0 0
　臨時損失 714 33 43 10
　計 4,190 3,534 3,695 3,970 　計 5,506 3,751 3,804 4,186

純利益 1,316 217 109 216
目的積立金取崩額 0 0 0 0
総利益 1,316 217 109 216

区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
資金支出 資金収入
　業務活動による支出 3,803 4,532 4,544 5,300 　業務活動による収入 4,793 5,978 5,180 5,692
　投資活動による支出 58 86 242 332 　　運営費交付金による収入 4,426 4,275 4,622 5,158
　財務活動による支出 0 0 0 0 　　受託収入 0 0 4 6
　翌年度への繰越金 932 2,292 2,686 2,746 　　その他の収入 367 1,703 554 528

　投資活動による収入 0 0 0 0
　　施設費による収入 0 0 0 0
　　その他の収入 0 0 0 0
　財務活動による収入 0 0 0 0
　前年度よりの繰越金 0 932 2,292 2,686

　計 4,793 6,910 7,472 8,378 　計 4,793 6,910 7,472 8,378

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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【参考資料２】貸借対照表の経年比較（過去５年分を記載）

区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度
資産 負債
　流動資産 2,122 2,298 2,693 2,770 　流動負債 805 769 1,056 1,025
　固定資産 71,553 71,700 72,504 85,449 　固定負債 533 542 635 890

　負債合計 1,338 1,311 1,691 1,915
資本
　資本金 33,649 33,649 33,649 45,949
　資本剰余金 37,371 37,504 38,213 38,608
　利益剰余金 1,317 1,534 1,644 1,747
　（うち当期未処分利益） 1,317 217 110 216

　資本合計 72,337 72,687 73,506 86,304
　資産合計 73,675 73,998 75,197 88,219 負債資本合計 73,675 73,998 75,197 88,219

【参考資料３】利益（又は損失）の処分についての経年比較（過去５年分を記載） （単位：百万円）
区分 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

Ⅰ　当期未処分利益
　当期総利益 1,316 217 109 216
　前期繰越欠損金

Ⅱ　利益処分額
　積立金 0 1,213 1,276 1,315
　独立行政法人通則法第４４条第３項により
　主務大臣の承認を受けた額
　　美術作品購入・修理積立金 0 63 155 110
　　調査研究等積立金 0 0 0 0
　　企画展等積立金 0 0 0 0
　　設備積立金 0 41 103 105

【参考資料４】人員の増減の経年比較（過去５年分を記載） （単位：人）
職種※ 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

定年制研究職員 52 53 58 60 60
任期制研究系職員 57 57 58 63 65
定年制事務職員 6 6 6 5 5
任期制事務職員
・・・
※職種は法人の特性によって適宜変更すること

（単位：百万円）
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独立行政法人国立美術館の平成１６年度に係る業務の実績に関する評価

◎項目別評価
中期計画の各項目ごとに段階的評定を行う。

○段階的評定
「Ａ」 中期計画を十分に履行し，中期目標に向かって着実に成果を上げている。
「Ｂ」 中期計画をほぼ履行し，中期目標に向かって概ね成果を上げている。
「Ｃ」 中期計画を十分には履行しておらず，中期目標達成のためには業務の改善が必要。
「－」 評定しない。

○定性的評定
評定を出すに至った背景や理由，改善すべき項目，目標設定の妥当性等を記述する。

【東京国立近代美術館本館・工芸館】

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

１ 職員の意識改革を図るとともに，収蔵 効率化の状況 法人による自己点検評価の結果を １．業務の一元化 Ａ 人事、共済、給与事務などの本部におけ
品の安全性の確保及び入館者へのサービ 踏まえつつ，各委員の協議により， 本部において，これまで行っている人事，共済，給与事務及び情報公開制度の共通的な事務を一 る業務の一元化、省エネ、ＯＡ化などの効
スの向上を考慮しつつ，運営費交付金を 評定を決定する。 元化した。 率化が着実に進んでいる。講堂の有効利用
充当して行う事業については，国におい ２．省エネルギー等（リサイクル） については、改善の努力が認められるもの

、 。 、て実施されている行政コストの効率化を （１）光熱水量 の 一層の利用拡充が不可欠である また
踏まえ，業務の効率化を進め，中期目標 ①本館 職員研修が充実されたことを評価する。
の期間中，毎事業年度につき新規に追加さ ア．電気 使用量 2,611,197kw（前年度比103.1％） 料金 37,472,403円（前年度比96.5％）
れる業務，拡充業務分等を除き１％の業 イ．水道 使用量 14,655m （前年度比111.8％） 料金 8,089,575円（前年度比107.7％） 【より良い事業とするための意見等】３

務の効率化を図る。 ウ．ガス 使用量 381,232m （前年度比96.3％） 料金 16,600,564円（前年度比92.8％） 本部機能の充実化が進展していると思わ３

具体的には，下記の措置を講ずる。 ②工芸館 れるが、他館と共同して効率化を高めるた
(1)各美術館の共通的な事務の一元化によ ア．電気 使用量 354,289kw（前年度比96.8％） 料金 6,551,445円（前年度比93.6％） めにも、諸業務における一元化など、より

る業務の効率化 イ 水道 使用量 1,025m 前年度比105.7％ 料金 451,481円 前年度比105.0％ 一層の努力が望まれる。． （ ） （ ）３

(2)省エネルギー，廃棄物減量化，リサイ （２）廃棄物処理量 なお 「廃棄物処理量」は事業の拡大とと、
クルの推進，ペーパーレス化の推進 館内ＬＡＮの活用による職員周知文書や会議開催案内によりペーパーレス化を実施した。 もに増加するものなので、評価の在り方の

(3)講堂・セミナー室等を積極的に活用す ①本館 検討が必要である。
るなど施設の有効利用の推進 観客の増加等により増加。

(4)外部委託の推進 ア．一般廃棄物 14,700Kg（前年度比109.7％） 料金 308,700円（前年度比109.7％）
(5)事務のＯＡ化の推進 イ．産業廃棄物 5,930Kg（前年度比128.6％） 料金 205,474円（前年度比128.6％）
(6)連絡システムの構築等による事務の効 ②工芸館

率化 観客の増加等により増加。
(7)積極的な一般競争入札を導入 ア．一般廃棄物 5,090Kg（前年度比105.4％） 料金 106,890円（前年度比105.4％）

２外部有識者も含めた事業評価の在り方に イ．産業廃棄物 1,190Kg（前年度比121.4％） 料金 41,233円（前年度比121.4％）
ついて適宜，検討を行いつつ，年１回程 （３）その他 古紙の再利用，ＯＡ機器等のトナーカートリッジリサイクルによる再生使用
度事業評価を実施し，その結果は組織， ３．施設の有効利用 講堂等の利用率１８％ （６６日／３６５日）※平成１５年度 ９％
事務 事業等の改善に反映させる また ４．外部委託， 。 ，
研修等を通じて職員の理解促進，意識や 平成１５年度に引き続いて下記の外部委託を行い業務の効率化を図った。今後も各業務の見直し
取り組みの改善を図っていく。 を行い，外部委託の可能なものの検討を進めていく。

１ 会場管理業務 ６ 収入金等集配業務
２ 設備管理業務 ７ レストラン運営業務
３ 清掃業務 ８ アートライブラリ運営業務
４ 保安警備業務 ９ ミュージアムショップ運営業務
５ 機械警備業務

５．ＯＡ化
館内ＬＡＮは全館内に整備されており，各職員が１台ずつパソコンを使用できる環境にある。館
内ＬＡＮは文書ファイルの共有，Eメールによる事務連絡に活用しており，事務の効率化を図っ
た。

６．一般競争入札
（１）本館，工芸館 一般競争入札件数 ４件（総契約件数 ６５件）
（２）フィルムセンター 一般競争入札件数 ６件（総契約件数 ９２件）

７．評議員会 開催回数 ２回

効率化の達成率 1.5％ 1.0％以上 1.0％ 1.721％ Ａ
以上 1.5％未満 未満 効率化係数計算式 （A－B）÷A

（1,445,409,292－1,420,538,926）÷1,445,409,292＝0.01721
A： 16年度予算額－16年度特殊要因額－次年度債務繰越額＋前年度債務繰越額）÷0.99（
（1,789,446,000－396,261,000－0＋37,770,199）÷0.99＝1,445,409,292

B：16年度決算額－16年度特殊要因決算額
1,832,986,352－412,447,426＝1,420,538,926
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Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段 階Ａ Ｂ Ｃ 的 定性的評定

評定

Ａ 研究員の継続的な調査と展覧会活動な１ 収集・保管
(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた 美術作品の（購入・寄 法人による自己点検評価の結果を １．購入 ４９件 どによって購入、寄贈、寄託が順調に進

収蔵品の蓄積を図る観点から，次に掲げ 贈・寄託）の状況 踏まえつつ，各委員の協議により， ２．寄贈 ５９件 められている。購入では特に柳瀬正夢≪
る 各館の収集方針に沿って，外部有識者 評定を決定する。 ３．寄託 ３５１件 門司港≫に注目する。また、展覧会に結
の意見等を踏まえ，適時適切な購入を図 ４．特記事項 びついた作品（国吉康雄２２点、藤田嗣
る。また，そのための情報収集を行う。 平成１６年度においては，村上華岳の《松山雲煙 （１９２５ ，柳瀬正夢の《門司港 （１９１９ ，高 治１３点）の受入は遺族からの当館及び》 ） 》 ）

》 、 。（東京国立近代美術館） 村光太郎の丸彫り《兎 （１８９９頃）等を、いずれも研究員の長年にわたる地道な調査，所蔵家等との交 担当者に対する信頼 評価の現れである
近・現代の絵画・水彩・素描，版画， 渉の末，購入するに至った。多様化する同時代美術の新しい表現形式を的確に把握した美術作品の収蔵と さらに、ヴィオラの重要なビデオアート

彫刻，写真等の作品，工芸 作品，デザ しては，ヴィデオを用いた美術表現の先駆者であるビル・ヴィオラの《追憶の五重奏 （２００３）の購入 作品が収集され、従来の不足を大きく補》
。 ， 《 》（ ） 。 。 、イン作品，映画フィルム等を収集する。 がある 受贈の成果としては 加山又造の代表作のひとつ 千羽鶴 １９７０ の受け入れが特筆される う状態になったことは評価できる 一方

美術・工芸に関してはコレクションによ 工芸作品では 北大路魯山人の織部作品 織部蓋物 １９５０－５９ をはじめ ハンス・コパーの キ 工芸館については、バランスに配慮した方， 《 》（ ） ， 《
り近代美術全般の歴史的な常設展示が可 クラデス・フォーム （１９７２）やルーシー・リーの《白釉青象嵌鉢 （１９７９）等，多様な作品を収 針が適切な進展をみせている。》 》
能となるように，歴史的価値を有する作 蔵 した。企画展の関連として，四谷シモンの《解剖学の少年 （１９８３）等の人形作品，織の築城則子の》
品・資料を収集する。 帯 作品《小倉縞木綿帯 分水嶺 （２００４ ，鍛金の橋本真之の大型作品《運動膜・切片群 （２００４） 【より良い事業とするための意見等】》 ） 》

また，映画フィルム等については，残 を 購入して，収蔵作品の一層の充実を図った。受贈については，ガラス作家藤田喬平の遺族から 《飾筥 国立美術館４館における役割分担と機，
存するフィルムを可能な限り収集すると 竹 取物語 （１９９４）他全１３点のまとまった寄贈があり，日本の現代ガラス界を代表する藤田の系統だ 能強化がより一層必要である。》
ともに積極的に復元を図る。 っ た展示が可能となった。 芸術の近現代性の展示を明確にする

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランス ために科学博物館系のメディア・アート
の観点から欠けている部分を中心に，寄 志向に対し、いかにして理念と手続きを
贈・寄託品の受け入れを推進するととも 確立するのかについての検討が必要であ
に，その積極的活用を図る。 る。また、映像と映画、デザインと工芸

とをどのように分離し、あるいは接続す
るのかについての検討も必要である。

高価なヴィオラの作品にしても、安価
な市販作品とどのような差異を認定した
のか、また展示をどのように実践するの
か、といった疑問は本質問題であり、早
急に学芸課長レベルでの緻密な議論と方
向性の提示が求められる。

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作 保管の状況 法人による自己点検評価の結果を １．温湿度 Ａ 収集品の保存、管理環境の維持充実に
品を永く後世へ伝えるとともに，展示等 踏 （１）本館 ついて成果と努力が認められる。定期的
の美術館活動の充実を図る観点から，収 まえつつ，各委員の協議により，評 ①展覧会場（空調実施時間 ２４時間） な空気環境測定は評価できる。工芸館は
蔵品を適切な環境で管理・保存する。ま 定 温度 ２５．０℃ 湿度 ５５％（夏期） より一層の環境整備、記録作成などが必
た，保存体制の整備・充実を図る。 を決定する。 温度 ２１．５℃ 湿度 ５５％（冬期） 要である。なお、今後の展開を長期的に

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努め ＊上記の数値は，入館者が入ったときの設定（目標）値である。 考えるべき時期である。
るとともに，展示作品の防災対策の推進 ②収蔵庫（空調実施時間 ２４時間）
・充実を図る。 温度 ２０．０℃ 湿度 ５５％（日本画等） 【より良い事業とするための意見等】

温度 ２０．０℃ 湿度 ５５％（油彩画等） 本館、工芸館とも収蔵スペースの確保
（２）工芸館 を講ずる必要がある。また、保存科学ま

。①展覧会場（空調実施時間 ９：００～１７：００） たは修復の専門職員の配置が必要である
温度 ２２.０ ℃ 湿度 ５０～５５ ％ 保存修復について、修理業者の選定な

②収蔵庫（空調実施時間 ９：００～１７：００） ど、４館における統一的な対処の指針策
温度 ２２.０ ℃ 湿度 ５０～５５ ％ 定などを求める。

２．照明 本館，工芸館共すべての蛍光灯は紫外線防止３,０００K（博物館美術館用）無段階調光可能
高演色タイプ

． ， 。３ 空気汚染 ２か月に１回 建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づき空気環境測定を実施
本館展示室では炭酸ガス排出のための排気ファンを２４時間運転している。

． （ ） 。 。４ 防災 機械警備による監視及び中央監視室 工芸館は事務室 での監視 本館において消防訓練を実施
５．防犯 本 館 有人警備（８：００～１９：００，金曜日は２１：００まで）

工芸館 有人警備（８：３０～１８：１５）
＊本館，工芸館共に建物が無人となるときは機械警備を実施（２４時間対応可能）

６．特記事項
本館では，平成１６年度の新収集作品を含めて，すべての所蔵作品の記録カードを作成している。

また，２４時間空調の実施によって，展覧会場，収蔵庫ともに適切な保存環境が整備されている。
工芸館では，平成１６年度は特に，作品荷解き室の空調設備の点検・改修を行った。また，所蔵作品の

記録作成も順次進めているところである。

(3)-1 修理，保存処理を要する収蔵品等に 修理の状況 法人による自己点検評価の結果を １．修理件数 ７３件 Ａ 前年を大きく上回る修理実績をあげる
ついては，保存科学の専門家等との連携 踏まえつつ，各委員の協議により， 日本画 ９件 とともに、緊急性の高い作品から修理計
の下，修理，保存処理計画をたて，各館 評定を決定する。 洋画 １４件 画を立て、作業を適切に実施している。
の修理施設等において以下のとおり実施 水彩・素描 １９件 修復データを作品検索システムに取り入
する。 版画 ２１件 れたことは評価できるが、今後の展開を
①緊急に修理を必要とする収蔵品のうち 彫刻 １件 長期的に考えるべきである。，
緊急性の高いものから各分野ごとに計画 陶磁 ０件
的に修理を実施。 漆工・木工・竹工 ９件 【より良い事業とするための意見等】
②伝統的な修理技術とともに科学的な保 染織 ０件 保存環境や作品の状態に絶えず目配り
存技術を取り入れて実施。 金工 ０件 できる専門職員の配置、染織作品の保存

(3)-2 国内外の美術館等の修理，保存処理 ２．特記事項 のための特別な予算措置が必要である。
の充実に寄与する。 新たに構築された４館共通の国立美術館所蔵作品総合目録検索システムの中に，内部データとして，作 また、保存カルテ、修理データなどの

品修復記録の概要を提供・掲載したことにより，他館の所蔵作品の修復データを容易に参照できるように ４館共通の規格化についての協議・実現
なった。 が必要である。作品貸出などに際しての
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状態チェックの機能化が今後の課題であ
り、４館における統一的な対応の指針策
定などが必要である。

１．常設展 Ａ 近・現代美術の領域を固定的にとらえ２ 公衆への観覧
(1)-1 国民のニーズ，学術的動向等を踏ま 展覧会の状況 法人による自己点検評価の結果を （１）本館 ず、横断的な発想の展覧会が実施されて

え，各館において魅力ある質の高い常設 踏まえつつ，各委員の協議により， 展示替 ５回（屏風及び軸装の日本画等については，原則的に各会期間に展示替えを行った ） おり、常設展では展示の魅力を高めよう。
展・ 企画展や企画上映を実施する。 評定を決定する。 （２）工芸館 とする努力がみられた。企画展では多彩で

(1)-2 常設展においては，国立美術館の各 展示替 ４回 刺激的な企画が実施され、全体としてき
館の特色を十分に発揮したものとすると ２．特別展・共催展 １０回 わめて高水準にあり、中期計画を達成し
ともに，最新の研究結果を基に，美術に （１）本館（中期計画記載回数：年３～５回） ている。ただし、工芸館との関係、ある
関する理解の促進に寄与する展示を実施 ① 「国吉康雄」展 いは他３館との企画の調整、将来的展望
する。 ② 「ブラジル：ボディ・ノスタルジア」展 など、本部機能とのより一層の連携・調

(1)-3 企画展等においては，積年の研究成 ③ 「琳派 ＲＩＭＰＡ」展 整が要請される。各館の独自性や機能分
果の発表や時機に合わせた展示を企画し ④ 「木村伊兵衛」展 担を再構築し、展覧会活動に反映すべき，
学術水準の向上に寄与するとともに，国 ⑤ 「草間彌生－永遠の現在」展 局面にある。
民のニーズに対応した展示を実施する。 ⑥ 「痕跡－戦後美術における身体と思考」展
企画展等の開催回数は概ね以下のとおり ⑦ 「ゴッホ展」 【より良い事業とするための意見等】
とする。なお，実施にあたっては，国内 ＊「国吉康雄」展の会期は平成１６年３月２３日から もし展覧会活動そのものを教育活動と
外の美術館及びその他の関連施設と連携 ＊「ゴッホ展」の会期は平成１７年５月１８日まで 認識するなら、その面での評価が必要に
を図るとともに，国際文化交流の推進に （２）工芸館（中期計画記載回数：年２～３回） なろう。少なくとも現段階で、専門に特
配慮する。 ① 「非常のオブジェ－現代工芸の１１人」展 化しすぎた研究成果を国民に示すような

。（東京国立近代美術館） ② 「人間国宝の日常のうつわ－もう一つの富本憲吉」展 展観ではないようにする姿勢が望ましい
本 館 年３～５回程度 ③ 「河野鷹思のグラフィック・デザイン」展 カタログには、わかりやすい解説とは別
工芸館 年２～３回程度 ３．入館者数 621,266人（平成１５年度 415,091 人） に、専門家の共感するような研究文献・

。フィルムセンター 年５～６番組程度 ４．海外交流展 ０回 書誌などを掲載する努力が不可欠である
５．地方巡回展 ０回 また、世界的にみて最も注目されてい（京都国立近代美術館）

年６～７回程度 ６．国立美術館巡回展 ０回 ※平成16年度は京都国立近代美術館で実施 る美術作品である日本の現代建築、また
アニメ画像作品、デザイン作品を重視す（国立西洋美術館）

年３回程度 ることが望まれる。
（国立国際美術館）

年５～６回程度 常設展 法人による自己点検評価の結果を １．開会期間 294日間 Ａ 比較的大きな展示替えや特集展示など
(1)-4 展覧会を開催するにあたっては，開 踏まえつつ，各委員の協議により， ２．会 場 本 館 ２階～４階 会場構成は全般的に優れており、展示会

催目的，期待する成果，学術的意義を明 評定を決定する。 ３．出品作品数 延1,525件（うち重要文化財21件） 場の清潔感、落ち着いた雰囲気は海外の
確にし，専門家等からの意見を聞くとと ４．入場料金 美術館と比しても第一級の水準にある。
もに，入館者に対するアンケート調査を 一般420円 大学生130円 高校生70円 一般(団体)210円 大学生(団体)70円 高校生（団体）40円
実施，そのニーズや満足度を分析し，そ ５．入場料収入（常設展のみの入場料収入 9,782,590円 【より良い事業とするための意見等】
れらを展覧会に反映させることにより， （目標入場料収入 6,717,000円） 今後とも工芸館のＰＲ及び共催展を含
常に魅力あるものとなるよう努力する。 ６．アンケート調査 めた各種メディアの協力推進が必要であ

(1)-5 各館の連携による共同企画展，巡回 第１回 アンケート回収数 ３００件（母集団２１，１９７人）有効回答数２９７件 る。また、
展等の実施について検討し推進する。 アンケート結果 ・良い88.3％（262件 ・普通10.1％（30件 ・悪い1.6％（5件） 展示の上では３フロアにわたる観客の動） ）

(1)-6 収蔵品の効果的活用，地方における 第２回 アンケート回収数 ２９９件（母集団２１，０５１人）有効回答数２９２件 線を明確にすることが必要である。常設
平成１２年度の実績以上の入館者数とな アンケート結果 ・良い80.1％（234件 ・普通18.2％（53件 ・悪い1.7％（5件） 展という名称を京都国立近代美術館が コ） ） 「
るよう努める。 レクション・ギャラリー」と改めたが、

これを参考にしてで実情にふさわしい名
収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す 入 館 者 本館 168,000 117,600人以上 11 7 , 6 0 0 １９５，８３１人 Ａ 称を検討すべきである。
る。 数 人以上 168,000人未満 人

未満
(3)入館者数については，各館で行う展覧会

ごとに その開催目的 想定する対象層 工芸館 29,000 20,300人以上 20,300人 ５８，０７５人 Ａ， ， ，
実施内容 学術的意義 良好な観覧環境 人以上 29,000人未満 未満， ， ，
広報活動，過去の入館者数の状況等を踏
まえて目標を設定し その達成に努める 特別展等 法人による自己点検評価の結果を 「国吉康雄」展 Ａ 全体として優れた水準の企画展で、近， 。

踏まえつつ，各委員の協議により， １．開会期間 平成１６年３月２３日～平成１６年５月１６日 代日本美術の独自性と近現代美術の国際
評定を決定する。 （５０日間／うち平成１６年度中４１日間） 的様相、平面作品からパフォーマンス／

２．会 場 東京国立近代美術館本館 企画展ギャラリー インスタレーション作品まで、様式的視
３．出品点数 １３１ 件（うち国宝 ０件，重要文化財 ０件） 点と社会的機能の視点など、いずれの次
４．主 催 東京国立近代美術館，ＮＨＫ，ＮＨＫプロモーション 元でも不足のない実績をあげ、国民の文

後 援 外務省，文化庁，アメリカ大使館 化的感性の涵養に貢献する活動として、
協 力 日本航空 評価できる。結果として、入館者目標を

５．入場料金 個人：一般 １，３００円 大学生 ９００円 高校生 ５００円 一部に下回った企画展もあったが、全体
６．入場料収入 ８，７５２，０３０円（目標入場料収入 ５，４５０，０００円） では約５万人上回り、レストラン・ミュ
７．展覧会の内容 ージアムショップの売上などを含めて収

国吉の作品はどれも社会のスポットライトをあびるものではなく，小さいもの，寄る辺ないもの，弱い 入増に結びついた。一方、芸術に理解の
ものを描いている。それは国吉が，これらのなかにこそ，国や文化の違いをこえて，すべての人間の中に ある市民を増やすためには、一層の工夫
等しくある，無垢で力強い姿を見出していたからである。展覧会の全体は国吉が絵画を通じて託したメッ が必要である。
セージを理解しやすいよう，１９２０年代の初期の作品をとりあげる「Ⅰ.いのちの海 ，１９３０－４０」
年代を扱う「Ⅱ.社会の荒波 ，そして晩年１９４０－５０年代の作品を紹介する「Ⅲ.いのちの島の建設」 【より良い事業とするための意見等】」
の３章とし，油彩，写真あわせて１３１点で構成したほか，会場に国吉の言葉を掲げ，作品解説も丁寧に 特別展会場が分散されているので、動

。付すなど，展示にも工夫した。 線を明確にするサインの充実が望まれる
８．講演会等 ２回 参加人数 １７４人 また 「非情のオブジェ展」の「非情」は、
９．アンケート調査 意味が分からなかったことから、タイト

アンケート回収数 ３００件（母集団３３，４５０人※平成１６年度）有効回答数２９４人 ルは誤解を招かぬよう展覧会に即した分
アンケート結果 ・良い９４.２％（２７７件 ・普通５.８％（１７件 ・悪い０.０％（０件） かりやすいものとすべきである。） ）
（講演会） 工芸館で「八木一夫展」又は「走泥社
アンケート回収数 １０６件（母集団３３,４５０人※平成１６年度）有効回答数９７人 展 「河井寛次郎展」など京都国立近代」、
アンケート結果 ・良い８２.５％（８０件 ・普通１６.５％（１６件 ・悪い１.０％（１件） 美術館と提携した展覧会の実施について） ）

検討すべきである。
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「ブラジル：ボディ・ノスタルジア」
１．開会期間 平成１６年６月８日～平成１６年７月２５日（４２日間）
２．会 場 東京国立近代美術館本館 企画展ギャラリー
３．出品点数 ４１ 件（うち国宝 ０件，重要文化財 ０件）
４．主 催 東京国立近代美術館，京都国立近代美術館，ＢＲＡＺＩＬ ＣＯＮＮＥＣＴＳ

共 催 国際交流基金
後 援 ブラジル大使館
特別協賛 ＨＡＶＡＩＡＮＡＳ
協 賛 トヨタ，松下電器産業株式会社
協 力 ＶＡＲＩＧ ＢＲＡＺＩＬ

５．入場料金 個人：一般 ６５０円 大学生３５０円 高校生２００円
６．入場料収入 ４，１５４，８００円（目標入場料収入 ２，２２５，０００円）
７．展覧会の内容

この展覧会では，とりわけブラジル美術に顕著な「身体」というテーマへの様々な取り組みを，３人の
物故作家と６人の現代作家を織り交ぜて考察した。展覧会は前半と後半の２部に分けられ，前半ではブラ
ジルの現実や歴史が直截的に刻み込まれたエネルギッシュな身体表現を，後半では，一転して鑑賞者の身
体と美術作品との関係を探求するような観客参加型の作品を展示した。その結果 「身体」を媒介にするこ，
とで成立する，社会に対する批評精神と世界に対しての開放性に，ブラジル美術の特質が存在することを
明らかにするともに，すでに多方面で開拓された「身体」という問題に，いまなお新鮮な表現を生み出す
可能性が秘められていることを提示した。

８．講演会等 実施回数計 １２回 参加人数計 １，３５４人
９．アンケート調査

アンケート回収数 ３００件（母集団１１，９２２人）有効回答数２９７人
アンケート結果 ・良い８０.２％（２３８件 ・普通１８.５％（５５件 ・悪い１.３％（４件）） ）

「琳派 ＲＩＭＰＡ」展
１．開会期間 平成１６年８月２１日～平成１６年１０月３日（４３日間）
２．会 場 東京国立近代美術館本館 企画展ギャラリー
３．出品点数 ８１ 件（うち国宝 １件，重要文化財 ９件）
４．主 催 東京国立近代美術館，東京新聞

後 援 文化庁，千代田区
協 力 日本航空，ＪＲ東日本

５．入場料金 個人：一般１３００円 大学生８００円 高校生５００円
６．入場料収入 ４４，０１８，１８０円（目標入場料収入 １６，６０３，０００円）
７．展覧会の内容

第一章「光琳―近代が再発見した日本美 ：尾形光琳の代表作を展示。近代が再発見した日本美としてその」
軽妙で煌びやかな装飾美を再確認する。

第二章「宗達・光悦―芸術における個性と統合 ：俵屋宗達と本阿弥光悦の名作を集めた。大正時代の近代」
的な芸術観の浸透によって，彼らの芸術の特徴である自由な発想とのびやかさとが注目された。

第三章「江戸から明治へ―抱一・其一を中心に ：光琳以降の琳派の諸相を酒井抱一からはじまる「江戸琳」
派」の系譜を中心に明治中期までたどる。

第四章「琳派の近代―菱田春草から加山又造まで ：下村観山にはじまる近代作家たちが生み出した装飾的」
表現の総体を近代琳派と位置付けた。自己様式の確立の過程で「装飾」と向かい合うとき「琳派様式」
が現れる。

第五章「ＲＩＭＰＡの世界―きらめき・型・反復 ：これまでの固定概念としての琳派をいったん忘れ，海」
外の作例を含めて近現代のさまざまな芸術をひろく見渡しながら，改めてＲＩＭＰＡの諸例をリストア
ップし，伝統的琳派と重ね合わせて展示した。４０作家，８１件で構成された。

８．講演会等 実施回数計 ２回 参加人数計 ２９１人
９．アンケート調査

アンケート回収数 ２９７件（母集団１６６，５２４人）有効回答数２９６人
アンケート結果 ・良い８９.９％（２６６件 ・普通１０.１％（３０件 ・悪い０.０％（０件）） ）

「木村伊兵衛」展
１．開会期間 平成１６年１０月９日（土）～平成１６年１２月１９日（日 （６２日間））
２．会 場 東京国立近代美術館本館 ギャラリー４，所蔵品ギャラリー（４，３階）
３．出品点数 １３１件（うち国宝 ０件，重要文化財 ０件）
４．主 催 東京国立近代美術館，朝日新聞社

協 力 特種製紙株式会社
５．入場料金 個人：一般 ４２０円 大学生 １３０円 高校生 ７０円
６．入場料収入は，常設展入場料収入に含まれる。
７．展覧会の内容

本展は，木村伊兵衛の初期から終戦直後までの，主に印刷物を通じて社会へと流通した仕事を紹介する
第一部と，戦後の円熟期の作品からそのカメラワークのエッセンスを抽出することを主眼とした第二部の
二部構成とした。第一部では雑誌やポスターなど，木村の写真を用いた印刷物を多数展示，また会場を当
館の所蔵品展示「近代日本の美術」のなかに時代順に数箇所に分けて組み込むことで，同時代との関連を
呈示した。第二部では木村自身によってプリントされた貴重な印画を中心に代表作である「秋田」や「街
角」などのシリーズを展示した。

８． 講演会等 実施回数 ４回
９．アンケート調査

アンケート回収数 ３００件（母集団２７，２３８人）有効回答数２９７人
アンケート結果 ・良い８４.５％（２５１件 ・普通１３.１％（３９件 ・悪い２.４％（７件）） ）

「草間彌生－永遠の現在」展
１．開会期間 平成１６年１０月２６日～平成１６年１２月１９日（４８日間）
２．会 場 東京国立近代美術館本館 企画展ギャラリー
３．出品点数 １１０ 件（うち国宝 ０件，重要文化財 ０件）
４．主 催 東京国立近代美術館，京都国立近代美術館
５．入場料金 個人 ：一般８５０円 大学生４５０円 高校生２５０円
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６．入場料収入 １７，１９５，５００円（目標入場料収入 ６，６０６，０００円）
７．展覧会の内容

， ， ， ，絵画 彫刻 パフォーマンス ビデオ・インスタレーションなどきわめて多方面にわたる草間の活動を
現在の視点から総合的に見直すために作品を厳選し，全体を，空間的に完結したギャラリーの集合体とな
るように構成した。出品作品１１０点の内訳は，絵画３３点，水彩・素描２４点，コラージュ１５点，彫
刻２９点，ＤＶＤ映像作品３点，インスタレーション６点である。

８．講演会等 実施回数計 ５回 参加人数 ２８８人（講演会のみの人数）
９．アンケート調査

アンケート回収数 ２９９件（母集団３１，９６１人）有効回答数２９５人
アンケート結果 ・良い９４.２％（２７８件 ・普通４.７％（１４件 ・悪い１.１％（３件）） ）
（講演会）
アンケート回収数 ５７件（母集団３１，９６１人）有効回答数５３人
アンケート結果 ・良い８８.７％（４７件 ・普通１１.３％（６件 ・悪い０.０％（０件）） ）

「痕跡－戦後美術における身体と思考」展
１．開会期間 平成１７年１月１２日～平成１７年２月２７日（４１日間）
２．会 場 東京国立近代美術館本館 企画展ギャラリー
３．出品点数 約１２０ 件（うち国宝 ０件，重要文化財 ０件）
４．主 催 東京国立近代美術館，京都国立近代美術館

協 力 資生堂，日本航空
５．入場料金 個人 ： 一般 ８５０円 大学生 ４５０円 高校生 ２５０円
６．入場料収入 ４,６６１,０５０円（目標入場料収入 ２,９０７,０００円）
７．展覧会の内容

この展覧会は，肖像画や風景画のように「なにかに似ている」ことを原理として成立するのではなく，
作家の身体や思考と物質との接触がもたらす 「なにごとかの結果として」生まれたイメージを「痕跡」と，
名づけ，戦後の現代美術の流れをこうした「痕跡」の系譜として捉えなおすものである。
同展には，日本においては具体美術協会からもの派にいたる一連の動向，アメリカにおいては抽象表現主
義からネオ・ダダ，コンセプチュアル・アートにいたる現代美術の主要な動向のほとんどがおさめられ，
さらにウィーン・アクショニズムやアナ・メンディエタをはじめとする一連の女性作家など，これまで日
本でほとんど紹介されていない作品も集められた。
全体は「表面 「行為 「身体 「物質 「破壊 「転写 「時間 「思考」の８章で構成され，およそ６０人の」 」 」 」 」 」 」
作家，１２０点におよぶ国も時代も表現のスタイルも異なった動向を「痕跡」という視点から検証するこ
とで，戦後美術の大きな流れを支えた，表現を表現として成立させる原点を浮かび上がらせた。

８．講演会等 実施回数計 １回 参加人数計 ９５人
９．アンケート調査

アンケート回収数 ３００件（母集団９，３３２人）有効回答数２９２件
アンケート結果 ・良い ７５．３％（２２０件 ・普通 ２１．６％（６３件 ・悪い ３．１％（９件）） ）
（講演会）
アンケート回収数 ３５件（母集団９，３３２人）有効回答数３３件
アンケート結果 ・良い８１．８％（２７件 ・普通９．１％（３件 ・悪い９．１％（３件）） ）

「ゴッホ展」
１．開会期間 平成１７年３月２３日～平成１７年５月２２日

（６０日間／うち平成１６年度開催９日間）
２．会 場 東京国立近代美術館本館 企画展ギャラリー
３．出品点数 約１２０ 件（うち国宝 ０件，重要文化財 ０件）
４．主 催 東京国立近代美術館，ＮＨＫ，ＮＨＫプロモーション，東京新聞
５．入場料金 個人 ： 一般 １，５００円 大学生 １，０００円 高校生 ６００円
６．入場料収入 ※平成１７年度に算定
７．展覧会の内容

フィンセント・ファン・ゴッホの作品を，彼が所有していた，あるいは見知っていた作品・資料と同時
に展示した。具体的には，画家となる以前に職業として目指していた宗教への関心，版画の収集などを通
じて関心を深めていた労働者への関心（以上，オランダ時代 ，印象派，フランス自然主義文学，浮世絵と）

（ ， ）， （ ），いった同時代の芸術一般の受容 以上 パリ時代 ユートピアという19世紀的な思想の実践 アルル時代
巨匠の作品の模写，そして自然の描写（以上，サン＝レミ，オーヴェール＝シュル＝オワーズ時代）に着
目した。ファン・ゴッホ作品約４０点，関連作家の作品約２６点，資料関係約６０点が展示された。

８．講演会等 実施回数計 ２回，参加者数 ８２人（平成１６年度中開催の１回分）
９．アンケート調査 ※平成１７年度に集計

「国吉康雄」展 43,000人 30,100人以 3 0 , 1 0 0 ３３，４５０人 Ｂ
以上 上 人

43,000人未 未満
満

「ブラジル：ボデ 11,000人 7,700人以上 7,700人 １１，９２２人 Ａ
ィ・ノスタルジア 以上 11,000人未 未満」

満

琳派 ＲＩＭＰＡ 131 , 0 0 0 91,700人以 9 1 , 7 0 0 １６６，５２４人 Ａ「 」
人 上 人
以上 131,000人未 未満

満

「草間彌生－永遠 25,000人 17,500人以 1 7 , 5 0 0 ３１，９６１人 Ａ
の現在」 以上 上 人未満

25,000人未
満
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「木村伊兵衛」展 26,000人 18,200人以 1 8 , 2 0 0 ２７，２３８人 Ａ
以上 上 人未満

26,000人未
満

「痕跡」展 11,000人 7,700人以上 7,700人 ９，３３２人 Ｂ
以上 11,000人未 未満

満

「ゴッホ展」 43,000人 30,100人以 3 0 , 1 0 0 ４４，０４４人 Ａ
以上 上 人未満

43,000人未
満

非常のオブジェ 11,000人 7,700人以上 7,700人 １１，６４３人 Ａ「 」
展 以上 11,000人未満 未満

「人間国宝の日常 10,000人 7,000人以上 7,000人 １９，０９９人 Ａ
のうつわ－もう一 以上 10,000人未 未満
つの富本憲吉」展 満

「河野鷹思のグラ 9,000人 6,300人以上 6,300人 １２，１４７人 Ａ
フィック・デザイ 以上 9,000人未満 未満
ン」

地方巡回展 ※京都国立近代美術館で実施

(2)収蔵品については，その保存状況を勘案 貸与の状況 法人による自己点検評価の結果を 貸与・特別観覧の件数 Ａ 本館・工芸館ともに特別観覧を積極的
しつつ，国内外の美術館・博物館その他 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）本館 に展開しようとする姿勢は、新しい美術
これに類する施設に対し，貸与等を積極 評定を決定する。 貸 与 ７９件，特別観覧 １８９件 館のサービスとして評価できる。なお、
的に推進する。 （２）工芸館 今後は、貸し出せる作品の情報を開示す

貸 与 ４０件，特別観覧 ４４件 るなどの取組も必要である。また、作品
を貸し出しすることにより作品が痛むこ
とについて、わかりやすく一般に広報す
る必要がある。

【より良い事業とするための意見等】
保存・管理の担当職員の増員が望まれ

る。また、特別観覧が専門家や学生に可
能なことを周知する必要がある。

１．調査研究 Ａ 客員研究員の招聘や在外研究員の派遣３ 調査研究
(1)-1 調査研究が，収集・保管・修理・展 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結果を （１）収蔵品の調査研究 のみならず、企画展の共催館との共同調

示，教育普及その他の美術館活動の推進 踏まえつつ，各委員の協議により， 本館 査研究、国際シンポジウムの開催など一
に寄与するものであることを踏まえ，国 評定を決定する。 ① 『東京国立近代美術館所蔵名品選 20世紀の絵画 （尾崎正明他） 定の成果をあげたことが認められる。ま』
内外の美術館・博物館その他これに類す ② 「北脇昇《紫野の景観》を読み解く （大谷省吾） た、調査研究は、展覧会活動のほか、紀」
る施設及び研究機関とも連携等を図りつ ③ 「竹内栖鳳〈雨霽〉についての試論 （中村麗子） 要などに発表された成果、また科研費補」
つ，次に掲げる調査研究を積極的に実施 ④ 「[作品研究]麦僊の庭―土田麦僊《舞妓林泉》について （中村麗子） 助金研究などによく反映されており、十」
する。 工芸館 分な水準に達しているが、今後とも一層
①収蔵品に関する調査研究 ① 「森口華弘「友禅訪問着・早春」と慶長・寛文小袖 （金子賢治） の努力が期待される。なお、国立美術館」

」 、 、②美術作品に関する調査研究 ② 「古典が息づく現代の工芸 （唐澤昌宏） ４館の共通した課題だが 学術的成果は
③収集・保管・展示に関する調査研究 ③ 「工芸史研究 （今井陽子） 積極的に学会誌等における論文発表とし」
④美術史，美術動向，作者に関する調査 ④ 「黒田辰秋《赤漆流稜文飾箱 （作品解説 （木田拓也） て公表することが望まれる。》 ）」
研究 ⑤ 「中村錦平〈日本趣味解題〉－叛逆の憂鬱 （富田康子）」

⑤世界の映画作品や映画史に関する調査 【より良い事業とするための意見等】
研究等 （２）展覧会のための調査研究 地方公立美術館等の指定管理者制度移行

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これ 本館 に伴い、共催館の調査、研究能力及び人
に類する施設の職員を，客員研究員等の ① ブラジルの近・現代美術に関する調査（ ブラジル：ボディ・ノスタルジア」展：鈴木勝雄，三輪健 員不足などが予想されることから、ナシ「
制度を活用し招聘し，研究交流を積極的 仁） ョナルセンターとして主導的パワーを発
に推進する。 ② 琳派に関する研究（ 琳派 ＲＩＭＰＡ」展：古田亮，尾崎正明，北村仁美，中村麗子） 揮することが望まれる。客員研究員を増「

(2)調査研究の成果については，展覧会，美 ③ 木村伊兵衛に関する研究（ 木村伊兵衛」展：増田玲，竹内万里子） 員することや研究員招聘の手法の多様化「
術作品の収集等の美術館業務に確実に反 ④ 草間彌生に関する研究（ 草間彌生－永遠の現在」展：松本透，保坂健二朗） を図るべきである。「
映させるとともに 研究紀要 学術雑誌 ⑤ ファン・ゴッホに関する調査研究（ ゴッホ展 ：保坂健二朗） 研究紀要の論文・論考については、紀， ， ， 「 」
学会及びインターネットを活用して広く ⑥ ファン・ゴッホおよび美術館教育に関する調査研究（ ゴッホ展 ：一條彰子，白濱恵里子） 要誌内部でよいから編集委員会もしくは「 」
情報を発信し，美術館に関連する研究の 工芸館 査読委員会の閲読を経ることとし、そう
振興に供する。また，各種セミナー・シ ① 鹿児島寿蔵《紙塑人形 さぬのちがみのおとめ （ 所蔵作品展 近代工芸の百年 ：諸山正則） した委員会の内規や委員名などを公開す》「 」
ンポジウムを開催する。 ② 陶芸家・富本憲吉における「日常のうつわ」に関する調査研究（ 人間国宝の日常のうつわ－もう一 ることが望ましい。研究紀要を刊行して「

つの富本憲吉」展：唐澤昌宏） いない館もあるが 「国立美術館紀要」の、
③ 戦後工芸運動の研究（ 非情のオブジェ－現代工芸の11人」展：今井陽子） ような形式で４館共同の刊行について検「
④ 河野鷹思に関する調査研究（ 河野鷹思のグラフィック・デザイン」展：金子賢治，富田康子，北村 討すべきである。「

仁美）

（３）収集・保管・展示・教育普及に関する調査研究
本館

『 』，「 」（ ，① シンポジウム概要集－これからの鑑賞教育 学校と美術館－持続可能な連携のために 一條彰子
科学研究費補助金研究分担者）

②『図書館雑誌』98巻7号 「ミュージアム・ライブラリの可能性－人と情報のネットワーキングのもと，
に （水谷長志）」
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③国際シンポジウム「東アジアにおける美術・文化財情報のネットワークを考える」報告書 「ARLIS／，
Asiaの可能性－日本のアート・ドキュメンテーション，その達成と課題を踏まえて （水谷長志）」

④美術館教育に関する調査・研究 「子どもセルフガイド『たんけん！こども工芸館 」他（今井陽子）， 』

（４）科学研究費補助金による調査研究
「日本文化の多重構造―近代日本美術に見る多文化的要素の系譜 1900年-1980年 （本館）」
「戦後の日本における芸術とテクノロジー （本館）」

２．客員研究員等の招聘実績 本館 １名，工芸館 １名（年度計画記載人数： 本館１名，工芸館１名）

美術館に関する情報の 法人による自己点検評価の結果を １ 資料の収集及び公開 Ａ ４館共通の所蔵作品総合目録検索シス４ 教育普及
(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基 収 踏まえつつ，各委員の協議により， 本館 ①収集件数 ４，８０９件 テムがインターネットで公開されたこと

礎資料及び国内外の美術館・博物館に関 集及び公開の状況 評定を決定する。 ②公開場所 本館アートライブラリ（本館２階） やＡＬＣ（美術図書館横断検索）の実現
する情報及び資料について広く収集し， ③利用者数 ２，７８１人 など様々な取組を評価できる。ただし、
蓄積を図るとともに，レファレンス機能 ④貸出件数 ８，９３３件（館内閲覧のみ，館外貸出はしていない ） いまだＮＡＣＳＩＳ（総合目録検索シス。
の充実を図る。 工芸館 ①収集件数 １，１４４件 テム）では検索不可であり、国立美術館

、 （ ）(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する ②公開場所 工芸館図書閲覧室（工芸館１階） である以上 ＮＩＩ 国立情報学研究所
資料の情報について，長く後世に記録を ③利用者数 ４３８人 と協議し、国民へのサービスをはやく実
残すために，デジタル化を推進する。 ④貸出件数 １，７７５件（館内閲覧のみ，館外貸出はしていない ） 現することが望まれる。。

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化す ２ 広報活動の状況
るとともに，資料室等の整備・充実を図 ①刊行物による広報活動 ９種 【より良い事業とするための意見等】
る。 平成16年度は『東京国立近代美術館所蔵名品選 ２０世紀の絵画 （本館 『近代工芸案内－東京国立 デジタル化は進展しているものの、画』 ），

(5)-1 収集 保管 修理 展示 教育普及 近代美術館工芸館コレクションを中心として』をそれぞれ一般書籍として出版。当館のコレクションの 像公開については、近代美術という点で， ， ， ， ，
調査研究その他の事業について，要覧， 魅力を広くアピールした。 制約があり、一般の方は不満を感じてい
年報，展覧会図録，研究論文，調査報告 ②ホームページよる広報活動 ると思われる。著作権ほか対処が困難か
書等の刊行物，ホームページ，またはマ 本館・工芸館のホームページにおいては，画面上の展覧会情報に会場風景，作品図版，各種トピック もしれないが、よりよい打開策の検討が
スメディアを利用して広く国民に積極的 及び用語解説（工芸作品）を掲載するほか，最新情報（ トピックス」欄 ，講演会・ギャラリートーク 望まれる。ホームページについても、そ「 ）
に広報活動を展開するとともに，国立美 等イベント情報（ イベント」欄 「こどものページ」等の充実を引き続き図り，本館・工芸館の所蔵品 ろそろポスト・ホームページを考えるべ「 ），
術館への理解の促進を図る。 ・展覧会の普及や，春休み等の児童生徒向けプログラムの告知等に努めた。さらに，更新頻度を増やし き段階である。また、普及活動担当の専

また，その内容について充実を図るよ て閲覧者の興味を高めるとともに インターネットにおける情報検索時の露出を向上させるよう努めた 門職員を新設又は採用すべきである。， 。
う努力するとともに，４館共同による広 メールマガジンの発行（毎月発行）に関しても，展示作品や展示予告，各種イベントの案内を始めとし
報体制の在り方について検討を行う。 て，来館者のニーズに迅速に対応し，美術館の側から積極的に配信するよう努めた。

(5)-2 国内外に広く情報を提供することが ③マスメディアの利用による広報活動
できるホームページについては，教育普 本館では，各展覧会開催に際して，雑誌（美術専門誌や情報誌 ・新聞・テレビ向けの資料（プレス・）
及など多様な活用ができるようコンテン リリース）にカラー印刷による図版を掲載し，見所を簡潔に要約するなど，その充実を図った。また，
ツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平 代表的な情報誌「ぴあ」の展覧会紹介欄を年間枠で買い取り，定常的な広報媒体とするなど，広報力の
均で平成１２年度のアクセス件数以上と 強化を図った。
なるよう努力する。 工芸館では，広報誌に所蔵品を取り上げた連載を行い，近現代工芸及び東京国立近代美

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につ 術館の活動全般の周知に努めるとともに，そのときどきの展覧会の広報普及を図った。さらには，中央
いて，美術情報システム等により広く積 区の区民講座と提携し 「非情のオブジェ」展開催中に「伝統文化を楽しむ」と題して５回の伝統工芸関，
極的に公開するとともに，その利用方法 連の連続講座を受け持ち，広報活動につなげた。
について検討する。また，デジタル情報 ３ デジタル化の状況
の有料提供についての方策を検討する。 本館 平成１５年度にデジタル化した美術作品の件数 ４８０件

工芸館 平成１５年度にデジタル化した美術作品の件数 ４４０件

「現代の 6回 4回以上 4回 6回 Ａ
出版件数 眼 」 以上 6回未満 未満」

展覧会案 1回 1回以上 1回 1回 Ａ
内 1回未満 未満

ホームページのアク 129,602 90,721件以上 90,721 ６，９７２，７６４件 Ａ
セス件数 件以上 129,602件未 件未満

満

(2)新学習指導要領，完全学校週５日制の実 講座・講習会等の実施 １ 児童生徒を対象とした事業 Ａ 本館の教職員研修会の開始、工芸館の
施等を踏まえ，学校，社会教育関係団体 状況 児童生徒を対象にした事業としては，申し込みに基づく随時の講演会，ギャラリートーク，職場見学の 児童生徒向け事業の充実を評価する。研
と連携協力しながら，児童生徒を対象と 受入れ等を行っている。 究員を含む職員への負担増にならないよ
した美術品解説資料等の刊行物の作成， 本館 ① 小学校： ４件（１４３人） う工夫をしつつ、今後もより一層の取組
講座，ワークショップ等を実施すること 中学校：１１件（２８１人） を期待する。
により，美術作品等への理解の促進，学 高 校： ５件（３６人）
習意欲の向上等を促し，心の教育に寄与 （参考）小中高校教員の研究会等への協力：７件（１４７名） 【より良い事業とするための意見】
するような教育普及事業を推進する。 ② 展覧会に関係した教職員研修会：１回（ゴッホ展 （１２８名） メールマガジン、ＨＰの活用など、Ｉ），

また，児童生徒を対象とした事業につ ③ ホームページ内に「こどものページ」を設けている。 Ｔ機器利用によるデジタル関係プロジェ
いて，中期目標の期間中毎年度平均で平 ④ ボランティアのガイドスタッフによる子ども向けギャラリートーク（所蔵作品解説)12回 クトの展開が望まれる。
成１２年度の実績以上の参加者数の確保 工芸館 ① 中学校：３件（１７人） 児童生徒向け事業はよく成果をあげて

、 、に努める。 高 校：３件（９５人） いるが 欧米と比較するとレベルが低く
(3)美術作品に関し，その理解を深めるよう ② ホームページ内に「こども工芸館」を設けている。 専門職員を配置する等、国立美術館とし

な講演会，講座，スライドトーク及びギ ③ 所蔵作品展「動物のモチーフ」に関連して，児童生徒を対象とした外部講師の指導によ てどのように進めることが適切なのか、
ャラリートーク等を実施する等，生涯学 るワークショップ（お面を作る）を開催した （１５人） 本部として検討することが望まれる。。
習の推進に寄与する事業を行う。 ２ 講演会等の事業
それらの事業について，中期目標の期間 本館 ①講演会 １９回 １，９３１人
中毎年度平均で平成１２年度の実績以上 ②ギャラリー・トーク ３４回 １，２２８人
の参加者数の確保に努める。 ③所蔵品ガイド（ボランティアによる）２４７回 ３，００５人

また，その参加者に対しアンケートを ④パフォーマンス １回 １４６人
行い，回答数の８０％以上から，その事 ⑤展覧会に関連した無料コンサート １回 ２００人
業が有意義であったと回答されるよう内 ⑥東京国立近代美術館コンサート ３回 ４９０人
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容について検討し，さらに充実を図る。 工芸館 ①講演会 ０回 ０人
②対談・座談会ほか １回 ８３人
③ギャラリー・トーク ３３回 １，１７６人

講演会 回数 20回 14回以上 14回 １９回 Ｂ
（本館） 以上 20回未満 未満

ギャラリ 回数 9回 6回以上 6回 ３４回 Ａ
ートーク 以上 9回未満 未満

ギャラリ 回数 29回 20回以上 20回 回 Ａ３３
ートーク 以上 29回未満 未満
（ ）工芸館

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とし 研修等の取組み状況 １ 研修の取組 Ａ ボランティアの本館の登録人数が２０
た研修プログラムについて検討，実施す 本館 平成１６年度は，国立美術館キュレーター実務研修生の受け入れなし。 名であり、少ないと思われる。工芸館の
る。 工芸館 なし タッチ＆トークは非常に興味深い試みと

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職 ２ 大学等との連携 して評価できる。より一層の取組を期待
員（キューレーター）の資質を向上し， ［本館］博物館実習生の受け入れ 平成１６年８月２３日～平成１６年８月２７日（５日間 （９人） したい。）
専門性を高めるための研修を実施し，人 大学授業，学界等への協力 ６件（１９６人）
材養成を推進する。 生涯学習施設等への協力 １１件（３１２人） 【より良い事業とするための意見】

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の ［工芸館］ 自己点検評価にも問題点が指摘されて
企画に対する援助・助言を推進する。 博物館実習生の受入れ 平成１６年８月２３日～平成１５年８月２７日（５日間 （４人） いるように、学芸担当職員の研修は再検）

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する 校外授業として熟覧を実施 ７件（東京藝術大学陶芸教室 他） 討が必要である。
研修会への協力・支援を行うとともに， 制作者の研究のため熟覧を実施 １件（石川県立輪島漆芸技術研究所） 本部の課題として、美術館のもつ教育

、情報交換，人的ネットワークの形成に努 ３ ボランティアの活用状況 ・学習の機能をどのように展開するのか
める。 本館 という理念や方法論について４館での協

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し 登録人数 ２０名 議が必要である。その際は統一的試行や，
ボランティア等と連携協力して展覧会で 常設展開催期間中の毎日，解説ボランティア「ＭＯＭＡＴガイドスタッフ」による所蔵品ガイドを実 役割分担について検討が必要である。工

」 、 、の解説など国立美術館が提供するサービ 施。そのほか，小・中学生向け事業「こども美術館 ，学校等からの申し込みに対するギャラリーガイ 芸館は 生活に即した展示が必要な点で
スの充実を図る。 ド等を行った。 ボランティアの活用が重要である。

、 、工芸館 また 博物館実習生の受入については
登録人数 １９名（平成１６年５月１６日の研修終了後，正式に登録 ） 再検討が必要である。特に大学との連携。
平成１６年６月９日より毎水曜日と土曜日，解説ボランティア「工芸館ガイドスタッフ」による展覧 によるインターンの受入は、将来へ向け
会場での解説および触知による作品解説「タッチ＆トーク」を導入。そのほか，こどもタッチ＆トー た人材育成という視点で重要であり、予
ク，英語タッチ＆トーク等を実施。 算の増強が望まれる。

(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務 渉外活動の状況 下記のとおり，展覧会において各企業から協賛，協力等を得た。 Ｂ 様々な取組を行っているが、独法化し
①「国吉康雄」展 てはや５年であり 。これからはもっと具、

、がより充実するよう今後の渉外活動の方 協力：日本航空 体的な成果が求められるようになるため
針について検討を行う。 ②「ブラジル：ボディ・ノスタルジア」展 今後とも一層の拡充の取組が望まれる。

特別協賛：ｈａｖａｉａｎａｓ
協賛：ＴＯＹＯＴＡ，松下電器産業株式会社 【より良い事業とするための意見】
協力：ヴァリグブラジル航空 今後は現金による協賛は少なく、現物

③「琳派 ＲＩＭＰＡ」展 出資又は労役提供的な協力がより多くな
協力：日本航空，ＪＲ東日本 ると思われることから、各種の協力受入

④琳派展国際シンポジウム の対応策と積極的提案が必要である。ま
た、企業からの高額な寄付や支援を受け

助成：ポーラ美術振興財団 ることも大切だが、やはり基本は個人な
⑤「木村伊兵衛」展 ので、個人メンバーシップの重要さをよ

協力：特殊製紙株式会社 り一層訴えていく必要がある。専門の担
。⑥「痕跡 戦後美術における身体と思考」展 当者を配置することも検討すべきである

協力：資生堂，日本航空
⑦「伊砂利彦」展（平成１７年度開催予定）

協賛：清流会

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 Ａ 開館日の拡大や音声ガイドの整備等き７．その他の入館者サービス
（１）本 館 め細かい対応などを高く評価する。

(1)-1 高齢者，身体障害者等の利用にも配 その他の入館者サービ ①障害者トイレ ３個所（１階 １個所，２階 １個所，地下１階 １個所）
慮した快適な観覧環境を提供するため， ス ②障害者エレベータ ２基 【より良い事業とするための意見】
各館の方針に従って展示方法，表示，動 の状況 ③段差解消（スロープ） ２個所（正面玄関） 入館者が多数の特別展における入館者

。線，施設設備の工夫，整備に努める。 ④貸出用車椅子 ６台（１階） 対策について検討することが必要である
(1)-2 入館者サービスの充実を図るため， ⑤貸出用ベビーカー ３台 また、今後は年々増加する高齢の入館者

観覧環境の整備プログラム等を策定し， （２）工芸館 への対策として、レストランの充実だけ
計画的な整備を行う。 ①障害者トイレ １箇所（１階） でなく、ギャラリー内でのソファの設置

(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査 ②障害者エレベータ １基（１階 （障害者対応ではない） トイレの身障者対応、サイン表示の文字）
及び専門家からの批評聴取等を定期的に ③スロープ １個所（正面玄関） の大きさなどが一層重要である。
実施し，調査結果を展示等に反映させる ④リフト １基（正面玄関） より細やかな「顧客満足度調査」を業
とともに，必要なサービスの向上に努め ⑤貸出用車椅子 ３台（１階） 務全般にわたり、実施することが望まれ
る。 ⑥貸出用ベビーカー １台 る。特にシニア入館者に対し、シニア動

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも ２．観覧環境の充実 向調査を兼ねたアンケートを実施するこ
に，見やすさにも配慮する。また，音声 「国吉康雄」展 「琳派 ＲＩＭＰＡ」展 「ゴッホ展」で実施。 とが望まれる。， ，
ガイド等を活用した情報提供を積極的に （貸出件数 ２５，３６３件(利用率 ５７．６％)
推進し，入者に対するサービスの向上を ３．夜間開館 ４７日間
図る。 ４．引き続き，常設展及び共催展における小中学生の入場料無料化を実施。

(2)入館者のニーズを把握，分析し，夜間開 ５．入館料への取り組み
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生 ア．当館主催の企画展における入館料割引
の入場料の低廉化など，入館者へのサー イ．ぐるっとパスGRUTT２００４
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ビスを心がけた柔軟な美術館展示活動等 「ぐるっとパス（常設展共通入場券 」に企画展割引を加えて参加し，入場料金の低廉化を図った。）
を行い，気軽に利用でき，親しまれる美 本 館 ４，７１２人，工芸館 １，８９７人，※参考 ﾌｨﾙﾑｾﾝﾀｰ ２，３４９人
術館となるよう努力する。 ウ．企業との連携企画

(3)ミュージアムショップやレストラン等の ①鉄道会社との連携により，一日乗車券利用者の入館料を割り引き。
施設を充実させるなど，入館者にとって ②草間彌生展開催中に，カード会社と連携し，草間彌生デザインのカード提示者の入館料を割り引き。

③新聞社と提携し，東京国立近代美術館特集の雑誌に割引クーポン券を掲載。
快適な空間となるよう館内環境を工夫す ６．外国人観光客への対応（クーポン券）
る。 「ウエルカムカード」外国人来館者に対し常設展を割引料金とした。

本 館 割引利用者 228人（外国人総入場者数 9,620人 ，工芸館 割引利用者 86人（外国人総入）
場者数 4,459人）

常設展フロアプラン（会場ガイド）について，これまでの日・英の二カ国語版に加え （財）東芝国際，
交流財団の助成を得て，独・仏・中・韓の４カ国語版を作成。

７．毎月第１日曜日の常設展及び文化の日（特別展も含む）に加え，５月１８日「国際博物館の日」も常設
展観覧料金を無料化（平成16年度は工芸館のみ。本館は休館中 。）

８．一般入館者等の要望の反映
・北の丸公園入口の案内板を大きく明瞭化したものにリニューアルし，本館から工芸館への誘導案内を
工夫した。

・四月上旬及びゴールデンウィーク中の月曜日を開館。また，年末年始について，従来休館日であった
１２月２８日，１月２日，３日（月曜祝日）を開館。

（年末年始開館日の入場者数：本館 206人（28日 ，986人（2日 ，268人（3日）） ）
工芸館 172人（28日 ，2,239人（2日 ，222人（3日 ）） ） ）

９．レストラン・ミュージアムショップの充実
・本館券売所横及び工芸館前に飲物の自動販売機（販売価格を安価に設定）を設置。

。 ， 「 」・本館では所蔵作品をモチーフにしたグッズの開発販売に努めた 工芸館では 特に 非情のオブジェ
展開催時に出品作家制作のガラス作品，染織作品等の販売するなど，展覧会の特色を活かした販売物
の充実を図った。
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【フィルムセンター】

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

１ 職員の意識改革を図るとともに，収蔵 効率化の状況 法人による自己点検評価の結果を １．業務の一元化 Ａ 省エネ、ＯＡ化など、効率化がよく実
品の安全性の確保及び入館者へのサービ 踏まえつつ，各委員の協議により， 本部において，これまで行っている一元化に加え，情報公開制度の共通的な事務を一元化した。 現されている。フィルムセンターについ
スの向上を考慮しつつ，運営費交付金を 評定を決定する。 ２．省エネルギー等（リサイクル） ては、既に限界近くまで、効率化を達成
充当して行う事業については，国におい （１）光熱水量 しているため、これ以上の効率化は本来
て実施されている行政コストの効率化を 国立新美術館設立準備室増員、季節の寒暖による増加 の業務に支障を来たす恐れがある。
踏まえ，業務の効率化を進め，中期目標 ①フィルムセンター
の期間中，毎事業年度につき新規に追加さ ア．電気 使用量1,027,371kwh(前年度比109.62％) 料金20,683,808円(前年度比101.63％)
れる業務，拡充業務分等を除き１％の業 イ．水道 使用量3,634m (前年度比103.71％) 料金2,070,604円(前年度比100.84％)３

務の効率化を図る。 ②相模原分館
具体的には，下記の措置を講ずる。 ア．電気 使用量1,168,169kwh(平成15年度比108.94％)料金15,392,367円(平成15年度比103.42％)
(1)各美術館の共通的な事務の一元化によ イ．水道 使用量158m (平成15年度比164.58％) 料金29,500円(平成15年度比170.09％)３

る業務の効率化 （２）廃棄物処理量
(2)省エネルギー，廃棄物減量化，リサイ 国立新美術館開館準備のためのダンボール等の増加及び寄贈本数増加によるフィルム缶廃棄量の増加

クルの推進，ペーパーレス化の推進 ① フィルムセンター
(3)講堂・セミナー室等を積極的に活用す ア．一般廃棄物 12,640Kg（前年度比 107.85％） 料金295,890円（前年度比 138.26％）

るなど施設の有効利用の推進 イ．産業廃棄物 20,470Kg（前年度比 159.30％） 料金519,326円（前年度比 150.77％）
(4)外部委託の推進 ②相模原分館
(5)事務のＯＡ化の推進 ア．一般廃棄物 － Kg（平成15年度比 － ％） 料金 － 円（平成15年度比 － ％）
(6)連絡システムの構築等による事務の効 イ．産業廃棄物5,870Kg（平成15年度比 162.42％） 料金282,633円（平成15年度比 91.05％）

率化 （３）その他 古紙の再利用、ＯＡ機器用のトナーカートリッジのリサイクルによる再生使用。
(7)積極的な一般競争入札を導入 ３．施設の有効利用

２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方 （１）小ホール 利用率 ２２．７４％ （８３日／３６５日）
ついて適宜，検討を行いつつ，年１回程 （２）会議室 利用率 ４４．１１％ （１６１日／３６５日）
度事業評価を実施し，その結果は組織， （３）相模原分館 映写ホールの利用率 １．３７％（５日／３６５日）
事務 事業等の改善に反映させる また ４．外部委託 平成１６年度も下記の外部委託を行い業務の効率化を図った。， 。 ，
研修等を通じて職員の理解促進，意識や （１）清掃業務 （２）機械設備等維持及び運転管理業務
取り組みの改善を図っていく。 （３）受付，出札，警備等の会場管理業務 （４）上映ホールの映写業務

（５）夜間及び休館日の機械警備業務 （６）その他，設備関係のメンテナンス業務
５．ＯＡ化

館内ＬＡＮによる事務効率化が図られているが、平成１６年度は、フィルムセンターと本館との間の
デジタル専用回線の接続速度を速めたことにより一層の効率化を図った。

６．一般競争入札
映画フィルムの購入契約は、著作権者との契約による購入となるため、競争入札では入手できない。
そのほかは東京国立近代美術館に含まれる。

７．評議員会 開催回数２回（平成１６年６月１５日(火)、平成１７年３月１８日(金)）
８．その他

７階「映画の広場」を、１階に移転したことにより利用者の便に供した。

効率化の達成率 1.5％ 1.0％以上 1.0％ 1.721％
以上 1.5％未満 未満 効率化係数計算式 （A－B）÷A Ａ

（1,445,409,292－1,420,538,926）÷1,445,409,292＝0.01721
A： 16年度予算額－16年度特殊要因額－次年度債務繰越額＋前年度債務繰越額）÷0.99（
（1,789,446,000－396,261,000－0＋37,770,199）÷0.99＝1,445,409,292

B：16年度決算額－16年度特殊要因決算額
1,832,986,352－412,447,426＝1,420,538,926

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

Ａ 大量の寄贈は、フィルムセンターの活１ 収集・保管
(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた 美術作品の（購入・寄 法人による自己点検評価の結果を １．購入 ９５８本 動と役割が、広く知れ渡り信頼されてき

収蔵品の蓄積を図る観点から，次に掲げ 贈・寄託）の状況 踏まえつつ，各委員の協議により， ２．寄贈 ６，９８４本 たことを示しており、評価に価する。
る各館の収集方針に沿って，外部有識者 評定を決定する。 ３．寄託 ４，６７３本
の意見等を踏まえ，適時適切な購入を図 ４．特記事項 【より良い事業とするための意見等】
る。また，そのための情報収集を行う。 平成１６年度は 企画上映及び収蔵作品充実のためのプリント及びデュープネガを多数購入したほか いわゆるビデオ・アートやアニメ、メ、 、

共催上映のための英語字幕付きプリントの購入、次年度開催の企画上映のための先行調査および購入を ディア・アートの領域について、東京国（東京国立近代美術館）
近・現代の絵画・水彩・素描，版画， 行った。海外同種機関との協力関係の中では、前年度に引き続きロシアから日本映画を購入するととも 立近代美術館本館や国立国際美術館、国

彫刻，写真等の作品，工芸 作品，デザ に、中国の電影資料館が所蔵する中国映画を購入した。 立新美術館と協議の上、収集方針を策定
イン作品，映画フィルム等を収集する。 映画フィルムの寄贈については、株式会社読売映像、株式会社クリックス、独立行政法人国際交流基 する必要がある。
美術・工芸に関してはコレクションによ 金、精光映画社等の企業や団体について寄贈手続きを完了した。原版フィルムという最終素材を永久保存 また、今後とも積極的に収集することが
り近代美術全般の歴史的な常設展示が可 する場としてのフィルムセンターの役割は、文化・記録映画のみならず劇映画の分野においても広がりを 望ましいが、担当研究員が１名ということ
能となるように，歴史的価値を有する作 見せ、前年度の角川大映株式会社（現角川映画株式会社）に続き、松竹株式会社より大量の原版寄託を受 であり、予算の関係もあるが、増員して管
品・資料を収集する。 けた。また、日活株式会社、劇団前進座株式会社、月桂冠株式会社等から、日本劇映画および文化・記録 理すべきである。
また，映画フィルム等については，残存 映画の可燃性原版の寄贈を受けるとともに、横山隆一氏の遺族より氏の製作した日本アニメーション映画
するフィルムを可能な限り収集するとと の原版をはじめとする大量の寄贈を受けた。
もに積極的に復元を図る。

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランス
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の観点から欠けている部分を中心に，寄
贈・寄託品の受け入れを推進するととも
に，その積極的活用を図る。

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作 保管の状況 法人による自己点検評価の結果を １．温湿度 Ａ 基本的には、温湿度等に配慮した適切
品を永く後世へ伝えるとともに，展示等 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）フィルムセンター な保管がされている。
の美術館活動の充実を図る観点から，収 評定を決定する。 ①展覧会場（空調実施時間 9:30～21:30（ただし、土・日・月曜日は9:30～18:30 ））
蔵品を適切な環境で管理・保存する。ま 温度 ２２℃±２℃（ただし、夏季は２４℃±２℃） 湿度 ５０％±５％ 【より良い事業とするための意見等】
た，保存体制の整備・充実を図る。 ※原則として設定された温・湿度で管理を行ったが、外気温度との差により入館者のために最高２５ 寄贈等による収集件数の大量増加に対

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努め ℃までを許容温度とした。 応し、貴重な国民の財産である映画フィ
るとともに，展示作品の防災対策の推進 ※２４時間空調が望ましいが、経費等を考慮して入館時間のみの運転時間とした。 ルムを適切に保管するために、必要な体
・充実を図る。 ②収蔵庫（空調実施時間 10:00～20:00（ただし、土・日・月曜日は10:00～18:30 ） 制整備を図り、中長期的な整備計画を策）

温度 ２３℃±２℃ 湿度 ５５％±５％ 定することが望ましい。
※収蔵庫は地下３階に位置し、庫内の出入りがない場合は殆ど温・湿度に変化が生じないため、設備
管理要員がいる間のみの運転とした。

（２）相模原分館
①収蔵庫（空調実施時間 ２４時間）

（地下１階保存庫） 温度１０℃±２℃ 湿度４０％±５％
（地下２階保存庫） 温度 ５℃±２℃ 湿度４０％±５％
（特別保存庫） 温度 ２℃±２℃ 湿度３５％±５％

２．照明
フィルムセンター７階展示室内のポスター、スチル写真等は１００ルックスを上限とするとともに入

館者の有無を自動的に感知して照明の起動が行われるように設定し、作品への影響の低減化及び省エネ
ルギー化を行った。

３．空気汚染
空調熱源に関しては、全て電気で賄っているため、施設設備からの空気汚染は発生しなかった。
施設内については 「建築物の衛生的環境の確保に関する法律」に基づき空気環境測定を実施した。、

４．防災
（１）フィルムセンター収蔵庫の消火設備は二酸化炭素消火設備を設置。
（２）相模原分館保存庫の消火設備はハロゲンガス消火設備を設置。
５．防犯
（１）フィルムセンターは、各階毎の機械警備（昼夜）の導入により、防犯を実施。
（２）相模原分館は、各棟毎に機械警備（昼夜）の導入により、防犯を実施。
６．収蔵スペースの確保について

相模原分館に隣接する旧淵野辺キャンプの跡地の利用について、相模原市に対し要望を提出した。

(3)-1 修理，保存処理を要する収蔵品等に 修理の状況 法人による自己点検評価の結果を １．映画フィルム洗浄 ２２作品 Ａ 充分な努力が払われており、現状の体
ついては，保存科学の専門家等との連携 踏まえつつ，各委員の協議により， 映画フィルムデジタル復元 ３作品 制では、これ以上の実績を望むことがで
の下，修理，保存処理計画をたて，各館 評定を決定する。 ２．修理の記録 きない。
の修理施設等において以下のとおり実施 洗浄を実施した映画フィルムに関しては、所蔵作品データベース上へ記録を行った。
する。 【より良い事業とするための意見等】
①緊急に修理を必要とする収蔵品のうち 著作権者との交渉を担当する職員を早，
緊急性の高いものから各分野ごとに計画 急に配置すべきである。
的に修理を実施。
②伝統的な修理技術とともに科学的な保
存技術を取り入れて実施。

(3)-2 国内外の美術館等の修理，保存処理
の充実に寄与する。

展覧会の状況 法人による自己点検評価の結果を １．企画上映等 ８番組（中期計画記載回数：年５～６番組） Ａ 異なる映画的視点から、バランスよく２ 公衆への観覧
(1)-1 国民のニーズ，学術的動向等を踏ま 踏まえつつ，各委員の協議により， （企画上映） ①「キューバ映画への旅」 様々な企画上映を行った。特に「アメリ

」 、え，各館において魅力ある 質の高い常 評定を決定する。 ②「日本アニメーション映画史」 カ無声映画傑作選 などを上映した点は
設展・企画展や企画上映を実施する。 ③「映画女優 高峰秀子」 既に日本で上映されなくなった映画を鑑賞

(1)-2 常設展においては，国立美術館の各 ④「特集・逝ける映画人を偲んで２００２－２００３」 する機会を提供するというフィルムセンタ
館の特色を十分に発揮したものとすると ⑤「シネマの冒険 闇と音楽 アメリカ無声映画傑作選」 ーの業務として評価する。今後も、この傾
ともに，最新の研究結果を基に，美術に ⑥「フィルムは記録する２００５：日本の文化・記録映画作家たち」 向を続けるべきである。
関する理解の促進に寄与する展示を実施 （共催上映） ①「アジア映画－“豊穣と多様 」”
する。 ②「第５回東京フィルメックス 特集上映 内田吐夢監督選集 映画真剣勝負」 【より良い事業とするための意見等】

(1)-3 企画展等においては，積年の研究成 ２．展覧会 ２回 地道なフィルムセンターとしての企画
果の発表や時機に合わせた ①「造形作品でみる 岡本忠成 アニメーションの世界」展 上映を続けていくことが望ましい。中長
展示を企画し，学術水準の向上に寄与す （併設： 展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館フィルムセンター・コレクションより」展） 期的には、東京国立近代美術館本館と協「
るとともに，国民のニーズに対応した展 ②「映画女優 高峰秀子展」 力して、映画上映と組み合わせた絵画展
示を実施する。企画展等の開催回数は概 （併設： 展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館フィルムセンター・コレクションより」展） を試みてもどうか。また、広報活動予算「
ね以下のとおりとする。なお，実施にあ ３．入館者数 の確保が望まれる。
たっては，国内外の美術館及びその他の ①企画上映等 ９０，８６５人（平成１５年度１００，０１０人）
関連施設と連携を図るとともに，国際文 ②展覧会 １２，８８９人（平成１５年度 １０，７９９人）
化交流の推進に配慮する。 ４．優秀映画鑑賞推進事業

１６８会場（東京国立近代美術館）
本 館 年３～５回程度
工芸 館 年２～３回程度 展覧会及び企画上映 法人による自己点検評価の結果を （展覧会） 着実な成果をあげている。特にアジアＡ
フィルムセンター 年５～６番組程度 等 踏まえつつ，各委員の協議により， 「造形作品でみる 岡本忠成 アニメーションの世界」展（併設： 展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館 文化圏への関心を評価する。「

評定を決定する。 フィルムセンター・コレクションより」展） 「特集・逝ける映画人を偲んで２００（京都国立近代美術館）
」 、年６～７回程度 １．開催期間 平成１６年４月６日～６月２７日／同年７月６日～８月２９日（１２０日間） ２－２００３ はラインナップを見ると

２．会 場 ７階展示室 たったの２年間で、こんなにたくさんの（国立西洋美術館）
年３回程度 ３．共 催 等 特別協力：株式会社エコー／協力：保坂純子、株式会社櫻映画社 方が亡くなったのかと思うが、同時にこ

、 、（国立国際美術館） ４．出品点数 企画展「造形作品でみる 岡本忠成アニメーションの世界」 ２５件 の企画は 日本映画史回顧の側面をもち
年５～６回程度 （ 展覧会 映画遺産」展 １９８件） 監督だけではなく、脚本家・俳優など、「

(1)-4 展覧会を開催するにあたっては，開 ５．入場料金 個人／一般２００円、大学生７０円、高校生４０円、小・中学生無料 多方面にわたっていることを評価する。



- 12 -

催目的，期待する成果，学術的意義を明 団体／一般１００円、大学生４０円、高校生２０円、小・中学生無料
確にし，専門家等からの意見を聞くとと ６．入場料収入 ４７６，５００円（目標入場料収入４８１，０００円） 【より良い事業とするための意見等】
もに，入館者に対するアンケート調査を ７．展覧会の内容 今後も、フィルムセンターとしての企
実施，そのニーズや満足度を分析し，そ 本展は 「花ともぐら （1970年）や「おこんじょうるり （1982年）など手作りのアニメーション作品 画上映を続けていくことが望ましいが、、 」 」
れらを展覧会に反映させることにより， で知られる岡本忠成のユニークな世界を、実際の映画製作で用いられた造形作品の数々を通して紹介す 若年層をひきつける施策を検討すべきで
常に魅力あるものとなるよう努力する。 る 試みであり、開催に当たりエコー社と人形作家・保坂純子氏の協力を得て、300点あまりの人形やセル ある。

(1)-5 各館の連携による共同企画展，巡回 画 を展示することにより、一作ごとに全く異なる表現様式に挑むという世界的にも類例を見ないアニメ
ーシ ョン作家の魅力に迫ろうとしたものである。なお、本展にあわせ７月から８月にかけては、上映企
画「日 本アニメーション映画史 「こども映画館」で岡本忠成作品の連続上映を行うとともに、子ども向」
けにガ イドツアーの開催やセルフガイドの配布を試み、子どもたちの鑑賞機会や理解の促進にも配慮し
た。

展等の実施について検討し推進する。 ８．講演会等 なし
(1)-6 収蔵品の効果的活用，地方における ９．アンケート回収数 １２３件（母集団５，８９７件）

鑑賞機会の充実を図る観点から，全国の アンケート結果 ・良い81.3％(100件)・普通13.0％(16件)・悪い2.4％(3件)・未記入3.3％(4件)
公私立美術館等と連携協力して，地方巡
回展を実施する。 「映画女優 高峰秀子展 （併設： 展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館フィルムセンター・コレクショ」 「
なお，中期目標の期間中毎年度平均で平 ンより」展）
成１２年度の実績以上の入館者数となる １．開催期間 平成１６年９月３日～１１月２８日／同年１２月７日～２６日／
よう努める。 平成１７年１月５日～３月２７日（１６４日間）
また，公立文化施設等と連携協力して， ２．会 場 ７階展示室
収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す ３．共 催 等 協力：株式会社秋山庄太郎事務所、財団法人川喜多記念映画文化財団、財団法人土門拳記念
る。 館、 日本ドリームコンテンツ株式会社、株式会社マーランド、松下電器産業株式会社、明治

(3)入館者数については，各館で行う展覧会 製菓株 式会社、森永製菓株式会社、株式会社リュウスタジオ、池田真魚、木村尚子、田沼武
ごとに その開催目的 想定する対象層 能， ， ，
実施内容 学術的意義 良好な観覧環境 ４．出品点数 企画展「映画女優 高峰秀子展」 １５０件 （ 展覧会 映画遺産」展 １９８件）， ， ， 「
広報活動，過去の入館者数の状況等を踏 ５．入場料金 一般２００円、シニア・大学生７０円、高校生４０円、小・中学生無料
まえて目標を設定し その達成に努める ６．入場料収入 ５９４，３２０円（目標入場料収入６６１，０００円）， 。

７．展覧会の内容
本展は、高峰秀子氏の1929年の子役デビューから1979年の引退までの半世紀におよぶ国民的映画女優

の 業績を核としながら、一流の文化人たちとの交流やエッセイストとしての活躍など、しばしば映画と
いう 枠をも超えて展開されたその多彩な足どりを 150点以上に及ぶ展示品によってたどり 上映企画 映、 、 「
画 女優 高峰秀子」にあわわせて開催することで、上映作品と展示の両面からの立体的な理解や集客効果
を 狙ったものである。開催にあたっては、未公開資料を含む貴重なコレクションをひろく一般に公開す
るこ とと、商業広告から油彩画及び写真作品までを集め、多種多様な《メディア》そして《時代》の中
の《高 峰秀子像》を浮き彫りにしようとした。なお、会期中にはギャラリートークを開催して、さらな
る来館者 の理解促進も目指した。
８．講演会等 ギャラリートーク３回、参加人数計６９人、講師：田中真澄（映画史家）

１回目：平成１６年１２月１８日（土）午後１時～午後１時３０分、聴講者数：１６名
２回目：平成１７年１月２２日（土）午後１時～午後１時３０分、聴講者数：２９名
３回目：平成１７年２月１９日（土）午後１時～午後１時３０分、聴講者数：２４名

９．アンケート回収数 ７９ 件（母集団６，９９２件）
アンケート結果 ・良い77.2％(61件)・普通18.9％(15件)・悪い0％(0件)・未記入3.7％(3件)
（ギャラリートーク）
アンケート回収数 １５ 件（母集団６９件）
アンケート結果 ・良い60％(9件)・普通％33.3(5件)・悪い0％(0件)・未記入0％(0件)

（企画上映）
「キューバ映画への旅」
１．開催期間 平成１６年４月６日～平成１６年４月２５日（１８日間／３６回）
２．会 場 ２階大ホール
３．共 催 等 協力：駐日キューバ大使館、キューバ国立映画芸術産業庁（ＩＣＡＩＣ 、国際シネマ・ラ）

イブラリー
４．上映作品数 ２０作品／１５プログラム（１プログラム２～３回上映 ：延３６回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 １，８３７，７００円（目標入場料収入１，１２８，０００円）
７．企画上映の内容

日本とキューバの外交関係樹立75周年を記念し、駐日キューバ大使館などの協力を得て、ラテンアメ
リカを代表する映画大国の一つであるキューバの長篇映画12本、短篇記録映画６本およびショート・シ
ョート・アニメーション集（２プログラム）を上映し、キューバの映画文化を総合的に紹介した。

８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 １８件（母集団４，５９０件）

アンケート結果 ・良い61.1％(11件)・普通16.7％(3件)・悪い5.5％(1件)・無記入16.7％(3件)

「日本アニメーション映画史」
１．開催期間 平成１６年７月６日～平成１６年８月２９日（４８日間／９６回）
２．会 場 ２階大ホール
３．共 催 等 なし
４．上映作品数 ２３９作品／３０プログラム（１プログラム２～３回上映 ：延９６回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 ４，０８２，２００円（目標入場料収入１，６１１，０００円）
７．企画上映の内容

“漫画映画”の草創期である大正時代から、日本初の本格的な商業プロダクションである東映動画が
軌道に乗る1960年前後までに製作された多様なアニメーション作品、そして1960年代後半から活躍を始
め独自の地位を築いたアニメ作家・岡本忠成と川本喜八郎の作品、あわせて239本の国産アニメーション
映画を作家別に上映し、日本アニメ史の類まれな豊かさを示した。

８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 １９２件（母集団１０，１９１件）

アンケート結果 ・良い88.0％(169件)・普通6.3％(12件)・悪い0.0％(0件)・未記入5.7％(11件)
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「映画女優 高峰秀子」
１．開催期間 平成１６年９月３日～平成１６年１１月１９日（６７日間／１５８回）
２．会 場 ２階大ホール
３．共 催 等 なし
４．上映作品数 ８３作品／８１プログラム（１プログラム２回上映 ：延１５８回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 １３，３２７，０００円（目標入場料収入６，４４３，０００円）
７．企画上映の内容

天才子役を皮切りに少女スター、そして日本映画の黄金時代を代表する大女優へと飛躍し、日本映画
史と昭和史を共に体現した女優・高峰秀子の５０年にわたる業績を振り返り、その出演作品82本とメイ
キング作品１作品の計83作品を２部に分けて上映することで、国民的女優の全体像に迫る企画とした。

８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 １１５件（母集団３４，１８７件）

アンケート結果 ・良い67.0％(77件)・普通1.7％(2件)・悪い0.9％(1件)・未記入30.4％(35件)

「特集・逝ける映画人を偲んで２００２－２００３」
１．開催期間 平成１６年１２月７日～平成１６年１２月２６日

平成１７年１月１８日～平成１７年２月２０日（４８日間／１１４回）
２．会 場 ２階大ホール
３．共 催 等 なし
４．上映作品数 ６３作品／５７プログラム（１作品２回上映 ：延１１４回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 ７，００２，４００円（目標入場料収入４，５１０，０００円）
７．企画上映の内容

日本映画界に足跡を残し逝去した映画関係者の業績をその代表作で偲び、回顧するフィルムセンター
の 恒例企画。今回は2002～2003年の期間に亡くなった監督、俳優、技術スタッフなどを対象とし、深作
欣二、 蔵原惟繕、松田定次、清川虹子、団令子、水木洋子、笠原和夫の各氏をはじめ約70名の映画人の
携わった 63作品・57番組を上映することで、その逝去を惜しむとともに日本映画史の厚みを示した企画
である。
８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 ２８９ 件（母集団１７，７３５件）

アンケート結果 ・良い77.8％(225件)・普通13.4％(39件)・悪い2.4％(7件)・未記入6.2％(18件)

「シネマの冒険 闇と音楽 アメリカ無声映画傑作選」
１．開催期間 平成１７年１月５日～平成１７年１月１６日（１１日間／２２回）
２．会 場 ２階大ホール
３．共 催 等 なし
４．上映作品数 １５作品／１１プログラム（１作品２回上映 ：延２２回上映）
５．入場料金 一般１，０００円、高校・大学生８００円、小・中学生６００円
６．入場料収入 ２，４８３，０００円（目標入場料収入４８３，０００円）
７．企画上映の内容

「シネマの冒険 闇と音楽」は、国内外の無声映画の秀作に音楽のライブ演奏を付して上映する恒例の
企画であり、今回はアメリカ無声映画の秀作15本を選び、アメリカを代表する無声映画の伴奏ピアニス

ト、 フィリップ・カーリ氏を招聘してすべての上映に生演奏を付し、クラシックな名作に新たな魅力を
加えた。
８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 １７４件（母集団２，８５０件）

アンケート結果 ・良い87.9％(153件)・普通4.0％(7件)・悪い1.2％(2件)・未記入6.9％(12件)

「フィルムは記録する２００５：日本の文化・記録映画作家たち」
１．開催期間 平成１７年２月２２日～平成１７年３月２７日（３０日間／６０回）
２．会 場 ２階大ホール
３．共 催 等 なし
４．上映作品数 ５５作品／３０プログラム（１プログラム２回上映 ：延６０回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 ２，３７８，６００円（目標入場料収入１，７７２，０００円）
７．企画上映の内容

これまで1997年 1998年 2001年の３回の企画で日本のノンフィクション映画の系譜を追ってきた フ、 、 「
ィルムは記録する」シリーズの最終回として、1970年代以降に製作されたノンフィクションの秀作55本

を 作家別、製作会社別に上映し、社会の激しい変化、科学技術の発展、人々の生活等を、機敏に捉えた
近過 去の記録映画のインパクトを示した企画である。
８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 １５７ 件（母集団６，０５０件）

アンケート結果 ・良い77.0％（121件 ・普通10.1％（16件 ・悪い2.5％（4件 ・未記入10.0％(16件)） ） ）

（共催上映）
「アジア映画－“豊穣と多様 」”
１．開催期間 平成１６年４月２７日～平成１６年６月２７日（５４日間／１０８回）
２．会 場 東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール
３．共 催 等 共催：福岡市総合図書館
４．上映作品数 ５４作品／５４プログラム（１作品２回上映 ：延１０８回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 ４，４０３，５００円（目標入場料収入３，５４４，０００円）
７．共催上映の内容

、 （ ）アジア諸国の映画の収集・保存を大きな特色とし 2004年には国際フィルム・アーカイブ連盟 FIAF
に加盟した福岡市総合図書館との共催により、東南アジア・南アジア諸国の名作54本を上映し、各国の

豊 穣な映画文化の紹介を狙いとした企画である。うち41本は同館所蔵のフィルムである。
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８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 １８５件（母集団１０，８１２件）

アンケート結果 ・良い82.7％(153件)・普通14.6％(27件)・悪い0.5％(1件)・未記入2.2％(4件)

「第５回東京フィルメックス 特集上映 内田吐夢監督選集 映画真剣勝負」
１．開催期間 平成１６年１１月２０日～平成１６年１１月２８日（８日間／２４回）
２．会 場 東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール
３．共 催 等 共催：特定非営利活動法人東京フィルメックス実行委員会
４．上映作品数 １３作品／１３プログラム（１プログラム１～２回上映 ：延２４回上映）
５．入場料金 一般５００円、高校・大学生３００円、小・中学生１００円
６．入場料収入 １，７４２，３００円（目標入場料収入８０５，０００円）
７．共催上映の内容

第５回東京フィルメックスとの共催企画として、巨匠内田吐夢監督の代表作13本を上映する企画（う
ち １本は有楽町朝日ホールでも音楽伴奏つきで上映 。すべての作品に英語字幕を付し、初日には若手映）
画 作家によるトークイベントも行うことで、新たな観客層の掘り起こしも狙った。
８．講演会等 なし
９．アンケート回収数 ２６９ 件（母集団４，４５０件）

アンケート結果 ・良い77.7％(209件)・普通5.2％(14件)・悪い0.7％(2件)・未記入16.4％(44件)

入館者数
「造形作品でみる
岡本忠成 アニメー 4 , 0 0 0 2,800人以 2,800人未 ５，８９７人 Ａ
ションの世界」展 人 上 満

以上 4,000人未
満

「映画女優 高峰秀 5,500人 3,850人以 3,850人未 ６，９９２人 Ａ
子展」 以上 上 満

5,500人未
満

（企画上映） Ａ
「キューバ映画への 3 , 5 0 0 2,450人以 2,450人未 ４，５９０人
旅」 人 上 満

以上 3,500人未
満

「日本アニメーショ 5 , 0 0 0 3,500人以 3,500人未 １０，１９１人 Ａ
ン映画史」 人 上 満

以上 5,000人未
満

「映画女優 高峰秀 2 3 , 5 0 0 16,450人以 16,450人未 ３４，１８７人 Ａ
子」 人 上 満

以上 23,500人未
満

「特集・逝ける映画 1 9 , 0 0 0 13,300人以 13,300人未 １７，７３５人 Ｂ
人を偲んで２００２ 人 上 満
－２００３」 以上 19,000人未

満

「シネマの冒険 闇 3 , 0 0 0 2,100人以 2,100人未 ２，８５０人 Ｂ
と音楽 アメリカ無 人 上 満
声映画傑作選」 以上 3,000人未

満

「フィルムは記録す 5 , 0 0 0 3,500人以 3,500人未 ６，０５０人 Ａ
る２００５：日本の 人 上 満
文化・記録映画作家 以上 5,000人未
たち」 満

（共催上映）
「アジア映画－“豊 1 1 , 0 0 0 7,700人以 7,700人未 １０，８１２人 Ｂ
穣と多様 」 人 上 満”

以上 11,000人未
満

「第５回東京フィル 2 , 5 0 0 1,750人以 1,750人未 ４，４５０人 Ａ
メックス 特集上映 人 上 満

内田吐夢監督選集 以上 2,500人未
映画真剣勝負」 満
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優秀映画鑑賞推進事 法人による自己点検評価の結果を １．開催期間 平成１６年７月２日から平成１７年３月１４日までの間 Ａ フィルムセンターが１６年間、積み重
業 踏まえつつ，各委員の協議により， ２．会 場 福井県、徳島県、鹿児島県を除く全国４４都道府県の１６８会場 ねてきた実績をうかがうことが出来る。

評定を決定する。 ３．主 催 文化庁、東京国立近代美術館フィルムセンター プログラムも増え、スクリーンで映画を
協 力 （社）日本映画製作者連盟、全国興行生活衛生同業組合連合会 見る楽しさを伝えた功績は大きい。
そ の 他 各開催会場において協力等の団体あり

４．出品点数 ２０プログラム（各４作品、計８０作品） 【より良い事業とするための意見等】
５．入場料金 ５００円以内 フィルムの扱いについては、入念なチ
６．入場料収入 － 円 ェックをお願いしたい。なお、事業名に
７．内容 ついては、改善する余地がある。

「優秀映画鑑賞推進事業」は、文化庁とフィルムセンターが日本映画製作者連盟、全国興行環境衛生 また、広報活動の充実・多様化が望ま
同 業組合連合会などの協力のもと、全国各地の公立文化施設などと共同して、優れた日本映画の良質な3 しい。
5mm プリントを提供する巡回上映事業のプログラムである。平成１６年度の上映作品は４作品１プログラ
ム、 全２０プログラムで、親子が揃って楽しめる番組も４番組編成し、広く国民に優れた映画を鑑賞し
てもら う機会の提供を目指した。
８．アンケート回収数 １６，３８５件

アンケート結果 （有効回答13,654件［83.3％］中）
・良い92.0％（12,566件 ・普通6.4％（877件 ・悪い1.6％（211件）） ）

内訳 一般プログラム13,943件（有効回答11,445件［82.1％］中）
・良い91.4％（10,460件 ・普通6.9％（790件 ・悪い1.7％（195件）） ）

親子プログラム大人2,108件（有効回答1,884件［89.3％］中）
・良い96.5％（1,819件 ・普通2.7％（50件 ・悪い0.8％（15件）） ）

親子プログラム子供334件（有効回答325件［97.3％］中）
・良い88.3％（287件 ・普通11.4％（37件 ・悪い0.3％（1件）） ）

会場 130会場 91会場以上 91会場 １６８会場 Ａ
以上 130会場未満 未満

入館者数 66,637人 46,646人以 46,646人 ８３，９０１人 Ａ
以上 上 未満

66,637人未
満

(2)収蔵品については，その保存状況を勘案 貸与の状況 法人による自己点検評価の結果を １．貸与・特別観覧の件数 Ａ 貸与の意義を尊重し、的確に業務が実
しつつ，国内外の美術館・博物館その他 踏まえつつ，各委員の協議により， ①映画フィルム 行されている。特に外国の映画祭などへ
これに類する施設に対し，貸与等を積極 評定を決定する。 貸 与 ３９件（１１４本） の貸出の意義は大きく、広く公開するこ
的に推進する。 特別映写 ９０件（１９５本） とに貢献した。

複製利用 ３８件（８３本）
②映画資料 【より良い事業とするための意見等】

貸 与 ４件（１７１点） 協力を続けていく映画資料の貸出につ
特別観覧 ４５件（２４３点） いては、フィルムセンターの主義・主張

を要求すべきである。また、著作権問題
の解決には、専門の職員を配置すること
が必要である。

調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結果を １．調査研究 Ａ 調査研究の成果としての「ＮＦＣニュ３ 調査研究
(1)-1 調査研究が，収集・保管・修理・展 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）収蔵品の調査研究 ーズレター」は、優れた研究成果の発表

示，教育普及その他の美術館活動の推進 評定を決定する。 ・日本のニュース映画の調査研究 媒体として評価できる。また、日本に比
（ 、に寄与するものであることを踏まえ，国 （２）展覧会のための調査研究 較的資料の少ない映画 今回の場合では

内外の美術館・博物館その他これに類す ・キューバ映画に関する調査研究 キューバ、東南アジア、南アジアなど）
る施設及び研究機関とも連携等を図りつ ・東南アジア・南アジア各国映画史に関する調査研究 の調査研究は、フィルムセンター独自の
つ，次に掲げる調査研究を積極的に実施 ・日本アニメーション史に関する調査研究 ものとして評価できる。
する。 ・女優高峰秀子に関する調査研究
①収蔵品に関する調査研究 ・初期アメリカ無声映画に関する調査研究 【より良い事業とするための意見等】
②美術作品に関する調査研究 ・１９７０年代以降の日本の文化・記録映画に関する調査研究 より積極的に研究成果を発表すべきで
③収集・保管・展示に関する調査研究 ・岡本忠成のアニメーション作品に関する調査研究 ある。研究専門誌を発行する等により、
④美術史，美術動向，作者に関する調査 （３）保存・修理に関する調査研究 フィルムセンターの独自性を主張すべき
研究 ・アジア諸国の映画保存、アーカイブについての調査研究 である。また、フィルム保存のための研

⑤世界の映画作品や映画史に関する調査 ・アメリカにおける映画保存、アーカイブについての調査研究（国立公文書館、議会図書館） 究・デジタル化のための研究を充実する
研究等 ・南アジア太平洋地域における映画保存、アーカイブについての調査研究 ことが望まれる。

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これ ・デジタル技術を用いた映画フィルムの修復に関する調査研究
に類する施設の職員を，客員研究員等の ・ナイトレート・フィルムの保存と修復に関する調査研究
制度を活用し招聘し，研究交流を積極的 ・１９２０年代ドイツ映画の保存と修復に関する調査研究（ドイツ・ミュンヘン映画博物館）
に推進する。 （４）研究活動の活用等

(2)調査研究の成果については，展覧会，美 当センターの調査研究の成果は、隔月で発行している「ＮＦＣニューズレター」に掲載した。ＮＦ
術作品の収集等の美術館業務に確実に反 Ｃ ニューズレターは、大学等の研究機関、図書館等の団体と映画研究者や評論家等の約７００件に配
映させるとともに 研究紀要 学術雑誌 布し、 研究者等の参考に資している。， ， ，
学会及びインターネットを活用して広く （５）特別映写等による外部への研究協力
情報を発信し，美術館に関連する研究の 大学等の映画に関する研究・教育等及び映画製作等のための調査への協力の一つとして特別映写の
振興に供する。また，各種セミナー・シ 機 会を提供している。この制度を活用して、平成１６年度は前年度に引き続き、東京藝術大学の映像
ンポジウムを開催する。 ・舞 台芸術実験授業、およびＮＰＯ法人映画美学校が主催する映画上映専門家養成講座の上映講義へ

の協力 を継続するとともに、新たに６月から明治学院大学文学部芸術学科の授業に対し、定期的な協
力を行っ た。また、東京大学、早稲田大学、成城大学、東京造形大学、京都大学、京都造形芸術大学
などの映画 研究者にも、論文執筆や研究発表の一助として、特別映写の機会を提供した。その他、映

、 、 、 、像三団体連絡 会 協同組合日本映画撮影監督協会 社団法人シナリオ作家協会 日本映画ペンクラブ
社団法人映像 文化製作者連盟、ＮＰＯ法人日本映画映像文化振興センター等映画関連団体の研修への
協力や、関東大 震災や横山大観等に関する映画・映像作品の製作に際し、映画・テレビ製作会社等へ
の協力を行った。
２．客員研究員等の招聘実績（年度計画記載人数：３人）
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（１）所蔵映画フィルムの総合的なデータ分析とカタログ及び目録作成
客員研究員氏名：北小路隆志（千葉大学非常勤講師、他）
研究内容：戦前期の所蔵日本ニュース映画の目録作成のために、各プリント内容の調査研究、データ

の 集積及び必要に応じて不足分データの補充と、データベースとして全体の統一を図るた
めの 調査研究。
（２）展示企画に関わる資料の調査

客員研究員氏名：田中眞澄（映画史家）
研究内容：展示企画「映画女優 高峰秀子展」および次年度実施予定の展示企画の開催のため、映画史

・近代文化史に関わる資料の調査・分析および企画立案に関連する研究。
（３）外国映画に関する事業等の企画の共同研究

客員研究員氏名：溝口彰子（フリー翻訳者）
研究内容：平成１６年度以降に実施を検討している上映事業にかかわる調査、及び国際フィルム・ア

ー カイブ連盟（ＦＩＡＦ）加盟の同種機関との映画史的、アーカイブ的な事例に関する調
査等。

客員研究員招聘人数 3人 2人以上 2人 ３人 Ａ
以上 3人未満 未満

美術館に関する情報の 法人による自己点検評価の結果を １．資料の収集及び公開 Ａ 着実に進展しており、特に閲覧業務の４ 教育普及
(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基 収集及び・公開の状況 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）件 数 ２，０２４件 土曜日開室及び開室時間の変更は、迅速

礎資料及び国内外の美術館・博物館に関 評定を決定する。 （２）公開場所 フィルムセンター図書室（４階） な対応でとても良い。また、新時代にう
する情報及び資料について広く収集し， （３）公開日数 ２２８日間 まく対応した「ＮＦＣメールマガジン」
蓄積を図るとともに，レファレンス機能 （４）公開件数等 の読者増加も評価でき、データベース関
の充実を図る。 ①利用者数 ３，１２０人 係も、望ましい進み方である。

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する ②公開資料数 ２４，４０１件
資料の情報について，長く後世に記録を ③閉架利用件数 １，０２３件 【より良い事業とするための意見等】
残すために，デジタル化を推進する。 ④複写利用数 １，１８２件（１５，０２９枚） フィルムセンター関連の刊行物・蔵書

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化す ２．広報活動の状況 も国立美術館のＡＬＣ（美術図書館横断
るとともに，資料室等の整備・充実を図 （１）刊行物による広報活動 検索）に収録されているが、利用者にと
る。 ①ＮＦＣニューズレター 偶数月発行 発行回数６回 発行部数６冊 年度計画記載発行回数６回 って使いにくいと思われることから、文（ ， ）（ ）

(5)-1 収集 保管 修理 展示 教育普及 ②カレンダー（上映会予定表） 企画番組毎１回発行（発行回数６回） 献検索データベースの工夫が望まれる。， ， ， ， ，
調査研究その他の事業について，要覧， ③その他 優秀映画鑑賞推進事業鑑賞の手引き、展覧会出品リスト、展示チラシ等 また、中期的には、蔵書やアーカイヴ
年報，展覧会図録，研究論文，調査報告 （２）インターネットを用いた広報 資料を整備し、公衆の利用サービスに供
書等の刊行物，ホームページ，またはマ 平成１６年度は、前年度に創刊したフィルムセンターの上映・展示企画や刊行物などの最新 することを検討すべきである。
スメディアを利用して広く国民に積極的 情報を電子メールで提供する「ＮＦＣメールマガジン」の購読者が1,700名を超えた。
に広報活動を展開するとともに，国立美 ３．所蔵作品のデジタル化
術館への理解の促進を図る。 （１）所蔵映画フィルムについてのデータベース構築のための文字情報のデジタル化を実施。

また，その内容について充実を図るよ ①平成１６年度にデジタル化したデータ件数 ７，９４２件
う努力するとともに，４館共同による広 ②平成１６年度末収蔵作品数 ４４，４５０件
報体制の在り方について検討を行う。 ③平成１６年度末デジタル化作品数 ４４，４５０件

(5)-2 国内外に広く情報を提供することが （２）所蔵映画関係資料についてのデータベース構築のための文字情報のデジタル化を実施。
できるホームページについては，教育普 ①平成１６年度にデジタル化したデータ件数 １６，６２１件（ＩＤ付与の作業分を除く）
及など多様な活用ができるようコンテン ②平成１６年度末収蔵資料数 約８６，６３７件（スチル写真及びポスター、撮影台本）
ツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平 ③平成１６年度末デジタル化資料数 ７０，５０７件
均で平成１２年度のアクセス件数以上と
なるよう努力する。 出版件数

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につ
いて，美術情報システム等により広く積 ニューズレター ６回 ４回 以上 ４回 ６回 Ａ
極的に公開するとともに，その利用方法 以上 ６ 回未 未満
について検討する。また，デジタル情報 満
の有料提供についての方策を検討する。

(2)新学習指導要領，完全学校週５日制の実 講座・講習会等の実施 法人による自己点検評価の結果を １．児童生徒を対象とした事業 Ａ 充実した講演会が実施された 特に デ。 「
施等を踏まえ，学校，社会教育関係団体 状況 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）小・中・高校生を対象とした「こども映画館」の実施 ジタル復元の現在」は、映画関係者でも
と連携協力しながら，児童生徒を対象と 評定を決定する。 １２日（１２回） デジタルをよく理解できていない面があ
した美術品解説資料等の刊行物の作成， 参加者数 ７１９人 り、良い企画であった。
講座，ワークショップ等を実施すること （２）相模原分館における児童生徒を対象とした上映会
により，美術作品等への理解の促進，学 実施回数 ２回
習意欲の向上等を促し，心の教育に寄与 参加者数 ２１６人
するような教育普及事業を推進する。 ２．講演会等の事業

また，児童生徒を対象とした事業につ 講演会 １回 １０６人
いて，中期目標の期間中毎年度平均で平 ギャラリートーク ３回 計６９人
成１２年度の実績以上の参加者数の確保
に努める。

(3)美術作品に関し，その理解を深めるよう こども映画館 12日 8日以上 8日 １２日 Ａ
な講演会，講座，スライドトーク及びギ 以上 12日未満 未満
ャラリートーク等を実施する等，生涯学
習の推進に寄与する事業を行う。
それらの事業について，中期目標の期間 相模原分館上映 5回 4回以上 4回 ２回 Ｃ
中毎年度平均で平成１２年度の実績以上 以上 5回未満 未満
の参加者数の確保に努める。
また，その参加者に対しアンケートを行 講演会等 1回 1回以上 1回未満 １回 Ａ
い，回答数の８０％以上から，その事業 1回未満
が有意義であったと回答されるよう内容
について検討し，さらに充実を図る。

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とし 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の結果を １．人材養成 Ａ 映画製作専門家養成講座については着
た研修プログラムについて検討，実施す 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）映画製作専門家養成講座 実に実施され、映画人の底辺拡大に寄与
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る。 評定を決定する。 ①研修期間 ４日間 しているため、高く評価できる。講師と
(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職 ②開催場所 地下１階小ホール して、現場関係者を登用していることが

員（キューレーター）の資質を向上し， ③参加者数 ８６人（内修了者数４８人） 良い結果となっている。
専門性を高めるための研修を実施し，人 ④事業内容
材養成を推進する。 日本映画の優れた伝統を継承するとともに将来の映画人を育成することを目的として平成９年

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の 度 より開講し今回で第８回目。今回は前回に続き、日本大学芸術学部の教授で、現役の映画編集
企画に対する援助・助言を推進する。 者と しても活躍中の宮澤誠一氏をコーディネーターとして迎え、各日のゲスト講師として招かれ

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する た撮影 監督とともに「撮影技術－伝承のかたち２」というテーマで講義を実施した。今回の講座
研修会への協力・支援を行うとともに， で招かれ た講師は、現在最前線で活躍している中でもベテランに属するキャメラマンばかりであ
情報交換，人的ネットワークの形成に努 り、それぞ れの担当作品を通じて、技術の伝承が具体的に語られた。
める。 ２．大学等との連携

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し （１）博物館実習生の受け入れ，
ボランティア等と連携協力して展覧会で ①受入期間 平成１６年７月２７日～７月３１日（５日間）
の解説など国立美術館が提供するサービ ②参加者数 １６人
スの充実を図る。

(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の結果を １．企業等との連携 Ｂ 本年度の特質は、外部との連携を進め
がより充実するよう今後の渉外活動の方 踏 （１）共催上映の実施 たことである。アジア・フォーカスで知
針について検討を行う。 まえつつ，各委員の協議により，評 ・ 内田吐夢監督選集 （ＮＰＯ法人東京フィルメックス実行委員会） られる福岡との連携「アジア映画－豊穣「 」

定 （２ 「こども映画館」を実施するに当たり、昨年に引き続いて企業（株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ）の協力によ と多様」及び東京フィルメックスとの共）
を決定する。 り記念品の提供を行った。 催「内田吐夢監督選集」は、フィルムセ

（３）講演会等の実施 ンターの守備範囲を広げたとともに、外
・ デジタル復元の現在 （社団法人日本映画テレビ技術協会） 部への広報ともなった。「 」

【より良い事業とするための意見等】
個人や企業等から寄附や協賛金等を得

るための渉外活動をより積極的に行う必
要がある。

その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の結果を １．高齢者・身体障害者のための施設整備等 １階ロビーをレストランから休憩所に７．その他の入館者サービス Ａ
(1)-1 高齢者，身体障害者等の利用にも配 ス 踏まえつつ，各委員の協議により， ① 障害者トイレ １個所（１階１個所） 変更したのは、評価できる。また１階壁

慮した快適な観覧環境を提供するため， の状況 評定を決定する。 ② 障害者エレベータ ２基 の展示も、映画の殿堂らしくしたことも
各館の方針に従って展示方法，表示，動 ③ 段差解消（スロープ） １個所（正面玄関） 良い。一方で１階の休憩所には、自動販
線，施設設備の工夫，整備に努める。 ④ 貸出用車椅子 ２台（１階） 売機を置くことが望ましい。

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため， ⑤ 自動ドア １箇所（正面玄関）
観覧環境の整備プログラム等を策定し， ⑥ 大ホールの男子・女子トイレへの階段壁面に手摺りを設置した。 【より良い事業とするための意見等】
計画的な整備を行う。 ⑦ 展示室内の映像モニター鑑賞用に椅子を配置 専門家にはフィルムセンターの業務が

(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査 ⑧「映画の広場」の椅子を増やし、上映ホールの開場前に並ぶ入館者の至便を図った。 充分認知されているが、一般には知られ
及び専門家からの批評聴取等を定期的に ２．観覧環境の充実 ていないので、所在地やアクセスについ
実施し，調査結果を展示等に反映させる ７階展示室での映像モニターの導入により、わかりやすい展示環境を整備した。 て積極的に広報すべきである。
とともに，必要なサービスの向上に努め ３．夜間開館等の実施状況 なお、１階をより洗練された空間とす
る。 （１）上映開始時間の変更等 べきである。

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも 引き続き、平日夜の回の上映開始時間を３０分繰り下げ、午後７時からとした。
に，見やすさにも配慮する。また，音声 （２）入場者料金の取り組み
ガイド等を活用した情報提供を積極的に ア．小・中学生の入場料の低廉化の一環として、展示室の小・中学生料金を無料とした。
推進し，入者に対するサービスの向上を イ．展示室の学生料金を大学生料金と高校生料金に分け、高校生料金を下げることにより、料金を低廉
図る。 化。

(2)入館者のニーズを把握，分析し，夜間開 ウ．６５歳以上の入館者に対する観覧料金は学生料金を適用。
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生 エ．上映会観覧当日に限り、展示室観覧料は団体料金を適用。
の入場料の低廉化など，入館者へのサー （３）その他の入館者サービス
ビスを心がけた柔軟な美術館展示活動等 ア．館内での案内情報の充実
を行い，気軽に利用でき，親しまれる美 ・１階受付カウンターで館内の案内情報を提供。
術館となるよう努力する。 ・１階、２階、４階及び７階の来館者が利用できるフロアにパンフレット台を設置し、上映プログラ

(3)ミュージアムショップやレストラン等の ム や展覧会等のチラシを配布。
施設を充実させるなど，入館者にとって イ．休憩スペースの充実
快適な空間となるよう館内環境を工夫す １階エントランスロビーへ移動した「映画の広場」を来館者の休憩場所とした。
る。 ４．一般入館者等の要望の反映

開場前に並んでいる入場者の便宜を図るため、２階エレベータホールへ１８席の椅子及び上映会場入
口 へ通じる階段部の踊り場へ椅子を設置した。
５．レストラン・ミュージアムショップの充実

、 。 、１階にあったレストランから撤退の意向があり 前年度末に閉店した フィルムセンターの観覧者は
一つの企画上映をほぼ全作品にわたって鑑賞するリピーターが多く、金額面からほとんどレストランを

使 用していない状況でもあり、また近隣にコンビニエンスストアやレストランが多く、入館者に対して
のサ ービス低下を招かないとの結論により、新たな出店業者の募集を行わないこととした。

フィルムセンターでは、施設規模の面からミュージアムショップ等のスペース確保が難しいが、会場
入 口の受付において出版物等の委託販売を行い、来館者へのサービスに努めた。

展示企画「造形作品でみる岡本忠成アニメーションの世界」に合わせて、フィルムセンター初めての
グ ッズ「岡本忠成フィルムしおり」を作成し、販売した。

【京都国立近代美術館】
Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

、 、 、１ 職員の意識改革を図るとともに，収蔵 効率化の状況 法人による自己点検評価の結果を １．業務の一元化 Ａ 省エネルギー 施設の有効利用 ＯＡ化
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品の安全性の確保及び入館者へのサービ 踏まえつつ，各委員の協議により， 平成１３年度から実施したものに加え、情報公開制度の共通的な事務を一元化した。 一般競争入札など業務運営の効率化が着実
スの向上を考慮しつつ，運営費交付金を 評定を決定する。 ２．省エネルギー等（リサイクル） に進捗した。また、監視業務の外部委託、
充当して行う事業については，国におい （１）光熱水量 官用車の売却など、効率化及び経費節減
て実施されている行政コストの効率化を 引き続き通知文書の発信、節水・節電の励行等、職員に対し省エネルギーの啓蒙を行っ の両面から適切であった。

。 、 、 。 、踏まえ，業務の効率化を進め，中期目標 た 平成１５年度と比較すると 電気・ガス使用量は節約し得たが 水道使用量は増加した これは
の期間中，毎事業年度につき新規に追加さ 夏季において気温が平年を上回る猛暑のため、庭樹に散水を行ったことが主な要因である。しかし水 【より良い事業とするための意見等】
れる業務，拡充業務分等を除き１％の業 道料金は、今年度より空調設備（クーリングタワー）からの蒸発水量について汚水排出量の減量認定 諸設備の経年劣化に対する対応が必要
務の効率化を図る。 の摘要を受けたため、下水道料金が認定水量1,838 m 、金額416,208円削減できた。結果、水道料使 である。３

具体的には，下記の措置を講ずる。 用量は増加したが、使用料は減少した。
(1)各美術館の共通的な事務の一元化によ なお、光熱水料全体の金額比は３.９％減少している。

る業務の効率化 ア．電気 使用量 1,206,567kwh（前年度比 97.13％）
(2)省エネルギー，廃棄物減量化，リサイ 料金 21,914,447円（前年度比 97.75％）

クルの推進，ペーパーレス化の推進 イ．水道 使用量 7,538 m （前年度比 107.17％）３

(3)講堂・セミナー室等を積極的に活用す 料金 2,939,283円（前年度比 94.79％）
るなど施設の有効利用の推進 ウ. ガス 使用量 112,262 m （前年度比 89.66％）３

(4)外部委託の推進 料金 5,470,341円（前年度比 90.69％）
(5)事務のＯＡ化の推進 （２）棄物処理量
(6)連絡システムの構築等による事務の効 一般廃棄物量の減少について、展覧会のディスプレイ製作の際、使用する資材の使用量を抑制し、

率化 これに伴い発生する廃棄物量も抑制した。館内ＬＡＮによる通知文書の発信及びサーバー保存
(7)積極的な一般競争入札を導入 文書の共通利用、会議資料他の両面コピー等により更なるペーパーレス化を推進した。

２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方 産業廃棄物量の減少について、１４年度及び１５年度の館内清掃・整理作業の際、大量に大型ごみ等
ついて適宜，検討を行いつつ，年１回程 を処分したため、今年度は廃棄物がわずかしか発生しなかったので、処分しなかったためである。
度事業評価を実施し，その結果は組織， ア．一般廃棄物 18,2 90Kg （前年度 ０％）
事務 事業等の改善に反映させる また 料金 ０円 （前年度比 ０％）， 。 ，
研修等を通じて職員の理解促進，意識や イ．産業廃棄物 ０Kg （前年度比 ０％）
取り組みの改善を図っていく。 料金 ０円 （前年度比 ０％）

３．施設の有効利用
展覧会のイベントとして講演会やシンポジウムを行い、他に団体鑑賞申込時に展覧会解説の申し出

があれば、可能な限り、解説を行った。また、博物館実習、中学生のチャレンジ体験にも使用した。
これらの内、施設使用許可書の発行と使用料の徴収を行って、各種団体に対し講堂・会議室等の使
用を許可した。

講堂等の利用率 ２３％ （８４日／３６６日）
４．外部委託

従来の業務のほか新たに、看視業務につき一般競争入札を導入し、外部委託を実施した。
１．電気・機械設備運転管理業務 ３．機械警備業務 ５．レストラン運営業務
２．清掃業務 ４．収入金等集配金業務 ６．ミュージアムショップ運営業務
７．看視業務

５．ＯＡ化
館内ＬＡＮの整備状況

全館内に整備されており、各職員（含非常勤職員）が１台ずつパソコンを使用できる環
境にある。館内ＬＡＮにより、サーバー内に設けられている各係毎の共有文書ファイル
が利用でき、また、電子メールにより事務連絡を行っている。

６．一般競争入札 一般競争入札件数 １０件（総契約件数 ４２件）
本来，美術館は所蔵作品を多数保有しているという点，また，観覧者サービスという点から，一般競

争入札は相応しくないが，経費節減に鑑み，平成１５年度に引き続き清掃業務，電気・機械設備運転管
理業務他について一般競争入札を行っている。

効率化の達成率 1.5％ 1.0％以上 1.0％ 1.813％ Ａ
以上 1.5％未満 未満 効率化係数計算式 （A－B）÷A

（640,159,596－628,551,601）÷640,159,596＝0.01813
A： 16年度予算額－16年度特殊要因額－次年度債務繰越額＋前年度債務繰越額）÷0.99（
（633,758,000－0－0＋0）÷0.99＝640,159,596

B：16年度決算額－16年度特殊要因決算額
629,401,601－850,000＝628,551,601

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段 階Ａ Ｂ Ｃ 的 定性的評定

評定

１．購入 ４７件 Ａ 研究員の継続的な調査と展覧会活動な１ 収集・保管
(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた 美術作品の（購入・寄 法人による自己点検評価の結果を ２．寄贈 ２８９件 どによって購入、寄贈、寄託が進められ

収蔵品の蓄積を図る観点から，次に掲げ 贈・寄託）の状況 踏まえつつ，各委員の協議により， ３．寄託 １６１件 ていること、また、藤田嗣治《タピスト
る各館の収集方針に沿って，外部有識者 評定を決定する。 ４．特記事項 リーの裸婦》を取得するに際しての法人

。の意見等を踏まえ，適時適切な購入を図 本年度は当初の計画の他に緊急を要する作品の購入があったため、国立国際美術館と平成１６、１７ 内部の柔軟な購入費の使い方を評価する
る。また，そのための情報収集を行う。 年の購入計画について話し合いを行い、今年度については国立国際美術館の作品購入費のうち１億円を

（ 当館で使用することとし、事前に理事会の承認を得て増額配分を受け藤田嗣治の最も油ののりきった時 【より良い事業とするための意見等】京都国立近代美術館）
近代美術史における重要な作品など近 代の代表作≪タピストリーの裸婦≫を購入した。 他館と協議のうえ、彫刻や立体作品の

・現代の美術・工芸・写真・デザイン作 当初の計画に従って購入した作品は、工芸では石黒宗廣、タカエズ・トシコらの陶芸、冨田幸七の漆 収集にも配慮することが望まれる。計画
品等を収集する。その際，京都を中心と 芸などを購入し欠をうめることができた。本年度の展覧会に出品を予定していた八木一夫の≪思案の中 に沿った購入が可能となるための予算措
する関西ないし西日本に重点を置き，地 で≫など６点を購入し、所蔵品として展覧会に出品することができた。日本画では竹内栖鳳の最晩年の 置が必要である。
域性に立脚した収蔵品の充実にも配慮す 代表作≪春雪≫を購入したほか、国画創作協会の榊原紫峰や徳力富・郎、村上華岳の作品を購入し、華
る。 岳については１７年度当初に予定している村上華岳展への出品を予定している。また、戦後作品として

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランス はパンリアルの大野俶嵩の作品を計画的に購入をすすめた。洋画については藤田嗣治のほかに明治期京
の観点から欠けている部分を中心に，寄 都を代表する水彩画家田中善之助の作品、また戦後の洋画界を代表する松谷武利、浅野弥衛の作品を購
贈・寄託品の受け入れを推進するととも 入した。
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に，その積極的活用を図る。 このほか、写真家東松照明の作品１３点をまとめて購入するとともに７７点の寄贈を受け、あわせて
９０点のまとまったコレクションとすることができた。また、ユージン・スミスの写真作品も計画的に
購入をすすめた。

長谷川潔の初期の木版画の版木及び銅版画原版３７点及び銅版画用道具等を遺族からまとめて寄贈を
受け、長谷川芸術の研究にとって重要な資料を収蔵することができた。清水卯一の陶芸１０点、並河靖
之の七宝２点、杉本健吉の油彩、素描等１７点、三尾公三の油彩画２点、堀内正和の版画５点、横尾忠
則のポスター３０点のほか、明治から大正期に京都で活動した日本画家千種掃雲宛の書簡等９４点、戦
後関西で美術記者として作家と交流があった塚本樹宛の書簡等７２点の寄贈を受け、作品資料にわたる
所蔵品の欠を補うことができた。

寄託作品として、新たに１８件１６１点が加わり、カッサンドルのポスター、ウィリアム・ウェッグ
マンの写真、橋本関雪、横山大観、徳岡神泉らの日本画、長谷川三郎、梅原龍三郎の洋画のほか、神坂
雪佳展を契機として雪佳の日本画及び雪佳図案の工芸等約７０点をまとめて受託し、所蔵品の欠を補う
ことができた。

東松照明、長谷川潔のこのような寄贈があったのは美術館と作家あるいはその遺族との連絡を密にし
ていることに起因している。

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作 保管の状況 法人による自己点検評価の結果を １．温湿度 Ａ 制約のある状況ながら、的確な努力を
品を永く後世へ伝えるとともに，展示等 踏まえつつ，各委員の協議により， （１）展覧会場 重ねている。なお、今後の展開を長期的
の美術館活動の充実を図る観点から，収 評定を決定する。 空調実施時間 ９：００～１７：００ に考えるべき時期である。
蔵品を適切な環境で管理・保存する。ま 温度 冬季２２±１℃ 夏季２５±１℃
た，保存体制の整備・充実を図る。 湿度 冬季５７±２％ 夏季５３±２％ 【より良い事業とするための意見等】

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努め ＊展覧会により設定は異なる。 収蔵スペースの確保を講ずる必要があ
るとともに，展示作品の防災対策の推進 ＊入館者が入ったときの温湿度管理について る。また、保存科学または修復の専門職
・充実を図る。 ＊１日４回温度と湿度を測定している。 員の配置が望まれる。

＊２４時間空調を行わない理由
建物の設計上外気の影響を受けにくい構造であるため，閉館後空調を行う必要がない。

（２）収蔵庫（24時間空調は行っていない）
空調実施時間 ９：００～１７：００
温度 冬季２１±１℃ 夏季２３±１℃
湿度 ５０％（ただし，日本画・染織・漆芸は５７±２％）
＊２４時間空調を行わない理由

建物の設計上外気の影響を受けにくい構造であるため，閉館後空調を行う必要がない。
２．照明作品を劣化させる紫外線を含まない蛍光灯などの照明を使用している。
３．空気汚染

年２回ばい煙測定を行うことにより大気汚染物質を排出しないよう監視している。
また，燻蒸は実施していない。

． 。 。４ 防災 管理室・機械室において自動火災報知器により管理している 時間外は機械警備により管理
５．防犯 時間中は衛視による巡回警備を行い，時間外は機械警備により管理している。
６．特記事項

保存カルテ作成件数は２５８件である。
収蔵品の保存及び管理環境の維持充実を図るため美術品の種類，保管場所等の違いにより，温湿度や照

， ， 。明 等を適正に管理し 作品の劣化を最小限にとどめるよう努力しており 損傷もなく現在に至っている
展 覧会場や収蔵庫は２４時間空調を行っていないが，これは建物の設計上外気の影響を受けにくい構造
であ るためで，閉館後空調を止めても作品保存の上で影響はない。むしろ現実に即した省エネ型の保存
対応と 考えている。なお，平成１５年度からは当館所蔵品による全国的巡回展を開始し，当年度は日本
画作品を 巡回したため，日本画作品を点検する好機となった。また、国立美術館巡回展の担当館として
当館所蔵品

を中心に洋画の巡回展を行い、洋画作品を点検する機会ともなった。

(3)-1 修理，保存処理を要する収蔵品等に 修理の状況 法人による自己点検評価の結果を １．日本画 １６件 洋画 １件 版画 １０件 Ａ 少ない要員のもとで適切に対処してい
ついては，保存科学の専門家等との連携 踏まえつつ，各委員の協議により， 緊急に修復を必要とする収蔵品のうち，緊急性の高いものから各分野毎に計画的に修復を行った。 る。
の下，修理，保存処理計画をたて，各館 評定を決定する。 ２．その他
の修理施設等において以下のとおり実施 修理報告書は各作品について作成しているが，データベース化については引き続き検討中である。 【より良い事業とするための意見等】
する。 ３．特記事項 保存科学または修復の専門職員の配置
①緊急に修理を必要とする収蔵品のうち 収蔵時に修理を必要とするものであっても、そのために格安で購入したり、あるいは寄贈を受けるこ が望まれる。，
緊急性の高いものから各分野ごとに計 とで、タイミングを逃さず収蔵することに積極的に取り組んでいる。そのため収蔵後数年を経て修理す また、修理報告書のデータベース化が
画的に修理を実施。 る場合もあるが、各年度当初において、中・長期的にみて緊急を要するもの（傷み具合、早期展示の必 望まれる。
②伝統的な修理技術とともに科学的な保 要性等）から順に修理を行うべく計画性をもって対応している。今回は平成１６年度に寄贈を受けた伊
存技術を取り入れて実施。 藤仁三郎及び上坂雅人の作品を集中的に修理し、近く常設展のテーマ展示としてその成果を公開する予

(3)-2 国内外の美術館等の修理，保存処理 定である。
の充実に寄与する。 なお、修理業者に対しては、修理の方法について美術史的な観点から指導するとともに、鑑

賞的な観点から表具や額装についても指導を行っている。

展覧会の状況 法人による自己点検評価の結果を １．常設展 （展示替 １８回） Ａ 京都という地域性に即し、常設展では２ 公衆への観覧
(1)-1 国民のニーズ，学術的動向等を踏ま 踏まえつつ，各委員の協議により， ２．特別展・共催展 １０回 コレクションの魅力の紹介に努め、企画

え，各館において魅力ある質の高い常設 評定を決定する。 ①「東松照明の写真１９７２－２００２」 展では多様なジャンルを取り上げている
展・企画展や企画上映を実施する。 ②「 彫刻家 堀内正和の世界展」 点を評価する。館独自の全国巡回展も評価「

(1)-2 常設展においては，国立美術館の各 ③「ＣＯＬＯＲＳ ファッションと色彩－ＶＩＫＴＯＲ＆ＲＯＬＦ＆ＫＣＩ」 する。今後より一層の努力を期待する。
館の特色を十分に発揮したものとすると ④「近代日本画壇の巨匠 横山大観展」
ともに，最新の研究結果を基に，美術に ⑤「ブラジル：ボディ・ノスタルジア」 【より良い事業とするための意見等】
関する理解の促進に寄与する展示を実施 ⑥「没後２５年 八木一夫展」 企画展では財政的制約もあるが、より
する。 ⑦「ジャパニーズ・モダン－剣持勇とその世界―」 一層魅力的な展示方法を期待する。

(1)-3 企画展等においては，積年の研究成 ⑧「痕跡－戦後美術における身体と思考」 また、入館者数にとらわれない独自の方
果の発表や時機に合わせた展示を企画し ⑨「草間彌生展－永遠の現在」 針をより積極的に打ち出すことが望まれ，
学術水準の向上に寄与するとともに，国 ⑩「京都国立近代美術館所蔵－川勝コレクションの名品 河井寬次郎展」 る。
民のニーズに対応した展示を実施する。 ３．入館者数 ３９４，９６３人（目標入場者数３０７,０００人）
企画展等の開催回数は概ね以下のとおり ４．国立美術館巡回展 ２回 ６，２６７人
とする。なお，実施にあたっては，国内 京都国立近代美術館巡回展 ４回 ５２，４０８人
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外の美術館及びその他の関連施設と連携
を図るとともに，国際文化交流の推進に 常設展 １．開会期間 ３０６日間（所蔵品展のみの開催期間４４日間） Ａ 特別展と連動させる試みを評価する。

「 」配慮する。 ２．会 場 ４階常設展場 展示名称を コレクション・ギャラリー
３．出品点数 延 ２，６４５件 に改め、展示替えを数多くする一方、テ（東京国立近代美術館）

本 館 年３～５回程度 ４．入場料金 一般４２０円（２１０円 ，大学生１３０円（７０円 ，高校生７０円（４０円 ， ーマ展示も意欲的に行ってコレクション） ） ）
工芸館 年２～３回程度 中学生以下無料 ※（ ）内は団体 の魅力を知らしめる努力は評価する。し
フィルムセンター 年５～６番組程度 ５．入場料収入（常設展のみの入場料収入の合計 ２，０４４，８６６円） かしながら、全体的にみて、展示作品に

（目標入場料収入 ８，０２８，０００円） 魅力が乏しい。（京都国立近代美術館）
年６～７回程度 ６．アンケート回収数 １，９１９件

アンケート結果 ・良い ３７.１％（712件 ・普通 ３１.５％（604件 ・悪い ３.１％（60件） 【より良い事業とするための意見等】（国立西洋美術館） ） ）
年３回程度 ・無記入 ２８.３％（543件) 常設展示室の壁面のピン跡処理、清潔

感など、よりきめ細かい維持体制が望ま（国立国際美術館）
年５～６回程度 れる。また、展示デザインを工夫すべき

(1)-4 展覧会を開催するにあたっては，開 である。
催目的，期待する成果，学術的意義を明 入館者数 132 , 0 0 0 92,400人以 9 2 , 4 0 0 １５０，４６３人 Ａ
確にし，専門家等からの意見を聞くとと 人 上 人
もに，入館者に対するアンケート調査を 以上 132,000人未 未満
実施，そのニーズや満足度を分析し，そ 満
れらを展覧会に反映させることにより，
常に魅力あるものとなるよう努力する。 特別展 法人による自己点検評価の結果を 「東松照明の写真１９７２－２００２」展（※平成１５年度事業として評価済） Ａ 写真、彫刻、ファッション、日本画、

(1)-5 各館の連携による共同企画展，巡回 踏まえつつ，各委員の協議により， １．開会期間 ①平成１５年４月８日（火）～平成１５年５月５日（月 （２５日間） 前衛的な陶芸、デザイン、現代美術など）
展等の実施について検討し推進する。 評定を決定する。 ②平成１５年６月２４日（火）～平成１５年７月２７日（日 （３０日間） 多様なジャンルの注目すべき企画を次々）

(1)-6 収蔵品の効果的活用，地方における ③平成１５年７月２９日（火）～平成１５年８月３１日（日 （３０日間） に実施したことを評価できる。）
鑑賞機会の充実を図る観点から，全国の ④平成１５年１０月１５日（水）～平成１５年１１月２４日（月 （３６日間））
公私立美術館等と連携協力して，地方巡 ⑤平成１５年１２月２３日（火）～平成１６年２月８日（日 （３３日間） 【より良い事業とするための意見等】）
回展を実施する。 ⑥平成１６年３月９日（火）～平成１６年４月４日（日 （２４日間） 企画の内容が必ずしもそのまま展覧会）
なお，中期目標の期間中毎年度平均で平 （平成１６年度内は平成１６年４月１日（木）～平成１６年４月４日（日 （４日間 ） の魅力になっていないところもあり、広） ）
成１２年度の実績以上の入館者数となる ２．会 場 京都国立近代美術館４階常設展場 報やアピール戦略を工夫すべきである。

３．主 催 京都国立近代美術館 また、全体として、はつらつとした雰囲
４．出品点数 全３０５件 （①36、②50、③50、④75、⑤36、⑥58） 気が感じられない傾向があり、ディスプ
５．入場料金 一般４２０円(２１０円)／大学生１３０円(７０円)・高校生７０円(４０円) レイ・デザインなどに一層努力すべきで

／中学生以下無料※( )内団体 ある。また、芸術に理解のある市民を増
、 。６．入場料収入 ０円（目標入場料収入 ０円） やすためには 一層の工夫が必要である

７．展覧会の内容 その他、キャプションの作品説明を増
よう努める。 １９５０年代から現代まで、日本写真界の最前線で活躍を続けている東松照明の業績を全６回のシリ やすべきである。

また 公立文化施設等と連携協力して ーズで紹介する。， ，
収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す ８．講演会等 １ 回 参加人数 ６２人（１５年度中に開催）
る。 ９．アンケート調査

(3)入館者数については，各館で行う展覧 ①調査期間 平成１５年１０月１５日（土）～４月４日（日 （ ９３日間））
会ごとに，その開催目的，想定する対象 ②調査方法 館内２箇所にアンケート箱を設置
層，実施内容，学術的意義，良好な観覧 ③アンケート回収数 ３６９件
環境，広報活動，過去の入館者数の状況 ④アンケート結果 ・良い ２８.５％(105件) ・普通 ３６.０％(133件)
等を踏まえて目標を設定し，その達成に ・悪い ４.６％(17件) ・無記入 ３０.９％(114件)
努める。

「彫刻家 堀内正和の世界展」
１．開会期間 平成１６年３月１３日（土）～４月１８日（日 （ ３２日間：平成１６年度は１６日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場
３．主 催 京都国立近代美術館

協 力 京阪電鉄
４．出品点数 ８０件
５．入場料金 一般８３０円(７００円・５６０円)／大学生４５０円(３５０円・２５０円)・高校生２５０

円(２００円・１３０円)／中学生以下無料 ※( )内前売り・団体
６．入場料収入 １，５７５，０００円（目標入場料収入 ２，９２０，０００円）
７．展覧会の内容

日本の抽象彫刻を代表する作家堀内正和の没後初めての回顧展。初期の具象彫刻から晩年の立体作品
にいたる約８０点の作品、多数のペーパースカルプチュアやデッサンを展示
し、創造の全貌を明らかにする。

８．講演会等 ２回 参加人数 ９２人（平成１６年度に１回実施）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１６年４月１５日（木）～４月１８日（日 （４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ４４８件
④アンケート結果 ・とても良かった ４２．４％(190件)・良かった ３８．２％（171件）

・まあまあ １１．４％（51件 ・あまり良くなかった ０．２％（1件））
・良くなかった ０．７％（3件 ・無記入 ７．１％（32件））

「ＣＯＬＯＲＳ ファッションと色彩－ＶＩＫＴＯＲ＆ＲＯＬＦ＆ＫＣＩ」展
１．開会期間 平成１６年４月２９日（木）～６月２０日（日 （４７日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場
３．主 催 京都国立近代美術館、京都服飾文化研究財団

後 援 文化庁、経済産業省、オランダ大使館、オランダ総領事館、
京都府教育委員会、京都市教育委員会助 成 モンドリアン財団

特別協力 （株）ワコール、ＡＩＲ ＦＲＡＮＣＥ （株）七彩、吉忠マネキン株式会社、
４．出品点数 ９０件
５．入場料金 一般１２００円(１０００円・９００円)／大学生８００円(６００円・５００円)／高学生

６００円（４００円・３００円）／中学生以下無料 ※( )内は前売り・団体
６．入場料収入 ７，９００，１９０円（目標入場料収入 ６，８８５，０００円）
７．展覧会の内容
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５つのテーマ色の部屋を設定し、各部屋にテーマ色にあわせた衣装と壁面にファッションショーの映
像投影を組み合わせた実験的な展示を行った。またオランダの気鋭のデザイナー、ヴィクター＆ロルフ
をゲストキュレーターに迎え、作品選定と展示構成を共同で構想した。約９０点の衣装と５つの映像作
品が渾然となる会場となった。

８．講演会等 ６回 参加人数 ８６２人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１６年６月１７日（木）～６月２０日（日 （ ４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ４４８件
④アンケート結果 ・とても良かった ４４．４％(199件)・良かった ３８．６％（173件）

・まあまあ １１．４％（51件 ・あまり良くなかった ０．９％（4件））
・良くなかった ０．７％（3件 ・無記入 ４．０％（18件））

「近代日本画壇の巨匠 横山大観展」
１．開会期間 平成１６年７月２日（金）～８月８日（日 （ ３３日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場
３．主 催 京都国立近代美術館、朝日新聞社

後 援 ＮＨＫ京都放送局
協 力 横山大観記念館
協 賛 ＭＫ株式会社、近畿産業信用組合

４．出品点数 ７０件
５．入場料金 一般１２００円(１０００円・９００円)／大学生８００円(６００円・５００円)／高学生

６００円（４００円・３００円）／中学生以下無料 ※( )内は前売り・団体
６．入場料収入 ２４，４９１，９６０円（目標入場料収入 １４，７４０，０００円）
７．展覧会の内容

再興院展を率い 近代日本美術史上に大きな足跡を残した横山大観の回顧展を開催する 本展では 夜、 。 「
桜 「紅葉」を含む大観の初期から晩年に至る代表作品約６０点を選りすぐり、改めて「大観芸術」の足」
跡を辿るとともに、その偉大な画業を検証する。

８．講演会等 ２回 参加人数 ３００人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１６年８月５日（木）～８月８日（日 （４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ４９３件
④アンケート結果 ・とても良かった４３.２％（213件 ・良かった４０.６％（200件））

・まあまあ１１.２％（55件 ・あまり良くなかった０.４％（2件））
・良くなかった０.２％（1件 ・無記入４.４％（22件））

「ブラジル：ボディ・ノスタルジア」
１．開会期間 平成１６年８月１７日（火）～９月２０日（月・祝 （ ３１日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場
３．主 催 京都国立近代美術館、東京国立近代美術館、Brasil Connects

後 援 ブラジル大使館
特別協賛 havainas
協 賛 ＴＯＹＯＴＡ、松下電器産業株式会社、ブラジル銀行
協 力 京阪電鉄

４．出品点数 ３２件
５．入場料金 一般８３０円(７００円・５６０円)／大学生４５０円(３５０円・２５０円)／高校生２５

０円（２００円・１３０円）／中学生以下無料 ※( )内は前売り・団体
６．入場料収入 ３，２１５，４５０円（目標入場料収入 ５，４１０，０００円）
７．展覧会の内容

いま世界中で活躍する現代美術家５名とその原点となる３名の物故作家を、各部屋ごとの個展形式で展
示。一部屋全体を使う大規模な作品により、体験的なインスタレーションやヴィデオ・インスタレーショ
ンなど、質の高い展示内容であった。

８．講演会等 ２ 回 参加人数 １６５人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１６年９月１７日（金）～９月２０日（月・祝 （４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ４１３件
④アンケート結果 ・とても良かった ２０．８％(86件)・良かった ４３．８％（181件）

・まあまあ ２２．０％（91件 ・あまり良くなかった ３．４％（14件））
・良くなかった ０．５％（2件 ・無記入 ９．５％（39件））

「没後２５年 八木一夫展」
１．開会期間 平成１６年９月２８日（火）～１０月３１日（日 （ ３０日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場
３．主 催 京都国立近代美術館、日本経済新聞社、ＮＨＫ京都放送局、京都新聞社

協 力 司馬遼太郎記念館、ＡＮＡ
４．出品点数 ３０８件
５．入場料金 一般１,２００円(１０００円・９００円)／大学生８００円(６００円・５００円)／高校生

６００円(４００円・３００円)／中学生以下無料 ※( )内は前売り・団体
６．入場料収入 ２，７３０，５３０円（目標入場料収入 ２，３３４，０００円）
７．展覧会の内容

本展は、陶芸の世界に新しい造形分野を切り開き、海外からも注目された八木一夫の没後25年にあた
り、初期から晩年までの陶芸作品約３００点によりその業績を回顧する展覧会であった。初期から晩年
までの陶芸作品を中心に、ガラス作品、ブロンズ作品、八木自身が撮った映像などを交え、日本のみな
らず海外への影響も紹介し検証した。

８．講演会等 ２ 回 参加人数 １２６ 人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査
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①調査期間 平成１６年１０月２８日（木）～１０月３１日（日 （４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ４２４件
④アンケート結果 ・とても良かった ４６．７％(198件)・良かった ３５．９％（152件）

・まあまあ ８．５％（36件 ・あまり良くなかった ０．２％（1件））
・良くなかった ０．２％（1件 ・無記入 ８．５％（36件））

「ジャパニーズ・モダン－剣持勇とその世界―」
１．開会期間 平成１６年１０月８日（火）～１１月３日（水・祝 （ ２３日間））
２．会 場 京都国立近代美術館１階ロビー
３．主 催 京都国立近代美術館

企画協力 剣持デザイン研究所、松戸市教育委員会
協 賛 （株）天童木工、秋田木工株式会社 （株）ワイ・エム・ケー （株）コトブキ （株）ダス、 、 、

キン （有）モノ・モノ、
４．出品点数 １６３件
５．入場料金 一般４２０円(２１０円)／大学生１３０円(７０円)・高校生７０円(４０円)／中学生以下

無料※( )内は団体
６．入場料収入 ６５８，３２０円（目標入場料収入 １，３８４，０００円）
７．展覧会の内容

戦前の工芸近代化運動における剣持の役割、ドイツ人建築家ブルノ・タウトとの出会いによる「日本
の美意識」の再発見、日本美と近代デザインの止揚としての「ジャパニーズ・モダン」の確立を、いま
収集可能な家具、工業製品、写真資料等２３０点で総合的に紹介した。

８．講演会等 １ 回 参加人数 ２０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１６年１０月８日（火）～１１月３日（水・祝 （ ２３日間））
②調査方法 館内２箇所にアンケート箱を設置
③アンケート回収数 ２１３件
④アンケート結果 ・良い ５７．３％(122件)・普通 １８．８％（40件 ・悪い ０％（0件））

・無記入 ２３．９％（51件）

「痕跡－戦後美術における身体と思考」
１．開会期間 平成１６年１１月９日（火）～１２月１９日（日 （ ３６日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場及び４階常設展示場
３．主 催 京都国立近代美術館、東京国立近代美術館

協 力 資生堂、日本航空、京阪電鉄
４．出品点数 １２６件
５．入場料金 一般８３０円(７００円・５６０円)／大学生４５０円(３５０円・２５０円)／高校生２５

０円／(２００円・１３０円)／中学生以下無料 ※（ ）内は前売り・団体
６．入場料収入 ３，２２０，０７０円（目標入場料収入 ５，８４０，０００円）
７．展覧会の内容

１９５０年代から７０年代の日本、アメリカ、ヨーロッパの現代美術を約６０人の作家、１２０点余
の作品によって紹介する。ジャンルも平面から立体、映像、インスタレーションと多岐にわたる。

８．講演会等 ３ 回 参加人数 １８９ 人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１６年１２月１６日（木）～１２月１９日（日 （ ４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ３８７件
④アンケート結果 ・とても良かった ２６．９％(104件)・良かった ４１．１％（159件）

・まあまあ ２２．５％（87件 ・あまり良くなかった ４．１％（16件））
・良くなかった １．８％（7件 ・無記入 ３．６％（14件））

「草間彌生展－永遠の現在」
１．開会期間 平成１７年１月６日（木）～２月１３日（日 （ ３４日間））
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場及び４階常設展示場及び１階ロビー
３．主 催 京都国立近代美術館、東京国立近代美術館

協 力 京阪電鉄
４．出品点数 １０６件
５．入場料金 一般８３０円(７００円・５６０円)／大学生４５０円(３５０円・２５０円)／高校生２０

０円／(２００円・１３０円)／中学生以下無料 ※（ ）内は前売り・団体
６．入場料収入 １７，０２１，５６０円 （目標入場料収入 ５，８４０，０００円）
７．展覧会の内容

初期作品から現在まで、約１００点の作品を厳選し、草間の作品世界の多面性を丁寧に紹介する内容
であった。草間の作品世界をより深く理解してもらうため、年代順に並べることをやめ、１０のセクシ
ョンに分けたテーマ展示とした。

８．講演会等 １ 回 参加人数 １０４人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１７年２月１０日（木）～２月１３日（日 （４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数 ４５１ 件
④アンケート結果 ・とても良かった ４７．７％(215件)・良かった ４２．１％（190件）

・まあまあ ８．０％（36件 ・あまり良くなかった ０．４％（2件））
・良くなかった ０．７％（3件 ・無記入 １．１％（5件））

「京都国立近代美術館所蔵－川勝コレクションの名品 河井寬次郎展」
１．開会期間 平成１６年２月２２日（火）～４月３日（日 （３６日間：平成１６年度は３３日間 ）） ）
２．会 場 京都国立近代美術館３階企画展示場
３．主 催 京都国立近代美術館、京都新聞社

協 力 京阪電鉄
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４．出品点数 ２５０件
５．入場料金 一般８００円(７００円・５６０円)／大学生４５０円(３５０円・２５０円)・高校生２５

０円(２００円・１３０円)／中学生以下無料 ※( )内前売り・団体
６．入場料収入 ３，３１１，１１０円（目標入場料収入 ２，０６５，５００円）
７．展覧会の内容

河井寬次郎陶芸の全貌を紹介する展覧会で、初期の中国や朝鮮の古陶磁の手法を逐った壺や
茶碗などの作品や柳宗悦と出会って繰り広げられた中期の民藝作品、後期の自由な造形を追
い求めて制作した作品などで寬次郎の世界を紹介する。

８．講演会等 １ 回 参加人数 １３３人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
９．アンケート調査

①調査期間 平成１７年３月３１日（木）～４月３日（日 （４日間））
②調査方法 ボランティアによる聞き取りアンケート
③アンケート回収数・結果 ※平成１７年度に記載する。

「東松照明の写真 1,000人 700人以上 700人 ７８５人 Ｂ
1972－2002」 以上 1,000人未満 未満

「彫刻家 堀内正和 6,000人 4,200人以上 4,200人 ３，９０３人 Ｃ
の世界展」 以上 6,000人未満 未満

「ＣＯＬＯＲＳ 34,000人 23,800人以上 2 3 , 8 0 0 ４２，２９０人
ファッションと色 以上 34,000人未満 人 Ａ
彩－ＶＩＫＴＯＲ 未満
＆ＲＯＬＦ＆ＫＣ
Ｉ」

「 近代日本画壇の 72,000人 50,400人以上 5 0 , 4 0 0 １０７，０３２人 Ａ
巨匠 横山大観展 以上 72,000人未満 人」

未満

「ブラジル：ボデ 10,000人 7,000人以上 7,000人 ６，９７５人 Ｃ
ィ・ノスタルジア 以上 10,000人未満 未満」

「没後２５年 八木 12,000人 8,400人以上 8,400人 １６，４１７人 Ａ
一夫展」 以上 12,000人未満 未満

「 ジャパニーズ・ 6,000人 4,200人以上 4,200人 １２，７９５人 Ａ
モダン－剣持勇と 以上 6,000人未満 未満
その世界―」

「 痕 跡 － 戦 後 美 12,000人 8,400人以上 8,400人 ９，５９０人 Ｂ
術 に お け る 身 体 以上 12,000人未満 未満
と思考」

「草間彌生展－ 12,000人 8,400人以上 8,400人 ３０，３１３人 Ａ
永遠の現在」 以上 12,000人未満 未満

「 京都国立近代美 10,000人 7,000人以上 7,000人 １４，４００人
術館所蔵－川勝コ 以上 10,000人未満 未満 Ａ
レクションの名品

河井寬次郎展」

地方巡回展 独立行政法人国立美術館所蔵巡回展「近代日本洋画の名作」 Ｂ 名品を巡回させたことは評価できる。
１．開会期間 平成１６年７月２４日（土）～平成１６年８月２９日（日 （３７日間） 巡回展実施は地方の公立美術館を支援す）
２．会 場 新津市美術館 るためにも必要であり、国民へのサービ
３．主 催 京都国立近代美術館、新津市美術館、新潟県教育委員会、新津市文化振興 スにおけるナショナルセンター的役割と

財団 して成果をあげた。
共 催 新津市、新津市教育委員会
後 援 ラジオチャット・エフエム新津 【より良い事業とするための意見等】

。４．出品点数 ５８ 件 広報専門の担当者を配置すべきである
５．入場料金 一般６００円／大学・高校生３００円／中学生以下無料 また、年間に６会場で開催するのは、常
６．展覧会の内容 設展示の一定水準の維持、展覧会にかか

明治中期から大正・昭和の近代日本を代表する洋画家の作品から戦後の作品まで、５４人の画家、５ わる作業量、そして作品保全などの点か
８点の作品を 「京都の洋画 「大正から戦前の前衛絵画 「近代洋画の名作 「戦後の洋画」の４つの ら多すぎると思われる。、 」 」 」
セクションに分けて、京都国立近代美術館と東京国立近代美術館の所蔵作品によって紹介した。

７．講演会等 １回 ５４人
① ７月２５日 演題： 日本洋画の１３０年」 講師： 京都国立近代美術館学芸課長 島田 康寬「

８．アンケート調査
①調査期間 平成１６年７月２４日～平成１６年８月２９日（３７日間）
②調査方法 館内にアンケート箱を設置
③アンケート回収数 ２００件
④アンケート結果 ・大変良い ３４％（68件 ・良い ５０％（100件 ・普通 １１．５％（23件）） ）

・あまり良くない １％（2件） ・良くない ０％（0件）
・無回答 ３．５％（7件）

独立行政法人国立美術館所蔵巡回展「近代日本洋画の名作」
１．開会期間 平成１６年９月４日（土）～平成１６年１０月１１日（月・祝 （３３日間））
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２．会 場 砺波市美術館
３．主 催 京都国立近代美術館、砺波市美術館、富山県教育委員会、北日本新聞社

共 催 チューリップテレビ
後 援 となみ芸術文化友の会、ＦＭとなみ、となみ衛星通信テレビ

４．出品点数 ５８ 件
５．入場料金 一般６００円／大学・高校生３００円／中学生以下無料
６．展覧会の内容

明治、大正期の京都洋画界の作品をはじめ、それ以降の前衛絵画を含めた日本洋画の名作を、戦前、
戦後と分けながら昭和５０年代まで紹介した。

７．講演会等 １ 回 ４８ 人
① ９月 ４日 演題： 日本洋画の１３０年 講師： 京都国立近代美術館学芸課長 島田 康寬「

８．アンケート調査
①調査期間 平成１６年９月４日～平成１６年１０月１１日（３３日間）
②調査方法 館内にアンケート箱を設置
③アンケート回収数 ８４件
④アンケート結果 ・良い ８０％(68件)・普通 １５％（13件 ・悪い ４％（3件））

・無記入 １％（1件）

入館者数 5,979人 4,185人以上 4,185人 ３，１３４人 Ｃ
以上 5,979人未満 未満

(2)収蔵品については，その保存状況を勘 貸与の状況 法人による自己点検評価の結果を 貸与・特別観覧の件数 Ａ 貸与件数の増加や他館への協力を評価
案しつつ，国内外の美術館・博物館その 踏まえつつ，各委員の協議により， 貸 与 ８１件（６４１点） する。
他これに類する施設に対し，貸与等を積 評定を決定する。 特別観覧 ９１件（４６４点）
極的に推進する。 【より良い事業とするための意見等】

頻繁な貸し出しは、相当な作業量とな
り、職員への負担が懸念される。保存管
理の専門職員を増員すべきであり、今後
は貸し出せる作品の情報を開示するなど
の取組も必要である。また、貸し出すと
作品が傷むことについて、わかりやすく
一般に広報することが望まれる。保存・
管理の専門職員を増員すべきである。

１．収蔵品の調査研究 Ａ 少ない要員のもと、特別展を実施する３ 調査研究
(1)-1 調査研究が，収集・保管・修理・展 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結果を ①新収日本画作品についての調査研究 ための基礎となるべき調査や科研費補助

示，教育普及その他の美術館活動の推進 踏まえつつ，各委員の協議により， ②所蔵洋画作品についての調査研究 金の活用、館としての特色を生かした調
に寄与するものであることを踏まえ，国 評定を決 ③所蔵工芸作品についての調査研究 査研究など積極的な姿勢を評価する。今
内外の美術館・博物館その他これに類す 定する。 ２．展覧会のための調査研究 後も、展覧会に即した研究など、より一
る施設及び研究機関とも連携等を図りつ ①堀内正和に関する調査研究（神奈川県立近代美術館との共同研究） 層の努力を期待する。
つ，次に掲げる調査研究を積極的に実施 ②ファッションと色彩についての総合的研究（ＫＣＩとの共同研究）
する。 ③横山大観についての調査研究 【より良い事業とするための意見等】
①収蔵品に関する調査研究 ④ブラジルの近現美術についての調査研究（東京国立近代美術館との共同研究） 地方公立美術館等の指定管理者制度移
②美術作品に関する調査研究 ⑤八木一夫と現代陶芸についての調査研究（岐阜県現代陶芸美術館ほかとの共同研究） 行に伴い共催館の調査・研究能力及び人
③収集・保管・展示に関する調査研究 ⑥剣持勇とインテリアデザインについての総合的研究（松戸市教育委員会美術館準備室との共同研究） 員不足などが予想されることから、ナシ
④美術史，美術動向，作者に関する調査 ⑦戦後美術の世界的動向についての調査研究 ョナルセンターとして主導的パワーを発
研究 ⑧草間彌生に関する調査研究（東京国立近代美術館・広島市現代美術館・熊本市現代美術館・松本市美 揮すべきである。

⑤世界の映画作品や映画史に関する調査 術館との共同研究） 「国立美術館紀要」の発行などを働き
研究等 ⑨田中一光とグラフィックデザインについての総合的研究 かけ、研究成果の発表の場を拡大するこ

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これ ⑩村上華岳についての調査研究 とが望まれる。
に類する施設の職員を，客員研究員等の ⑪小林古径についての調査研究（東京国立近代美術館との共同研究）
制度を活用し招聘し，研究交流を積極的 ⑫他の美術館等における調査研究に対する協力
に推進する。 ・亀井茲明コレクションに関する総合研究（科学研究費補助金・東京大学大学院人文社会系研究文化

(2)調査研究の成果については，展覧会， 資源学研究専攻）
美術作品の収集等の美術館業務に確実に ・京都を中心とした、日本の伝統工芸の過去・現在・将来（国際日本文化研究センター）
反映させるとともに，研究紀要，学術雑 ・水木コレクションの形成過程とその史的意義（国立歴史民族博物館）
誌，学会及びインターネットを活用して ・近代工芸運動の総合的国際比較研究（大阪大学大学院文学研究科芸術学講座）
広く情報を発信し，美術館に関連する研 ３．科学研究費補助金による調査研究
究の振興に供する。また，各種セミナー 琳派の系譜 その継承と交流 －神坂雪佳を中心に（日本学術振興会）
・シンポジウムを開催する。 ４．その他助成金

１．資料の収集及び公開 Ａ ４館共通の所蔵作品総合目録検索シス４ 教育普及
、(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基 美術館に関する情報の 法人による自己点検評価の結果を 収集件数 １，２７１件 テムのインターネットでの公開をはじめ
。礎資料及び国内外の美術館・博物館に関 収集及び公開の状況 踏まえつつ，各委員の協議により， ２． 広報活動の状況 様々な取組を行っていることを評価する

する情報及び資料について広く収集し， 評定を決定する。 ①刊行物による広報活動 ３種 今後ともより一層の取組を期待する。
蓄積を図るとともに，レファレンス機能 ②ホームページよる広報活動
の充実を図る。 ③マスメディアの利用による広報活動 【より良い事業とするための意見等】

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する ３． デジタル化の状況 デジタル化について、現行水準は必ず
、 、資料の情報について，長く後世に記録を 平成１６年度にデジタル化した美術作品の件数 ５００件（目標５００件） しも肯定できないので 本部と協議の上

。 、残すために，デジタル化を推進する。 打開策を検討することが望まれる また
(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化す 美術図書閲覧室新設の努力は今後も続け

るとともに，資料室等の整備・充実を図 るべきである。
る。

， ， ， ， ，(5)-1 収集 保管 修理 展示 教育普及
調査研究その他の事業について，要覧，
年報，展覧会図録，研究論文，調査報告
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書等の刊行物，ホームページ，またはマ
スメディアを利用して広く国民に積極的 出版件数 美術館ニ 6回 4回以上 4回 ６回 Ａ
に広報活動を展開するとともに，国立美 ュース 視 以上 6回未満 未満「
術館への理解の促進を図る。 る」

また，その内容について充実を図るよ
う努力するとともに，４館共同による広 京都国立
報体制の在り方について検討を行う。 近代美術 1回 － 0回 １回 Ａ

(5)-2 国内外に広く情報を提供することが 館所蔵名 以上
できるホームページについては，教育普 品集「河

」及など多様な活用ができるようコンテン 井寛次郎
ツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平
均で平成１２年度のアクセス件数以上と 展覧会カ 3回 2回以上 2回 ３回 Ａ
なるよう努力する。 レンダー 以上 3回未満 未満

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につ
いて，美術情報システム等により広く積 ホームページのアク 88,000人 61,600人以上 6 1 , 6 0 0 ２５２，１３１件 Ａ
極的に公開するとともに，その利用方法 セス件数 以上 88,000人未満 人
について検討する。また，デジタル情報 未満
の有料提供についての方策を検討する。

(2)新学習指導要領，完全学校週５日制の 講座・講習会等の実施 法人による自己点検評価の結果を １．児童生徒を対象とした事業 Ａ 現場の教職員の意見を尊重するなど、
実施等を踏まえ，学校，社会教育関係団 状況 踏まえつつ，各委員の協議により， ①ワークショップ ８回 子ども・保護者 ３７１人 学校との連携協力を評価する。今後もよ
体と連携協力しながら，児童生徒を対象 評定を決定する。 ②生き方探究･チャレンジ体験 ３回（９日間） １３人 り一層の取組を期待したい。
とした美術品解説資料等の刊行物の作 ２．講演会等の事業
成，講座，ワークショップ等を実施する ①講演会 １４回 １，１４７人 【より良い事業とするための意見】
ことにより 美術作品等への理解の促進 ②シンポジウム １回 ６８人 メールマガジン、ＨＰの活用など、Ｉ， ，
学習意欲の向上等を促し，心の教育に寄 ③パネル・デイスカッション １回 １０７人 Ｔ機器利用によるプロジェクトの展開が
与するような教育普及事業を推進する。 ④ファッションショー １回 １９０人 望まれる。

、また，児童生徒を対象とした事業につ ⑤コンサート １回 １００人 教職員研修などを取り入れてほしいが
いて，中期目標の期間中毎年度平均で平 ⑥日本美術教育学会連続講演会１回（４日間） １７８人 対応する館の要員が不足していると思わ

⑦京都迎賓館展 １回（４日間）１１，６８４人 れることから、本部としての要員の確保
うな講演会，講座，スライドトーク及び と各館への派遣など、打開策を提示する
ギャラリートーク等を実施する等，生涯 子供のため 回数 1回 － 0回 ８回 Ａ ことが望まれる。
学習の推進に寄与する事業を行う。 のワークシ 以上

ョップ

企画展にお 回数 11回 8回以上 11回 １４回 Ａ
ける講演会 以上 11回未満 未満

大学との協 回数 1回 － 0回 ２回 Ａ
力によるシ 以上
ンポジウム

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とし 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の結果を １．研修の取組 Ｂ 大学教育との協力的環境の形成など、
た研修プログラムについて検討，実施す 踏まえつつ，各委員の協議により， ①美術館・歴史博物館専門研修会の開催 基本的な活動を実現しており、今後もよ
る。 評定を決定する。 ４５人 （５日間） り一層の取組を期待する。特に、大学と

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職 ２．大学等との連携 の連携によるインターンの受入は、将来
員（キューレーター）の資質を向上し， ①博物館実習生の受け入れ へ向けた人材育成という視点で重要なの
専門性を高めるための研修を実施し，人 ３４人 （５～１０日間） で、予算の増強が望まれる。
材養成を推進する。 ３．ボランティアの活用状況

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の ①平成１６年度は展覧会聞き取りアンケート及び図録等発送作業を実施 延べ３２７名 【より良い事業とするための意見】
。企画に対する援助・助言を推進する。 学芸担当職員の研修は再検討を要する

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する また、研究員の不足が顕著な状況であれ
研修会への協力・支援を行うとともに， ば、有識者的ボランティアのより積極的
情報交換，人的ネットワークの形成に努 な参加を検討する必要がある。
める。

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成
し，ボランティア等と連携協力して展覧
会での解説など国立美術館が提供するサ
ービスの充実を図る。

(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務 渉外活動の状況 １ （社）京都市観光協会との連携 Ｂ 様々な取組を行っているが、これから．
がより充実するよう今後の渉外活動の方 （社）京都市観光協会が実施している「京都修学旅行パスポート」事業に協賛し、小中学生の入場料無 はもっと具体的な成果が求められるよう
針について検討を行う。 料化とは別に「京都修学旅行パスポート」を持参の修学旅行の高校生を団体料金で入場できるようにし になるため、今後とも一層の取組が必要

た。また、受付にて絵はがきのプレゼントを、喫茶にて割引サービスを実施した。 である。
２．京都織物卸商業組合との連携

京都織物卸商業組合が実施している「京都きものパスポート」事業に協賛し、きもの産業の活性化及び 【より良い事業とするための意見】
入館者増を図るため、きもの着用者に特別展入場料金を団体料金で優待。 現金による協賛は少なく、現物出資又

３・京都市交通局との連携 は労役提供的な協力がより多くなると思
京都市交通局が「スルッと関西」交通網を利用して実施する「京都１ｄａｙチケット」事業へ協賛し、 われることから、各種の協力受入の対応
当該チケット利用者に対し特別展料金を前売料金で優待。 策と積極的提案が必要である。企業から

４・京都市と京都陸上競技協会との連携 の高額な寄付や支援を受けることも大切
京都市と京都陸上競技協会とが実施する「京都シティーハーフマラソン」に協賛し、当該マラソン参加 だが、やはり基本は個人なので、個人の
者に対し、共催展入場料金を団体料金扱いとした。 メンバーシップの重要さを訴えていく必

５．京都市産業観光局との連携 要がある。専門の担当者を配置すること
京都市が制定した 伝統産業の日 に因み実施する事業に協賛し きもの着用者を常設展を無料とした も検討すべきである。「 」 、 。

６ （財）大阪２１世紀協会との連携．
（財）大阪２１世紀協会が発行する関西で唯一の英・日併記の情報誌「MEET OSAKA」に関西地区の

美術館、博物館が展覧会情報を掲載し、経済界と連携した広報活動を行い、日本を訪れる外国人の入場
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者増を図る。
７．単独開催展覧会の前売券の発売

民間企業とのタイアップし、利用者のチケット入手の利便性を高めるとともに、入場者増を図った。
８ （財）京都市駐車場公社との連携．

（財）京都市駐車場公社と連携し、岡崎公園駐車場を利用の有料入館者に対し、駐車場料金の割引をし
た。

９．朝日友の会との連携
朝日友の会事業と連携し、会員（朝日メイト）に対し、企画展（一部除く）観覧料金を団体料金扱いと
した。

１０ （社）日本自動車連盟（ＪＡＦ）との連携．
（社）日本自動車連盟（ＪＡＦ）と連携し、ＪＡＦ会員に対し、常設展及び企画展の観覧料金を団体料
金扱いとした。

１１．京都学生祭典との連携
京都学生祭典「学生の日」に協賛し、期間中 「京都学生祭典クーポン券」を提示の利用者に対し、常設、
展及び企画展の観覧料金を団体料金扱いとした。

１２ 「関西元気文化圏」への参加．
文化庁が提唱した「関西元気文化圏」へ参加し、展覧会ポスター、チラシ等にロゴマークを印刷する
など。

１３ 「関西文化の日」への協力．
関西広域連携協議会及び関西元気文化圏推進協議会が実施する「関西文化の日」事業に協力し、１１月
３日の常設展及び企画展観覧料金、１１月６、７日の常設展観覧料金を無料とした。

１４ 「国際博物館の日」事業への協力．
（財）日本博物館協会が実施する「国際博物館の日」事業に協力し、５月１８日の常設展料金を無料と
した。

１５．トマト倶楽部との提携
京都新聞社のトマト倶楽部事業と提携し、会員に対し、企画展観覧料金を団体扱いとした。

１６ （株）京阪カード （株）阪急カード （株）リロクラブとの連携． 、 、
（株）京阪カード （株）阪急カード （株）リロクラブと連携し、各会員に対し、常設展及び企画展の、 、
観覧料金を団体料金扱いとした。

１７．京都市地下鉄東西線「東山駅」に案内用看板を掲出
最寄り駅にあたる京都市地下鉄東西線「東山駅」に案内用看板を設置した。また、案内には日本語に
よる通常の案内他、英語、中国語、ハングル語を併記し、展覧会ポスターも掲出している。

１８．京都市美術館との連携
京都市美術館と連携し、当館及び京都市美術館の両方で展覧会を観覧した利用者に対して、後で利用
した展覧会の観覧料金を団体料金及び前売料金扱いとした。

１９ 「教育・文化週間」事業への協力．
教育・文化週間 事業に協力し 日本に滞在する留学生が学外活動や学習として利用できるよう 痕「 」 、 、「
跡展」招待券を京都、大阪、兵庫、滋賀、奈良の国際交流センター等に提供した。

２０ 「ミュージアムぐるっとパス・関西２００５」事業への協力．
関西の美術館・博物館等約６０館で実施する共通入館券事業（常設展は無料 「ミュージアムぐるっと）
パス・関西２００５」に参加し、平成１７年３月より販売を開始した。

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 (1)-1 Ｂ ミュージアムショップ、喫茶室の充実７．その他の入館者サービス
(1)-1 高齢者，身体障害者等の利用にも配 その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の結果を ①障害者トイレ １個所（１階 １個所） や周辺施設との連携による利用者サービ

慮した快適な観覧環境を提供するため， ス 踏まえつつ，各委員の協議により， ②障害者エレベータ １基 スの向上など様々な場面できめ細かい対
各館の方針に従って展示方法，表示，動 の状況 評定を決定する。 ③段差解消（スロープ） ３個所（正面玄関，喫茶室） 応がなされていることを評価する。
線，施設設備の工夫，整備に努める。 ④貸出用車椅子 ５台（座席昇降機能付き２台を含む）

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため， ２．観覧環境の充実 (1)-2､(1)-4 【より良い事業とするための意見】
、観覧環境の整備プログラム等を策定し， （１）音声ガイド 多数の入館者がある特別展については

計画的な整備を行う。 ①展覧会名 近代日本画壇の巨匠 横山大観展 動線を検討する必要がある。
(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査 貸出期間 平成１６年７月２日～８月８日 また、年々増加する高齢の入館者への

及び専門家からの批評聴取等を定期的に 貸出件数 １１，１４３件（利用率１０．４％） 対策として、レストランの充実だけでな
実施し，調査結果を展示等に反映させる ３．夜間開館等の実施状況 (1)-3 く、ギャラリー内でのソファの設置、ト
とともに，必要なサービスの向上に努め （１）夜間開館実施状況 イレの身障者対応、サイン表示の文字の
る。 ア 開催日数 １９日間 4月30日～9月17日までの特別展・共催展開催期間中の金曜日午後８時まで 大きさなどが一層重要となる。より細や． （ ）

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも イ．入館者数 ２，２５９人（総入場者数 ４０，３３１人、夜間開館入場率 ８．２％） かな「顧客満足度調査」を業務全般にわ
に，見やすさにも配慮する。また，音声 （２）小中学生の入場料の低廉化 たって実施することが望まれる。特にシ
ガイド等を活用した情報提供を積極的に 昨年に引き続き、平成１６年度開催の全ての共催展で小中学生の無料化が実現した。 ニア入館者に対し、シニア動向調査を兼
推進し，入者に対するサービスの向上を （３ （２）以外の入場者料金の取り組み方 ねたアンケートを実施すべきである。）
図る。 昨年に引き続き、常設展の学生料金を大学生料金と高校生料金に分け，高校生料金の低廉化を実施 ４階ロビーの景観を活かして、空間に

(2)入館者のニーズを把握，分析し，夜間 するとともに、特別展の高校生料金の低廉化を実施した。 手直しを加え、活用を試みることは可能
開館の実施等開館時間の弾力化や小中学 （４）その他の入館者サービス ではないか。
生の入場料の低廉化など，入館者へのサ ４．アンケート調査(1)-3 ミュージアム・ショップはいささか高
ービスを心がけた柔軟な美術館展示活動 ①調査期間 平成１６年４月１５日～４月１８日（４日間 「堀内正和」 価な品が少なくない。より親しめる雰囲）
等を行い，気軽に利用でき，親しまれる 平成１６年７月１７日～６月２０日（４日間 「ＣＯＬＯＲＳ－ファッションと色彩」 気とならないか。）
美術館となるよう努力する。 平成１６年８月５日～８月８日（４日間 「横山大観」）

(3)ミュージアムショップやレストラン等 平成１６年９月１６日～９月１９日（４日間 「ブラジル：ボディ・ノスタルジア」）
の施設を充実させるなど，入館者にとっ 平成１６年１０月２８日～１０月３１日（４日間 「八木一夫」）
て快適な空間となるよう館内環境を工夫 平成１６年１２月１６日～１２月１９日（４日間 「痕跡」）
する。 平成１７年２月１０日～２月１３日（４日間 「草間彌生」）

平成１７年３月３１日～４月３日（４日間 「河井寬次郎」）
②調査方法 各展覧会会期中の４日間にボランティアによる聞き取りアンケートを実施した。また、館

内にアンケート箱を設置しており、入館者の意見を随時受け入れている。
③アンケート回収数 ３，１６４件

とても良かった ３９.９％（1261件 、良かった ４０.０％（1264件））
まあまあだった １２.９％（408件 、あまり良くなかった １.３％（40件））
良くなかった ０.６％（20件 、無記入 ５.４％（171件））

④アンケート結果 立地、施設、展示内容については概ね７０点以上の評価を得たが、観覧料金、接客で
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６０点程度の評価であった。
５．一般入館者等の要望の反映 (2)

京都国立近代美術館では、常時アンケート調査を実施しており、苦情、要望等への迅速な対応のほか、
入館者のニーズの把握に努め、例えば、作品内容を解説した説明パネルやキャプションの文字を見やす
く大きくしたり、館内案内表示の増設等を行った。

６．レストラン・ミュージアムショップの充実 (3)
喫茶室では食器類のデザインを一新し、展覧会ごとのテーマメニューの提供を行った。また、喫茶室の
禁煙化を実施した。ミュージアムショップでは、関西経済連合会の主宰による「ミュージアムグッズの
共同開発」の一員となり、お客様の要望に応える商品開発に取り組んでいる。

【国立西洋美術館】

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

１ 職員の意識改革を図るとともに，収蔵 効率化の状況 法人による自己点検評価の結果を １．業務の一元化 Ａ 省エネルギー、施設有効利用、ＯＡ化
品の安全性の確保及び入館者へのサービ 踏まえつつ，各委員の協議により， ①情報公開制度の共通的な事務を一元化し，本部を中心とした文書管理システムを稼動 などは進捗したが、目標に少し足りなか
スの向上を考慮しつつ，運営費交付金を 評定を決定する。 ②人事記録，給与計算等の人事事務，収入，支出，保険契約等の会計事務及び保険請求事務等共済事務で った。職員・監視等への研修による意識
充当して行う事業については，国におい 各 改革を含めて、効率化に向け努力を重ね
て実施されている行政コストの効率化を 館で行っていたもののうち，共通的な事務を本部へ一元化し，業務の効率化を図っている。 ていることは認められる。
踏まえ，業務の効率化を進め，中期目標 ２．省エネルギー等

． （ ） （ ）の期間中，毎事業年度につき新規に追加さ ア 電気 使用量 5,393,778kwh 平成15年度比100.14％ 料金 74,448,936円 平成15年度比97.19％
． （ ） （ ）れる業務，拡充業務分等を除き１％の業 イ 水道 使用量 26,237m３ 平成15年度比108.66％ 料金 15,846,126円 平成15年度比85.83％
． （ ） （ ）務の効率化を図る。 ウ ガス 使用量 667,025m３ 平成15年度比 98.43％ 料金 31,182,382円 平成15年度比95.00％
． （ ） （ ）具体的には，下記の措置を講ずる。 エ 一般廃棄物 19,495Kg 平成15年度比 93.01％ 料金 361,433円 平成15年度比93.01％

(1)各美術館の共通的な事務の一元化によ オ．産業廃棄物 9,720Kg （平成15年度比114.89％） 料金 270,308円（平成15年度比124.08
る業務の効率化 ％）

(2)省エネルギー，廃棄物減量化，リサイ ３．施設の有効利用：講堂等の利用率 ２６．０２％ （９５日／３６５日）
クルの推進，ペーパーレス化の推進 ４．外部委託：平成１６年度も下記の外部委託を行い，業務の効率化を図った。

(3)講堂・セミナー室等を積極的に活用す （１）会場管理業務 （２）設備管理業務 （３）清掃業務 （４）保安警備業務
るなど施設の有効利用の推進 （５）機械警備業務 （６）情報案内業務 （７）広報物等発送業務

(4)外部委託の推進 （８）美術館情報システム等運用支援業務 （９）収入金等集配金業務
(5)事務のＯＡ化の推進 （10）レストラン業務 （11）ミュージアムショップ業務
(6)連絡システムの構築等による事務の効 （12）ホームページサーバ運用管理業務 （13）ホームページ改訂・更新業務

． ， ，率化 ５ ＯＡ化：全館内にＬＡＮが整備されており 館内ＬＡＮシステムの活用による職員への連絡業務効率化
(7)積極的な一般競争入札を導入 ペーパレス化を推進し，共通情報の各種ファイルを共有化することによって事務の省力化を図

２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方 っ
ついて適宜，検討を行いつつ，年１回程 ている。また，収入，支出，財産管理等企業会計を効率的に処理するための会計情報システム
度事業評価を実施し，その結果は組織， を
事務 事業等の改善に反映させる また 導入し，各種伝票作成時に帳簿類へ自動記帳化を図るなど，事務処理の正確・迅速化及び，省， 。 ，
研修等を通じて職員の理解促進，意識や 力
取り組みの改善を図っていく。 化が成されるよう努めている。

６．一般競争入札：２件（総契約件数７８件）
代替性の無い，極めて貴重な文化遺産である西洋美術作品を所蔵しているため，保安上

の
観点から会場管理業務，清掃業務については指名競争入札を実施している。また，複数

の
業者から見積書を徴収するなどして市場調査を行い，コストに対する意識を高め，経費

の
削減に努めている。

７．評議員会：開催回数 １回（平成１６年６月１４日（月 ））
８．研修等を通じて職員の理解促進，意識や取り組みの改善

放送大学・同大学院受講，TOEIC・英検受験，英会話研修，パソコン講習，消防･防災訓練，普通救命
講

習，接遇研修の実施，文部科学省，人事院，日本博物館協会及びその他外部機関等研修への積極的な派
遣

を行い，研修等を通じて職員の資質の向上及び組織の活性化が図られた。

効率化の達成率 1.5％ 1.0％以上 1.0％ 1.380％ Ｂ
以上 1.5％未満 未満 効率化係数計算式 （A－B）÷A

（992,861,672－979,158,801）÷992,861,672＝0.01380
A： 16年度予算額－16年度特殊要因額－次年度債務繰越額＋前年度債務繰越額）÷0.99（
（949,098,000－0－4,940,180＋38,775,235）÷0.99＝982,861,672

B：16年度決算額－16年度特殊要因決算額
982,894,901－3,736,100＝979,158,801

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ

評定
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１．購入 ３０件 Ａ 研究員の継続的な調査と展覧会活動な１ 収集・保管
(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれ 美術作品の（購入・寄 法人による自己点検評価の結果を踏 ２．寄贈 ２３件 どによって購入、寄贈、寄託が順調に進

た収蔵品の蓄積を図る観点から，次に 贈・寄託）の状況 まえつつ，各委員の協議により，評定 ３．寄託 ９件 められている。アルベール・グレーズの
《 》 、掲げる各館の収集方針に沿って，外部 を決定する。 ４．特記事項 大作 収穫物の脱穀 の購入については

有識者の意見等を踏まえ，適時適切な 平成１６年度の特記事項としては，通常の購入予算を超える金額でアルベール・グレーズの絵画《収穫 独立行政法人になって可能になった購入
購入を図る。また，そのための情報収 物 費の弾力的運用を活用したことが評価で
集を行う。 の脱穀》を購入したことがあげられる。平成１５年度から繰越した購入予算を合わせて，通常予算では購 きる。

入（国立西洋美術館）
中世末期から２０世紀初頭に至る西 できないキュビスムの大作を購入できたことは，独立行政法人化による弾力的な会計制度を活用すること 【より良い事業とするための意見等】

洋美術の流れの概観が可能となるように に コレクションの中心をなすといわれて，
松方コレクションを中心とした近代フラ よって初めて可能になったことであり，当館の展示作品の質を高めることに大きく貢献をすることとなっ いる印象派の作品の水準の更なる向上を
ンス美術の充実，近世ヨーロッパ絵画の た。 期待する。予算的制約があるとしても、
充実及びヨーロッパ版画の系統的収集を この作品は１９１２年というキュビスム運動の最盛期に制作されたもので，グレーズの代表作として世 さらなる努力が望まれる。
行う。 界

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバラン 的に知られた作品である。国立西洋美術館は「中世末期から２０世紀初頭までの西洋美術」を扱うことと
スの観点から欠けている部分を中心に， し
寄贈・寄託品の受け入れを推進するとと ている 「２０世紀初頭」という定義にはやや幅があるが，当館の設立の出発となった松方コレクションに。
もに，その積極的活用を図る。 は１９１０年から２０年にかけてのやや保守的なフランス絵画が非常に多い。その意味では，１９１２年

の
， 。グレーズ作品は当館の所蔵品に一層の幅を与えるものであり 当館の所蔵品として相応しいものと考える

、 、(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術 保管の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．温湿度（空調実施時間 ２４時間） Ａ データロガーの導入 空気環境の監視
①展覧会場 作品への影響を最低限とするため，下記範囲の中で一定の温湿度となるよう努めている。 防災、２４時間空調など、国立美術館の

作品を永く後世へ伝えるとともに，展示 まえつつ，各委員の協議により，評定 通 期： 温度２０～２２℃ 湿度５０～５５％ なかでも先導的な役割を果たしているこ
等の美術館活動の充実を図る観点から， を決定する。 夏期のみ： 温度２２～２４℃ 湿度５０～５５％ とを評価する。なお、今後の展開を長期
収蔵品を適切な環境で管理・保存する。 ※夏期の展示会場内温度については，来館者へ配慮し温度を２度高く設定している。 的に考えるべきである。
また，保存体制の整備・充実を図る。 ②収蔵庫 温度２０～２２℃ 湿度５０～５５％

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努 ２．照明 器具： 蛍光灯（紫外線カット ，スポットライト（紫外線・赤外線カットフィルター） 【より良い事業とするための意見等】）
めるとともに，展示作品の防災対策の推 照度： 紙作品などの光に弱いもの ５０ルクス以下 保管業務における経験・知見を他館に
進・充実を図る。 それ以外の作品 ２００ルクス以下 伝え、４館の共通水準の向上に努めるべ

３．空気汚染 きである。
。 ， ，①館内数十個所において空気汚染調査を継続的に行っている また 各種工事後には必ず空気測定を行い

発生した有害物質が無くなったことを確認後に作品を展示している。
４．防災

①監視
火災総合受信盤及び監視カメラによる監視 （中央監視室・総合受付 ，消火設備，自動火災報知器を設。 ）

置
②防災対策について調査を継続的に実施し，緊急時対応の防災マニュアル（地震，火災，停電）の整備・

見
直しをするなど，必要に応じた改善を行っている。

③平成17年1月24日（月）及び2月15日（火）に，東京消防庁本所防災館にて，震災を想定した基本的な防
災

訓練（消火体験等）を実施した。
５．防犯

①開館時間中は看視・警備員による巡回警備と立哨警備の併用及び，監視カメラによる警備
絵画には美術館システムによる機械警備 ，収蔵庫は随時監視カメラと機械警備の併用

②保安対策について調査を継続的に実施し，緊急時対応の防犯マニュアル（作品接触，破壊，盗難）の
整備・見直しをするなど，必要に応じた改善を行った。

６．特記事項
これまでの薬剤を使用した燻蒸に頼った害虫対策から，施設の総合的な見直しなどによるIPM (Integrat

e
d Pest Management)に則った害虫対策への移行を一層進めていくための準備段階として，虫類の館内への

進
入経路，生息状況等の実態把握を目的とする長期的な調査を開始した。

(3)-1 修理，保存処理を要する収蔵品等 修理の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．絵画 ２件 Ａ 保存修復室、保存科学室を設置し、専
については，保存科学の専門家等との連 まえつつ，各委員の協議により，評定 彫刻 ５件 門スタッフが配置されている国立西洋美
携の下，修理，保存処理計画をたて，各 を決定する。 タピスリー １件 術館では、保存修復について適切に対処
館の修理施設等において以下のとおり実 額縁 ３件 している。
施する。 ２．特記事項
①緊急に修理を必要とする収蔵品のうち ①当館では保存修復室及び保存科学室を設置しており このスタッフを中心として外部技術者等を活用し 【より良い事業とするための意見等】， ， ，

緊急性の高いものから各分野ごとに計 収蔵作品の適切な保存，調査及び計画的修復を行っている。 保存修復について他館に対する協力と
画的に修理を実施。 ②タピスリー《シャンボール城》について，今後の展示及び長期保存にも耐えうる状態にするための修復 指導を期待する。また修復事業について

②伝統的な修理技術とともに科学的な保 処 は、大いに広報することが望まれる。
存技術を取り入れて実施。 置を行うこととし，一年計画で修復を実施した。

(3)-2 国内外の美術館等の修理，保存処理
の充実に寄与する。

展覧会の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．常設展 Ａ 「ジョルジュ・ド・ラトゥール展」は２ 公衆への観覧
(1)-1 国民のニーズ，学術的動向等を踏ま まえつつ，各委員の協議により，評定 版画展示 ３回 国立西洋美術館の特別展の在り方を的確

え，各館において魅力ある 質の高い常 を決定する。 「ドラクロワ版画展＜ファウスト＞と＜ハムレット＞ 「オランダ・マニエリスム版画展 ， に示しており、高く評価できる。常設展」， 」
設展・企画展や企画上映を実施する。 「マックス・クリンガー版画展」 はコレクションの魅力を紹介する努力が

(1)-2 常設展においては，国立美術館の各 子どもから楽しめる美術展 １回 認められ、企画展は古代・中世・近世・
館の特色を十分に発揮したものとすると 「Fun with Collection 2004 建築探険－ぐるぐるめぐるル・コルビュジエの美術館」 近代にわたって幅広く西洋美術を取り上
ともに，最新の研究結果を基に，美術に ２．企画展等 ４回（中期計画記載回数：年３回程度） げた点が評価できる。
関する理解の促進に寄与する展示を実施 ①共催展「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展 生きた証－古代ローマ人と肖像」
する。 ②自主企画展「聖杯－中世の金工美術 ドイツ東部のプロテスタント教会所蔵作品による」 【より良い事業とするための意見等】

(1)-3 企画展等においては，積年の研究成 ③共催展「マティス展」 宗教芸術を紹介する際には、日本との
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果の発表や時機に合わせた展示を企画し ④共催展「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界」 関連を教育的配慮のもとに提示するべき，
学術水準の向上に寄与するとともに，国 ３．入場者数 ９９９，９１７人（平成１５年度 ６６２，８５４人） である。
民のニーズに対応した展示を実施する。 ４．特記事項 また、展覧会活動そのものを研究活動
企画展等の開催回数は概ね以下のとおり 平成１６年度は展示の充実以外の面における活動についても推進を図っており，より多くの人々に美術 と認識するなら、その面での評価が必要
とする。なお，実施にあたっては，国内 館 になろう。少なくとも現段階で、専門に
外の美術館及びその他の関連施設と連携 に親しむ機会を持っていただくことを目標に，地域や観光事業と連携した様々な普及広報事業の実施に努 特化しすぎた研究成果を国民に示すよう
を図るとともに，国際文化交流の推進に め な展観ではないようにする姿勢が望まし
配慮する。 た。とりわけ，自主企画展「聖杯－中世の金工美術」で試みた関連イベントは好評であった 「聖杯」とい い。カタログには、わかりやすい解説と。

う馴染みのないものが主題であったが，この関連イベントは，人々の展覧会への興味を深め，展覧会自体 は別に、専門家の共感するような研究文（東京国立近代美術館）
本 館 年３～５回程度 の 底上げにも大きく貢献した。今後も展覧会の内容に応じた広報活動に取り組みたい。 献・書誌などを掲載する努力が不可欠で
工芸館 年２～３回程度 ある。
フィルムセンター 年５～６番組程度

常設展 法人による自己点検評価の結果を踏 １．開催期間 平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日（３０９日間） Ａ 常設展へ観客を誘導する努力によって（京都国立近代美術館）
年６～７回程度 まえつつ，各委員の協議により，評定 ※下記の展示を常設展に併設 常設展示を目的とした入館者が多いこと

を決定する。 平成１６年３月２日（火）～５月３０日（日 （７９日間） （平成１６年度は５３日間） を評価する。また、教育プログラムの導（国立西洋美術館） ）
年３回程度 版画作品展（春 「ドラクロワ版画展＜ファウスト＞と＜ハムレット＞」 入やテーマを設けて版画や素描を展示替）

平成１６年９月１０日（金）～１２月１２日（日 （８３日間） えすることによって、コレクションの魅（国立国際美術館） ）
年５～６回程度 版画作品展（秋 「オランダ・マニエリスム版画展」 力を高める努力をしている。）

(1)-4 展覧会を開催するにあたっては，開 平成１７年３月８日（火）～５月２９日（日 （７３日間） （平成１６年度は２１日間））
催目的，期待する成果，学術的意義を明 版画作品展（春 「マックス・クリンガー版画展： イヴと未来 《ある生涯 《ある愛 」 【より良い事業とするための意見等】） 《 》 》 》
確にし，専門家等からの意見を聞くとと 平成１６年６月２９日（火）～９月５日（日 （６１日間） 常設展示作品を変化させないことは重）
もに，入館者に対するアンケート調査を 「Fun with Collection 2004 建築探険－ぐるぐるめぐるル・コルビュジエの美術館」 要な手法ではあるが、個々の展示作品の
実施，そのニーズや満足度を分析し，そ ２．会 場 前庭 屋外１階，本館 １階～２階，新館 １階～２階 品質にばらつきがありすぎると感じる。
れらを展覧会に反映させることにより， ３．出品点数 １８５件（常設作品点数：前庭 ６件，本館 ７９件，新館 １００件） 美術史的視点とともに鑑賞上の優作とい
常に魅力あるものとなるよう努力する。 ４．入場料金 一般420円，大学生130円，高校生70円，一般（団体）210円，大学生（団体）70円， う視点を重視することが望まれる。

(1)-5 各館の連携による共同企画展，巡回 高校生（団体）40円，小中学生無料 なお、常設展の無料観覧日や夜間開館
展等の実施について検討し推進する。 ５．入場料収入（常設展のみの入場料収入の合計２４，３５１，６００円） は、より積極的に広報すべきである。

(1)-6 収蔵品の効果的活用，地方における ６．アンケート調査
アンケート回収数 ３００件（母集団 2,560人）

鑑賞機会の充実を図る観点から，全国の アンケート結果 大変良い34.7％（104件 ，良い51.0％（153件 ，まあまあだった10.7％（32件）） ）
公私立美術館等と連携協力して，地方巡 あまり良くなかった0.3％（1件 ，良くなかった0.3％（1件 ，無回答3.0％（9件）） ）
回展を実施する。
なお，中期目標の期間中毎年度平均で平 入館者数 243 , 0 0 0 170,100人以 17 0 , 1 0 0 ３５４，８１６人 Ａ
成１２年度の実績以上の入館者数となる 人 上 人
よう努める。 以上 243,000人未 未満

また 公立文化施設等と連携協力して 満， ，
収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す
る。 企画展等 法人による自己点検評価の結果を踏 「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展 生きた証－古代ローマ人と肖像 （共催展） ４本ともそれぞれ際立った特色を持」 Ａ

(3)入館者数については，各館で行う展覧 まえつつ，各委員の協議により，評定 １．開催期間 平成１６年３月２日（火）～平成１６年５月３０日（日 （７９日間） ち、優れた展観の実践によって動員率の）
会ごとに，その開催目的，想定する対象 を決定する。 （うち平成１６年度５３日間） 高い展覧会であったことを評価する。
層，実施内容，学術的意義，良好な観覧 ２．会 場 国立西洋美術館企画展示館 地下２階～地下３階 一方で、研究関心が先行すると問題の
環境，広報活動，過去の入館者数の状況 ３．出品点数 ８５件 発生が少なくないため、自由な発想に基
等を踏まえて目標を設定し，その達成に ４．主 催 国立西洋美術館，NHK／NHKプロモーション づいて、展示方法や日本国内の作例の比

後 援 外務省，文化庁，ローマ法王庁大使館 較展示など、創意を求めたい。
協 力 アリタリア航空，日本通運，西洋美術振興財団

５．入場料金 当日券 一般1,300(950)円，大学生900（510）円，高校生800（450）円，小中学生無料 【より良い事業とするための意見等】
努める 割引券 一般1,200円，大学生850円，高校生750円 多数の来館者と国立西洋美術館の規模

前売券 一般1,100円，大学生800円，高校生700円 との兼ね合いが今後の課題である。
２館共通入館券 一般2,000円，大学生1,400円，高校生1,200円
※（ ）内は２０名以上の団体割引料金，引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料
※東京国立博物館「空海と高野山」展と２館共通入館券を実施

６．入場料収入 ２６，５９５，７００円（３月２日からの総入場料収入３５，８５２，６６０円）
７．展覧会の内容

ヴァチカン美術館古代美術，考古学部門の全面的協力により実現された，共和政ローマから初期キリス
ト

教時代まで，約600年の間に制作された古代ローマ人の肖像彫刻を中心とした展覧会である。第１章「肖像
の誕生 ，第２章「肖像とアイデンティティ ，第３章「特徴的髪型をした女性の肖像：古代の装い ，第４」 」 」
章「肖像と永遠性 ，第５章「帝国の象徴 ，第６章「古代肖像の終焉」と，紀元前３世紀以来脈々と展開」 」

し
てきた古代ローマ肖像の最後の様相までを見ることができる展覧会である。

８．講演会 １回 参加人数１３０人（会期中に４回開催，うち平成１６年度は１回）
スライドトーク ５回 参加人数２７０人（会期中に６回開催，うち平成１６年度は５回）

９．アンケート調査
アンケート回収数 ９５５件（母集団 130,618人）
アンケート結果 大変良い26.91％（257件 ，良い43.14％（412件 ，まあまあだった20.00％（191件）） ）

（ ）， （ ）， （ ）あまり良くなかった0.63％ 6件 良くなかった3.87％ 37件 無回答5.45％ 52件
（講演会）
アンケート回収数 ７６件（母集団 130人）
アンケート結果 大変わかりやすかった22.5％（17件 ，わかりやすかった43.4％（33件 ，） ）

まあまあだった19.7％（15件 ，ややわかりにくかった2.6％（2件 ，） ）
わかりにくかった2.6％（2件 ・無回答9.2％（7件）），

（スライドトーク）
アンケート回収数 ４６件（母集団 71人）
アンケート結果 大変わかりやすかった24％（11件 ，わかりやすかった30.5％（14件 ，） ）

まあまあだった13.0％（6件 ，ややわかりにくかった21.7％（10件 ，） ）
わかりにくかった6.5％（3件 ，無回答4.3％（2件））

「聖杯－中世の金工美術 ドイツ東部のプロテスタント教会所蔵作品による （自主企画展）」
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１．開催期間 平成１６年６月２９日（火）～８月１５日（日 （４３日間））
２．会 場 国立西洋美術館企画展示館 地下２階
３．出品点数 ７７件（典礼具６３＋版画１４）
４．主 催 国立西洋美術館，ザクセン・プロテスタント教会，ザクセン・プロテスタント教会美術文
化

財団 （財）西洋美術振興財団，
名誉後援 ドイツ連邦議会議長
後 援 文化庁，ザクセン＝アンハルト州政府，ドイツ連邦共和国外務省，ドイツ連邦共和国大使

館，
東京ドイツ文化センター，日本福音ルーテル教会，カトリック中央協議会

助 成 （財）東芝国際交流財団 （財）アサヒビール芸術文化財団，
協 力 日本航空，日本通運

５．入場料金 当日券 一般850（600）円，大学生450（250）円，高校生250（100）円，小中学生無料
割引券 一般800円，大学生400円，高校生200円
前売券 一般700円，大学生350円，高校生150円
※（ ）内は２０名以上の団体割引料金，引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料

６．入場料収入 １８，０４９，２００円
７．展覧会の内容

本展は，１２世紀から１６世紀初頭，すなわちロマネスク時代から後期ゴシック時代の金細工師が制作
し

た典礼具６３点を，聖杯（カリス）と聖皿（パテナ）を中心にご覧いただこうとした企画である。
本展の貴重な金工作品は美術館ではなく，ドイツ東部のザクセン＝アンハルト州を中心とする，プロテ

ス
タントの諸教会から出品されたもので，現在でも重要な聖餐式の時に用いられている。このことは，日本

で
は初めての試みとなる中世の金工美術をテーマとする展覧会に，さらに重要な美術史・文化史的意味を加

え
るものとなった。

８．講演会 ３回 参加人数３１０人
ギャラリートーク ４回 参加人数２７０人
展覧会に関連する音楽プログラム １回 参加人数１００人

９．アンケート調査
アンケート回収数 ８７８件（母集団 37,329人）
アンケート結果 大変良い33.72％（296件 ，良い42.82％（376件 ，まあまあだった17.08％（150件 ，） ） ）

（ ）， （ ）， （ ）あまり良くなかった0.68％ 6件 良くなかった3.08％ 27件 無回答2.62％ 23件
（講演会）
アンケート回収数 ７９件（母集団 108人）
アンケート結果 大変わかりやすかった48.1％（38件 ，わかりやすかった29.1％（23件 ，） ）

まあまあだった11.4％（9件 ，ややわかりにくかった5.1％（4件 ，） ）
わかりにくかった3.8％（3件 ，無回答2.5％（2件））

（ギャラリートーク）
アンケート回収数 ２２件（母集団 28人）
アンケート結果 大変わかりやすかった59.2％（13件 ，わかりやすかった31.8％（7件 ，） ）

まあまあだった4.5％（1件 ，無回答4.5％（1件））

「マティス展 （共催展）」
１．開催期間 平成１６年９月１０日（金）～１２月１２日（日 （８３日間））
２．会 場 国立西洋美術館企画展示館 地下２～３階
３．出品点数 １５２件
４．主 催 国立西洋美術館，読売新聞社，ＮＨＫ，ＮＨＫプロモーション

企画協力 ポンピドゥーセンター・国立近代美術館
後 援 外務省，文化庁，フランス大使館
特別協賛 清水建設
協 賛 ＪＲ東海，ＮＴＴドコモ，大正製薬，昭和シェル石油，大日本印刷
協 力 （社）全国服飾教育者連合会，日本航空，ＪＲ東日本，日本通運，西洋美術振興財団

５．入場料金 当日券 一般1,300(950)円，大学生900（510）円，高校生800（450）円，小中学生無料
割引券 一般1,200円，大学生850円，高校生750円
前売券 一般1,100円，大学生800円，高校生700円
※（ ）内は２０名以上の団体割引料金，引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料

６．入場料収入 １２１，４２５，４６０円
７．展覧会の内容

アンリ･マティスは，20世紀を代表する画家としてその名を広く知られている。1905年の秋にパリで開催
された展覧会（サロン･ドートンヌ）に，色鮮やかで大胆な表現による作品を出品し，大きな衝撃をもたら
して以来，絵画表現の新たな可能性を開いた革新者として，その名声を高めていった。今回の展覧会は，

ふ
たつの側面 「ヴァリエーション」と「プロセス」という視点から，マティスの作品を解き明かすことを試，
みるものである。同じ主題を異なる様式や技法で描き分けた作品や，制作途上を記録した写真とその完成

作
が展示されるだけでなく，自らが制作する姿を主題とした作品，1943年に出版されたデッサン集『テーマ

と
ヴァリエーション』のオリジナル素描なども出品され，マティスが用いた様々な技法上の試みを示す作品

に
よって 「ヴァリエーション」と「プロセス」の問題が多角的に捉えられるものとなった。，

８．講演会 ４回 参加人数４９１人
スライドトーク ６回 参加人数６４８人

９．アンケート調査
アンケート回収数 ２，５５２件（母集団 451,105人）
アンケート結果 大変良い50.32％（1284件 ，良い33.5％（855件 ，まあまあだった9.99％（255件 ，） ） ）
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あまり良くなかった0.04％（1件 ，良くなかった1.53％（39件 ，無回答4.62％（118） ）
件）

（講演会）
アンケート回収数 ８１件（母集団 104人）
アンケート結果 大変わかりやすかった 22.3％（18件 ，わかりやすかった 28.4％（23件 ，） ）

まあまあだった 24.7％（20件 ，ややわかりにくかった 11.1％（9件 ，） ）
わかりにくかった 4.9％（4件 ，無回答 8.6％（7件））

（スライドトーク）
アンケート回収数 ９０件（母集団 138人）
アンケート結果 大変わかりやすかった 20.0％（18件 ，わかりやすかった 50.0％（45件 ，） ）

まあまあだった 15.6％（14件 ，ややわかりにくかった5.6％（5件 ，） ）
わかりにくかった2.2％（2件 ，無回答6.6％（6件））

「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール － 光と闇の世界 （共催展）」
１．開催期間 平成１７年３月８日（火）～５月２９日（日 （７３日間））

（うち平成１６年度２１日間）
２．会 場 国立西洋美術館企画展示館 地下２～３階
３．出品点数 ３４件
４．主 催 国立西洋美術館，読売新聞社

後 援 文化庁，フランス大使館
協 力 日本航空，西洋美術振興財団
マルチメディア協力 コーデックスイメージズインターナショナル，クインランド，京都市立芸術大

学，
三菱電機

５．入場料金 当日券 一般1,100(800)円，大学生750（410）円，高校生650（350）円，小中学生無料
割引券 一般1,000円，大学生700円，高校生600円
前売券 一般 900円，大学生650円，高校生550円
※（ ）内は２０名以上の団体割引料金，引率者は２０人に対し１人の割合以内で無料

６．入場料収入 １６，６８４，５３０円
７．展覧会の内容

ジョルジュ・ド・ラ・トゥールの現在まで残る真作の数が40点余，その作品数の少なさと重要性から，
借

り出せる作品はおのずと限定されてしまう。しかし，国立西洋美術館が平成１５年度に購入したばかりの
ラ

・トゥールの作品《聖トマス》が呼び水となり，世界各地の美術館の協力を得て，その全真筆のほぼ半数
と，

若干の失われた原作の模作・関連作を含めた極めて貴重な作品群が東京に顔を揃えることとなり，日本で
初

の，そしておそらくは相当な長い将来に渡って再び見ることはないであろうラ・トゥールの展覧会を実現
す

ることができた。
８．講演会 ２回 参加人数３２０人（会期中に７回開催予定，うち平成１６年度は２回）
９．アンケート調査 ※平成１７年度に集計

「ヴァチカン美術 135 , 0 0 0 94,500人以上 94,500人 ９８，１４６人 Ｂ
館所蔵古代ローマ 人 135,000人未 未満
彫刻展」 以上 満

「聖杯－中世の金 20,000人 14,000人以上 14,000人 ３７，３２９人 Ａ
工美術」展 以上 20,000人未満 未満

「マティス展」 302 , 0 0 0 211,400人以 21 1 , 4 0 0 ４５１，１０５人 Ａ
人 上 人

以上 302,000人未 未満
満

「ジョルジュ・ド 36,000人 25,200人以上 25,200人 ５８，５２１人 Ａ
・ラ・トゥール」 以上 36,000人未満 未満
展

(2)収蔵品については，その保存状況を勘案 貸与の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．貸与・特別観覧の件数 貸与制度の改善に取り組んだことは評Ｂ
しつつ，国内外の美術館・博物館その他 まえつつ，各委員の協議により，評定 貸 与 ５件 ６点 価するが、いまだ貸与件数は少なく、さ
これに類する施設に対し，貸与等を積極 を決定する。 特別観覧 ６６件 １７９点 らに積極的な取組が必要である。なお、
的に推進する。 ２．その他 今後は、貸し出せる作品の情報を開示す

寄託作品の貸与件数 １件 １点 るなどの取組も必要である。

１．調査研究 調査研究は、展覧会活動のほかに、美３ 調査研究 Ａ
(1)-1 調査研究が，収集・保管・修理・展 調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結果を踏 （１）収蔵品の調査研究 術史学会との連携活動、紀要などに発表

示，教育普及その他の美術館活動の推進 まえつつ，各委員の協議により，評定 ①旧松方コレクションを含む松方コレクション全体に関する調査研究 された成果、また科研費補助金研究など
に寄与するものであることを踏まえ，国 を決定する。 ②中世末期から２０世紀初頭の西洋美術に関する調査研究 によく反映されており、優れた水準に達
内外の美術館・博物館その他これに類す ③美術館教育に関する調査研究 している。大学との連携、客員研究員招
る施設及び研究機関とも連携等を図りつ ④美術館情報資料に関する調査研究 へい等も評価する。また、学会やセミナ
つ，次に掲げる調査研究を積極的に実施 （２）保存・修理に関する調査研究 ー等における公開手法も高く評価でき
する。 ①西洋美術作品の保存修復に関する調査研究 る。
①収蔵品に関する調査研究 ②近代絵画材料の非破壊的調査法に関する研究 国立美術館４館の共通した課題だが、
②美術作品に関する調査研究 ③イタリア及びドイツにおける文化財保存環境整備と維持管理に関わる調査，絵画の非破壊調査法に関す 学術的成果は、積極的に学会誌等におけ
③収集・保管・展示に関する調査研究 る る論文発表として公表するべきである。
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④美術史，美術動向，作者に関する調 調査･研究 今後、より一層の努力を期待する。
査研究 （３）展覧会のための調査研究

⑤世界の映画作品や映画史に関する調 ①１８世紀における「古代の受容」に関する調査研究 【より良い事業とするための意見等】
査研究等 ②中世金工美術及び，中世美術に関する調査研究 地方公立美術館等の指定管理者制度移

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これ ③マティスと２０世紀絵画に関する調査研究 行に伴い、共催館の調査・研究能力及び
に類する施設の職員を，客員研究員等の ④ジョルジュ・ド・ラ・トゥールと１７世紀フランス絵画に関する調査研究 人員不足などが予想されることから、ナ
制度を活用し招聘し，研究交流を積極的 ⑤ドラクロワとロマン派石版画に関する調査研究 ショナルセンターとして主導的パワーを
に推進する。 ⑥オランダ・マニエリスム版画に関する調査研究 発揮すべきである。

(2)調査研究の成果については，展覧会，美 ⑦マックス・クリンガー版画に関する調査研究
術作品の収集等の美術館業務に確実に反 （４）科学研究費補助金による調査研究
映させるとともに 研究紀要 学術雑誌 ①「１６－１７世紀西欧における版画出版と古代の受容」の研究， ， ，
学会及びインターネットを活用して広く ２．客員研究員等の招聘実績 ３人（年度計画記載人数：３人）
情報を発信し，美術館に関連する研究の ３．大学院との連携協力
振興に供する。また，各種セミナー・シ 東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育･研究における連携・協力について協定を締
ンポジウムを開催する。 結し，２名の大学院生を受入

４．特記事項
国立西洋美術館在外研究員制度及び日本学術振興会特定国派遣研究者事業により，在外研究員１名を派

遣

客員研究員招聘人数 3人 2人以上 2人 ３人 Ａ
以上 3人未満 未満

１．資料の収集及び公開 ４館共通の所蔵作品総合目録検索シス４ 教育普及 Ａ
(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基 美術館に関する情報の 法人による自己点検評価の結果を踏 ①収集件数 ３，１８５件 テムのインターネットでの公開が実施さ

礎資料及び国内外の美術館・博物館に関 収集及び公開の状況 まえつつ，各委員の協議により，評定 ②公開場所 れたこと、美術図書館横断検索ＡＬＣ参
する情報及び資料について広く収集し， を決定する。 ・企画展示館事務棟地下１階 研究資料センター 加への具体的検討を始めたこと、あるい
蓄積を図るとともに，レファレンス機能 （西洋美術史などの研究者を対象とした資料センターとして，西洋美術史研究図書，雑誌，マイクロ はボランティア・プログラムを開始した
の充実を図る。 フ ことなどを評価する。しかし、近代美術

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する ィッシュ等の資料約１４６，８７０点を所蔵し公開している ） 系は著作権問題などがあるので西洋美術。
資料の情報について，長く後世に記録を ・本館１階 資料コーナー 館における画像デジタル化に期待すると
残すために，デジタル化を推進する。 （一般の利用者向けに，本館１階のフリーゾーンに設置） ころが大きく、拡充とその速度の一層の

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化す ③利用者数 １８５人 改善が望まれる。
るとともに，資料室等の整備・充実を図 ④貸出件数 ２８０件，６９６点（請求による出納件数のみ，開架書架の利用件数は含まない） 【より良い事業とするための意見等】
る。 ※本館１階資料コーナーはフリーゾーンとしているため多数の利用者があるが，利用者数の集計はして 特殊な資料、アーカイヴ資料の整備、

， ， ， ， ， 。 、(5)-1 収集 保管 修理 展示 教育普及 い ならびに継続的な活動を期待する また
調査研究その他の事業について，要覧， ない 教育普及事業を展開するにふさわしい人
年報，展覧会図録，研究論文，調査報告 ２．広報活動の状況 員の配置が望まれる。
書等の刊行物，ホームページ，またはマ ①刊行物による広報活動 ８種
スメディアを利用して広く国民に積極的 『国立西洋美術館ニュース ゼフュロス （年４回発行（春，夏，秋，冬 ）等の刊行物を発行し，美』 ）
に広報活動を展開するとともに，国立美 術
術館への理解の促進を図る。 館の理解と利用の促進に向けて広報活動を行い，積極的に情報の発信に努めている。

また，その内容について充実を図るよ ②ホームページによる広報活動
う努力するとともに，４館共同による広 ホームページでは，コレクション，展覧会情報，講演会・スライドトーク等のイベント，交通・利用
報体制の在り方について検討を行う。 案

(5)-2 国内外に広く情報を提供することが 内，館内施設案内，オンライン蔵書目録（OPAC）などを掲載し，海外からのアクセス向けには英語版の
できるホームページについては，教育普 ホ

。 ， ，及など多様な活用ができるようコンテン ームページを整備している また 平成１６年度はボランティア募集等の事業案内広報を掲載したほか
ツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平 郵送のみで受け付けていた教育プログラム等の参加申し込みについて，インターネットを利用してホー
均で平成１２年度のアクセス件数以上と ム
なるよう努力する。 ページ上で申し込みができる体制を整備するなど，ホームページを利用した情報発信とインターネット

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につ を
いて，美術情報システム等により広く積 活用した利便性の向上を図り，来館者のニーズに対して美術館側から積極的に配信を行うよう取り組ん
極的に公開するとともに，その利用方法 だ。
について検討する。また，デジタル情報 ③マスメディア等の利用による広報活動
の有料提供についての方策を検討する。 国立西洋美術館ニュース，プレスリリース，記者内覧会の案内を作成。新聞社・雑誌社・テレビ局・

ウェブサイト関連・ライター等マスメディア関係約６５０件に配布。展覧会紹介，美術館紹介に関する
取

材，撮影，資料提供に随時対応し，美術館事業の普及広報に取り組んだ。
３．デジタル化の状況

平成１６年度に資料管理のためのデータベース化を行った件数 ６２件

出版件数 美術館ニ 4回 3回以上 3回未満 ４回 Ａ
ュース 以上 4回未満

ホームページのアク 275 , 0 0 0 192,500件以 19 2 , 5 0 0 ８９１，２１０件 Ａ
セス件数 件 上 件

以上 275,000件未 未満
満

(2)新学習指導要領，完全学校週５日制の実 講座・講習会等の実施 １．児童生徒・教員を対象とした事業 児童生徒を対象とした活動に色々工夫Ａ
施等を踏まえ，学校，社会教育関係団体 状況 ①Fun with Collection'04「建築探検－ぐるぐるめぐるル・コルビュジエの美術館」 １回 を凝らしていることが認められる。また
と連携協力しながら，児童生徒を対象と ※Fun with Collectionは，当館の所蔵作品を中心として特定のテーマに沿って紹介するものであり，特 「先生のための鑑賞教育プログラム」を
した美術品解説資料等の刊行物の作成， 別に展覧会という形式をとらず常設展の作品を活用したプログラムとして実施をしているため，参加 始めとする教員研修は重要で、今後とも
講座，ワークショップ等を実施すること 者 継続の努力が望まれる。
により，美術作品等への理解の促進，学 数という計上は行っていない。
習意欲の向上等を促し，心の教育に寄与 ②創作・体験プログラム ４回 ５９人 【より良い事業とするための意見】
するような教育普及事業を推進する。 ③ワークショップ（レクチャー等） ８回 ４３５人 メールマガジン、ＨＰの活用など、Ｉ

また，児童生徒を対象とした事業につ ④スクール・ギャラリートーク ２８回 ６５０人 Ｔ機器利用によるプロジェクトの展開が
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いて，中期目標の期間中毎年度平均で平 ⑤びじゅつーる ６回 ５２８人 望まれる。また、教育プログラムについ
成１２年度の実績以上の参加者数の確保 ⑥どようびじゅつ「おもいでの風景」 ８回 １４２人 ては、ナショナルセンターとしての役割
に努める。 ⑦先生（小・中・高等学校教員）のための鑑賞プログラム ４回 ６４６人 を重視する方向に向けるべきである。

(3)美術作品に関し，その理解を深めるよう ⑧夏期教員研修会 ２回 １３２人
な講演会，講座，スライドトーク及びギ ⑨教員研修会 １回 ９人
ャラリートーク等を実施する等，生涯学 ⑩団体訪問者（学校・団体）への解説 ５９校 ２，１５６人
習の推進に寄与する事業を行う。

それらの事業について，中期目標の期 ２．講演会等の事業
間中毎年度平均で平成１２年度の実績以 ①講演会 １０回 １，２５１人
上の参加者数の確保に努める。 ②スライドトーク １１回 ９１８人

また，その参加者に対しアンケートを ③展覧会に関連する音楽プログラム １回 １００人
行い，回答数の８０％以上から，その事 ④ギャラリートーク ４回 １３９人
業が有意義であったと回答されるよう内 ⑤イヤホンガイド ３回 ６７，６５５件
容について検討し，さらに充実を図る。

創作体験プ 回数 2回 1回以上 1回 ４回 Ａ
ログラム 以上 2回未満 未満

企画展にお 回数 7回 5回以上 5回 １０回 Ａ
ける講演会 以上 7回未満 未満

スライドト 回数 12回 8回以上 8回 １１回 Ｂ
ーク 以上 12回未満 未満

音楽プログ 回数 １回 － 0回 １回 Ａ
ラム

ギャラリー 回数 4回 3回以上 3回 ４回 Ａ
トーク 以上 4回未満 未満

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とし 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １. 研修の取組 ボランティアを導入するに当たって、Ａ
た研修プログラムについて検討，実施す まえつつ，各委員の協議により，評定 他の機関が実施する研修等事業への協力を実施 １７４名 目的（常設展示でのギャラリートークな
る。 を決定する。 ２．大学等との連携 ど）を明確にし、選考と研修を適切に行

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職 ①東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教育･研究における連携・協力 ２名 うといった姿勢を評価する。
員（キューレーター）の資質を向上し， ②国立西洋美術館インターンシップ １１名（教育普及１１名）
専門性を高めるための研修を実施し，人 ３．ボランティアの活用状況 【より良い事業とするための意見】
材養成を推進する。 登録人数 １９人（平成１６年１１月１８日研修終了） ボランティアについては館の独自性と

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の 平成１６年度より，新たにボランティア・プログラムを開始した。１２回のボランティア研修を実施 国立各館との共通性を検討してほしい。
企画に対する援助・助言を推進する。 し， また、大学生のインターンシップについ

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する １１月１３日より常設展の作品鑑賞を助けるツール（観賞用教材「びじゅつーる ）の貸出及び運営担当 ては、将来へ向けた人材育成という視点」
研修会への協力・支援を行うとともに， を開始，平成１７年２月１２日より教育普及プログラム「どようびじゅつ」を開始した。また，小・中 で重要なので、予算の増強が望まれる。

、 、 、情報交換，人的ネットワークの形成に努 ・ また 本部とよく協議し そのプラス面
める。 高校生の団体を対象にした常設展示でのスクール・ギャラリートークを，平成１７年度より開始するべ マイナス面、運営における課題などを他

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し く 館の参考に供してほしい。，
ボランティア等と連携協力して展覧会で 準備を行った。
の解説など国立美術館が提供するサービ
スの充実を図る。

Ｂ 上野の山の地域性、交通利便性、観光(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．展覧会を開催するにあたり，新聞社，企業，メセナ財団より協力及び支援を得て，企画・運営，渉外，
拠点等の立地条件を念頭において、広報がより充実するよう今後の渉外活動の方 まえつつ，各委員の協議により，評定 利 用者サービス等の充実を図った。
や渉外活動を行っている。針について検討を行う。 を決定する。 ①「聖杯－中世の金工美術」展

協力：日本航空株式会社
【より良い事業とするための意見】助成：(財)東芝国際交流財団，(財)アサヒビール芸術文化財団

企業、財団などからの協賛、協力など②講演会等教育普及事業
の受入に努力がなされてきたが、今後は助成：(財)西洋美術振興財団
個人を含め、館側からの積極的な提案や③「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール 光と闇の世界」展
対応を行うべきである。現金による協賛協力：コーデックスイメージズインターナショナル，クインランド，京都市立芸術大学，三菱電機（マ
は少なく、現物出資又は労役提供的な協ル
力がより多くなると思われることから、チメデイア機器・機材及びＤＶＤ・映像ソフト等）
各種の協力受入の対応策と積極的提案が２ 企業等との連携を進め 美術館・展覧会情報等の掲載及び割引入場券発券等の幅広い広報活動を図った． ， 。
必要である。専門の担当者を配置するこ①上野地区内の企業・店舗で組織する「上野のれん会」を通じた広報活動を実施
とも検討すべきである。②上野松坂屋が発行する「Weekly Matsuzakaya」に展覧会情報を掲載

③日本通運株式会社 日通ホームページ 日通だより 社内報 及び 中央公論新社ＰＲページ に 聖「 」，「 （ ）」 「 」 「
杯－中世の金工美術」展覧会情報を掲載

④「Weeklyぴあ （発行：ぴあ（株 ）に展覧会情報を掲載」 ）
⑤メールマガジン「校外学習通信」へ美術館及び展覧会情報等の掲載
⑥ＪＲ東日本「平成１６年度上野周辺散策マップ」へ美術館情報を掲載
⑦「マティス展」タイアップ企業特別内覧会を実施（マガジンハウス「BOAO」創刊記念）
⑧東京・ミュージアムぐるっとパスへ参加し，常設展共通入場券及び企画展入場割引券を発行
⑨東京都「ウェルカムカード」へ参加し，常設展割引入場引換券を掲載
⑩週刊朝日百科「美術館を楽しむ」創刊号へ常設展割引券を掲載
⑪東京地下鉄株式会社，小田急電鉄株式会社「１日乗車券」事業と連携し，入場料金の割引及びミュージ

ア
ムショップでの商品割引販売，相互協力によるＰＲ活動を実施

３．地域との連携を進め，他の機関・団体等と共同・連携し，幅広い広報活動を行った。
①東京都「上野地区観光まちづくり推進会議」へ参加
②台東区「上野の山文化ゾーン連絡協議会 「art-Link上野－谷中2004」へ参加」，
③台東区教育委員会を通じ，台東区内の小中学校へ展覧会情報と観覧料金の無料化PRを実施
④近隣の高等学校１４校を訪問し，広報活動及び学校側のニーズを調査するべく相互の意見交換を実施
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⑤イコム「国際博物館の日」に上野公園内の施設，台東区，上野のれん会，(株）NTTドコモが協力し，記
念

事業を実施

Ａ 企画展開催日から秋の企画展閉会日ま７．その他の入館者サービス １．高齢者・身体障害者のための施設整備等
での開館時間の延長をはじめ、サービス(1)-1 高齢者，身体障害者等の利用にも配 その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の結果を踏 ①障害者トイレ ５個所 本館1階1個所 企画展示館地下1階1箇所 企画展示館地下2階3個所（ ， ， ）
の向上が着実に実践されている。また、慮した快適な観覧環境を提供するため， ス まえつつ，各委員の協議により，評定 ②障害者エレベータ ４基（新館１基，企画展示館３基）
前庭に自由に入れる雰囲気はすっかり定各館の方針に従って展示方法，表示，動 の状況 を決定する。 ③段差解消（スロープ） ２個所（正門，本館１９世紀ホール）
着しており、国立美術館随一の環境とな線，施設設備の工夫，整備に努める。 ④風除扉の自動扉化 ７箇所（本館２箇所，新館４箇所，企画展示館１箇所）
っている。(1)-2 入館者サービスの充実を図るため， ⑤貸出用車椅子 １０台（１階インフォメーション）

観覧環境の整備プログラム等を策定し， ⑥貸出用杖 １０本（１階インフォメーション）
【より良い事業とするための意見】計画的な整備を行う。 ⑦盲導犬・身体障害者補助犬を伴う利用可能

年々増加する高齢の入館者への対策と(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査 ⑧国立西洋美術館ホームページに視覚障害者向けの音声案内機能を整備
して、レストランの充実だけでなく、ギ及び専門家からの批評聴取等を定期的に ※④風除扉の自動扉化のうち，企画展示館の１箇所は平成１６年度に新設
ャラリー内でのソファの設置、トイレの実施し，調査結果を展示等に反映させる ２．観覧環境の充実
身障者対応、サイン表示の文字の大きさとともに，必要なサービスの向上に努め ①「ヴァチカン展 「マティス展 「ラ・トゥール展」で音声ガイドの実施」， 」，
などが一層重要である。また、より細やる。 （総貸出件数 ６７，６５５件）
かな「顧客満足度調査」を業務全般にわ(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも ②展示解説ビデオの上映，加えて「ラ・トゥール展」ではマルチメディアによる情報コーナーを設置
たり、実施されることが望まれる。特にに，見やすさにも配慮する。また，音声 ③ジュニアパスポート，作品リスト等印刷物の無料配布を実施
シニア入館者に対しシニア動向調査を兼ガイド等を活用した情報提供を積極的に ④平成１６年度より「国立西洋美術館本館参考順路図」を会場内で無料配布
ねたアンケートを実施すべきである。推進し，入者に対するサービスの向上を ３．夜間開館 ５０日間

図る。 ４．入場料金の低廉化
(2)入館者のニーズを把握，分析し，夜間開 ①昨年度に引き続き，常設展及び企画展における小中学生の入場料無料化を実施

館の実施等開館時間の弾力化や小中学生 ②自主企画展「聖杯－中世の金工美術」展においては，割引券及び前売券を発行
の入場料の低廉化など，入館者へのサー ③「東京・ミュージアムぐるっとパス」へ参加し，常設展共通入場券及び企画展入場割引券を発行
ビスを心がけた柔軟な美術館展示活動等 ④東京都，外国人旅行者向け観光事業「ウェルカムカード」へ参加し，常設展割引入場引換券を掲載

（ ， 「 」， 「 」）を行い，気軽に利用でき，親しまれる美 ⑤常設展無料観覧日の実施 毎月第２・第４土曜日 11月３日 文化の日 ５月18日 国際博物館の日
術館となるよう努力する。 ５．その他の入館者サービスへの取り組み

(3)ミュージアムショップやレストラン等の ①展覧会の混雑時は，臨時の券売窓口の増設，開館時間の延長，開館時間を早めるなどして柔軟に対応
施設を充実させるなど，入館者にとって ②春の企画展開催日から秋の企画展閉会日までの間の開館時間について，午後５時の閉館時間を，５時３
快適な空間となるよう館内環境を工夫す ０
る。 分まで延長

③５月の連休中及び，８月のお盆休期間中の休館日を臨時に開館
④マティス展開催期間中の休館日である９月２１日（火）及び１１月２２日（月）を臨時に開館
⑤年始の休館日数を短縮し，１月２日から開館

６．一般入館者等の要望の反映
①バリアフリー化等施設の整備を推進（企画展示室入り口の自動扉化，新館トイレへウォシュレットを設

置）
②展覧会の混雑緩和のため，開館時間の延長，臨時開館等を実施
③コンサート等イベントの実施

「聖杯展開催記念 ガーデンコンサート （平成１６年７月１７日）」
「上野の森ミュージアムコンサート （平成１６年９月１８日，９月１９日）」
「ミュージアム・クリスマス in 国立西洋美術館 （平成１６年１２月１日～２６日）」

④美術館のすべてのスタッフが連携を保ち，来館者の方へ好感を与えることを目的とし，接遇研修を実施
７．レストラン・ミュージアムショップの充実

①レストラン
・平成１６年４月１日からの消費税総額表示に併せ，全面的な料金の値下げを実施
・企画展覧会に関連した料理を取り入れ，メニューを充実（マティス展でプロバンス地方のワイン等）

②ミュージアムショップ
・国立西洋美術館所蔵作品オリジナルグッズの新商品を開発・販売
平成１６年度新商品：睡蓮・ばらをモティーフにした ハンドタオル 睡蓮 ばらをイメージした オ（ 「 」， ， 「
ーデコロン ，考える人「定規 「ボールペン ，ロゴ入り「革製，ブックカバー／名刺入れ 「キャン」 」 」 」

バ
スバッグ ）」

・お客様から要望の多かった作品の絵はがきを作成し，種類の入れ替えを実施

【国立国際美術館】
Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段 階Ａ Ｂ Ｃ 的 定性的評定

評定

１ 職員の意識改革を図るとともに，収蔵 効率化の状況 法人による自己点検評価の結果を １．業務の一元化 新館での業務開始時期にあたるため、効率Ａ
品の安全性の確保及び入館者へのサービ 踏まえつつ，各委員の協議により， これまで行ってきた一元化事務に加え，情報公開制度の共通的な事務を一元化した。 化作業の模索段階と思われるが、努力が認め
スの向上を考慮しつつ，運営費交付金を 評定を決定する。 ２ ．省エネルギー等（リサイクル） られる。省エネルギー、施設有効利用、ＯＡ．
充当して行う事業については，国におい （１）光熱水量 化、外部委託など業務運営の効率化は進んで
て実施されている行政コストの効率化を ア．電気 使用量 2,746,759kwh（前年度比307.73％）料金 40,477,150円（前年度比173.76％） いる。特に新館移転に伴う諸業務と職員の一
踏まえ，業務の効率化を進め，中期目標 イ．水道 使用量 5,055m (前年度比198.78％）料金 2,310,758円（前年度比239.31％） 体感が奏効したと思われる。３

の期間中毎事業年度につき新規に追加さ ウ．ガス 使用量 116m (前年度比 29.31％）料金 13,409円（前年度比 27.53％）３

れる業務，拡充業務分等を除き１％の業 （２）廃棄物処理量 【より良い事業とするための意見等】
務の効率化を図る。 館内ＬＡＮを利用した通知文書の発信や両面コピーの推進により，ペーパーレス化に努めた。 「紙の使用量」の増加は、事業の拡大に伴

、 。具体的には，下記の措置を講ずる。 また，産業廃棄物については，移転に伴い什器類を廃棄処分としたためである。 うもので 評価の在り方の検討が必要である
(1)各美術館の共通的な事務の一元化によ ア．一般廃棄物 8,905Kg （前年度比 86.12％）料金 185,460円（前年度比81.34％）

る業務の効率化 イ．産業廃棄物 1,290Kg （前年度比 －％）料金 984,000円（前年度比 －％）
(2)省エネルギー，廃棄物減量化リサイク ３．施設の有効利用 講堂の利用率 １７％（２６日／１４９日）※平成１５年度 ３％
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ルの推進，ペーパーレス化の推進 ４．外部委託
(3)講堂・セミナー室等を積極的に活用す 平成１６年度も下記の外部委託を行い，業務の効率化を図った。

るなど施設の有効利用の推進 （１）常駐警備業務 （２）機械警備業務 （３）清掃業務 （４）看士業務
(4)外部委託の推進 （５）電気機械設備運転業務 （６）昇降機設備保全業務 （７）情報システム保守業務
(5)事務のＯＡ化の推進 （８）空調設備保守業務 （９）受変電設備保守業務 （１０）消防設備点検業務
(6)連絡システムの構築等による事務の効 （１１）庶務課業務 （１２）ミュージアムショップ運営業務

率化 ５．ＯＡ化
(7)積極的な一般競争入札を導入 館内ＬＡＮを利用した情報の共有及びメールを利用した通知・連絡により，ペーパーレス化を図ると

ともに，事務の効率化を図った。
２ 外部有識者も含めた事業評価の在り方 ６．一般競争入札

について適宜，検討を行いつつ，年１回 平成１６年度契約では，一般競争入札に付す案件はなかった。
程度事業評価を実施し その結果は組織 ただし，土地借料，陳列品購入費，新館工事費を除く。， ，
事務 事業等の改善に反映させる また ７．評議員会 開催回数 １回， 。 ，
研修等を通じて職員の理解促進，意識や
取り組みの改善を図っていく。 効率化の達成率 1.5％ 1.0％以上 1.0％ 1.562％

以上 1.5％未満 未満 効率化係数計算式 （A－B）÷A Ａ
（205,155,051－201,949,615）÷205,155,051＝0.01562
A： 16年度予算額－16年度特殊要因額－次年度債務繰越額＋前年度債務繰越額）÷0.99（
（764,463,000－556,571,000－4,788,500＋0）÷0.99＝205,155,051

B：16年度決算額－16年度特殊要因決算額
760,820,615－558,871,000＝201,949,615

Ⅱ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項 指標又は評価項目に係る実績 段階的目 Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

研究員の継続的な調査と展覧会活動な１ 収集・保管 Ａ
(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた 美術作品の（購入・寄 法人による自己点検評価の結果を踏 １．購入 ４９件 どによって購入、寄贈、寄託が順調に進

収蔵品の蓄積を図る観点から，次に掲げ 贈・寄託）の状況 まえつつ，各委員の協議により，評定 ２．寄贈 １２６件 められている。また、購入費の弾力的運
る各館の収集方針に沿って，外部有識者 を決定する。 ３．寄託 ７４件 用を活用したことが評価できる。
の意見等を踏まえ，適時適切な購入を図 ４．特記事項
る。また，そのための情報収集を行う。 平成１６年度においては，洋画では，日本の現代美術を代表する斎藤義重の絵画《作品Ｎ （１９５８） 【より良い事業とするための意見等】》

とグラフィックデザイナーで画家の横尾忠則の１９８０年代初頭の秀作《ディナーパーティの話題 （１９ 寄贈・寄託の推進を今後も進めること（国立国際美術館） 》
日本美術の発展と世界の美術との関連 ８２）の２点を収蔵した。また 「もの派」周辺の動向を充実させる作品として，関根伸夫の水彩《Ｐｒｏ が望まれる。また、収集予算に比して現，

を明らかにするために，主に１９４５年 ｊｅｃｔ （１９７４）や吉田克朗の絵画《触“体―１１０》などを収蔵した。 代美術は高価な作品が多いのが現状であ》
以降の日本及び欧米の現代美術並びに国 彫刻では，アメリカを代表するオブジェ作家ジョゼフ・コーネルの《無題（北ホテル （１９５０ｓ） る。）》
際的に注目される国内外の同時代の美術 をはじめ，トニー・クラッグ（イギリス）のブロンズ作品《ペトリ・カルチャー （１９８７ 、９０年代》 ）
を系統的に収集する。 以降の新たな動きを示す作品として，キキ・スミス（アメリカ）の雁皮紙による作品《闇 （１９９７）な》

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランス どを収蔵した。
の観点から欠けている部分を中心に，寄 また，近年収集対象としての重要性がますます増している写真の分野では，ブラジル生まれのヴィック・
贈・寄託品の受け入れを推進するととも ムニーズの最近作《白いバラ （２００３）や今年度当館で個展を開催したオノデラユキの代表作《古着の》
に，その積極的活用を図る。 ポートレート （１９９７）などを収蔵した。》

版画の分野では，浜田知明の代表作《初年兵哀歌（歩哨 （１９５４）をはじめ，泉茂，吉原英雄，池）》
田満寿夫ら戦後を代表する版画家の作品を収蔵した。

なお，寄贈については，版画家の南桂子の水彩・素描をはじめ，具体美術のメンバーであった鷲見康夫
の１９５０年代の絵画や彫刻家ヤノベケンジの素描などの寄贈を受けた。

寄託作品の受け入れについては，今年度パブロ・ピカソの代表的な版画作品４７点など，生前から展
覧会等を通じて密接な交流を続けてきた結果，作家やコレクターの没後，遺作や収集品を優先的に受ける
ことができた。

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作 保管の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．温湿度 新館移転により、ケミカルフィルターＡ
品を永く後世へ伝えるとともに，展示等 まえつつ，各委員の協議により，評定 ①展覧会場（空調実施時間 ９：３０～１７：００ ただし，夜間開館日は１９時まで） を使用するなど最新・最適の保存、収蔵
の美術館活動の充実を図る観点から，収 を決定する。 夏季 ： 温度 ２５℃ 湿度 ５０％ 環境が整備された。館が新しくなったと
蔵品を適切な環境で管理・保存する。ま 冬季 ： 温度 ２１℃ 湿度 ５０％ ころなので、長期的計画を考えて取り組
た，保存体制の整備・充実を図る。 ②収蔵庫（空調実施時間 ２４時間） むことが望まれる。

夏季，冬季 ： 温度 ２２℃ 湿度 ５５％
２．照明 作品に最も適した照明環境を創出し，常に必要に応じた改善を行った。 【より良い事業とするための意見等】

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努め ３．空気汚染 中央監視装置により二酸化炭素濃度を測定し，常に快適環境を維持した。 展示室が地下にあるため、当然温湿度
るとともに，展示作品の防災対策の推進 ４．防災 監視モニター及び警備員による定期巡回等，必要に応じた対策を行った。 変化は少ないと思われるが、実際にはど
・充実を図る。 ５．防犯 防犯システムの充実に加え，監視モニターと警備員による定期巡回のほか，退館後は機械 の程度なのか、通年のデータを追うべき

警備とし防犯対策を行った。 であり、またその情報を公開することが
６．特記事項 望まれる。

展示場及び収蔵庫が地下にあるため，温湿度の制御がしやすくなったことに加え，ケミカルフィルタ
ーの組み込まれた空調機が，コンクリートから発生するアンモニアや空気中に含まれるアンモニアを除
去し，収蔵庫内にクリーンエアーを循環させることができるため，快適な保存，収蔵環境を維持した。

(3)-1 修理，保存処理を要する収蔵品等に 修理の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．修理件数 ８２件 適切に対処していることを評価する。Ａ
ついては，保存科学の専門家等との連携 まえつつ，各委員の協議により，評定 ・洋画 ３件 現代美術の保存・修復の在り方について
の下，修理，保存処理計画をたて，各館 を決定する。 ・水彩 １件 先進的な研究をすることが望まれる。
の修理施設等において以下のとおり実施 ・素描 １１件
する。 ・版画 ４１件 【より良い事業とするための意見等】
①緊急に修理を必要とする収蔵品のうち ・写真 ２１件 修理・保管についてこれまでも指摘し，

緊急性の高いものから各分野ごとに計 ・彫刻 ５件 てきたことだが、保存または修復の専門
画的に修理を実施。 ２．特記事項 職員の配置が望まれる。

②伝統的な修理技術とともに科学的な保 移転・開館の準備を進める中で，所蔵品の全ての保存状態が確認できたことは，長期的な修理計画を また、本部とよく協議し、レジストレ
存技術を取り入れて実施。 立てるうえで大変有意義であった。 ートションのための共通データベースが

必要ではないか。
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展覧会の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．常設展（展示替 ２回） 開館記念展として行ったデュシャン展２ 公衆への観覧 Ａ
(1)-1 国民のニーズ，学術的動向等を踏ま まえつつ，各委員の協議により，評定 ２．特別展・企画展 ３回 が当館の性格にふさわしく、充実したも

え，各館において魅力ある質の高い常設 を決定する。 ①「マルセル・デュシャンと２０世紀美術」展 のであったことを評価する。都心部に移
展・企画展や企画上映を実施する。 ②「中国国宝展」 り、年間４８万人余りの入館者があり、収

(1)-2 常設展においては，国立美術館の各 ③「オノデラユキ写真展」 入も旧館の８倍となった。
館の特色を十分に発揮したものとすると ３．入館者数 ４８５，１１１人（平成１６年度 ４４，６８５人）
ともに，最新の研究結果を基に，美術に ４．海外交流展 ０回 【より良い事業とするための意見等】
関する理解の促進に寄与する展示を実施 ５．地方巡回展 １回 主に現代美術を展示する館としての責
する。 ６．国立美術館巡回展 ０回 任は重く、ユニークな展覧会の企画も決

(1)-3 企画展等においては，積年の研究成 して忘れないようにすべきである。
，果の発表や時機に合わせた展示を企画し

学術水準の向上に寄与するとともに，国
民のニーズに対応した展示を実施する。 常設展 法人による自己点検評価の結果を踏 １．開会期間 １２６日間 コレクションの中から代表的作品を厳Ａ
企画展等の開催回数は概ね以下のとおり まえつつ，各委員の協議により，評定 ２．会 場 地階２階展示場 選し、同時開催の企画展と関連させるな
とする。なお，実施にあたっては，国内 を決定する。 ３．出品作品数 延１２４件 どの努力を評価する。なお、常設展を定
外の美術館及びその他の関連施設と連携 ４．入場料金 大人４２０円，大学生１３０円，高校生７０円 着させるにはより一層の努力が必要であ
を図るとともに，国際文化交流の推進に 大人（団体）２１０円，大学生（団体）７０円，高校生（団体）４０円 る。
配慮する。 ５．入場料収入（常設展のみの入場料収入 ２，８７７，８７０円 （目標入場料収入 ２６９，０００円））

６．アンケート調査 【より良い事業とするための意見等】（東京国立近代美術館）
本 館 年３～５回程度 第１回 アンケート回収数 ５３７件（母集団 ４，７４１人） 新しい館に移って、展示スペースもよ
工芸館 年２～３回程度 アンケート結果 ・良い６３％（３３８件 ・普通３４％（１８２件 ・悪い ３％（１７件） り弾力的に使えるようになったので、常） ）
フィルムセンター 年５～６番組程度 第２回 アンケート回収数 ４２０件（母集団 ８，５７６人） 設展についても企画性を重視して現代美

アンケート結果 ・良い５２％（２１７件 ・普通３６％（１５４件 ・悪い１２％（４９件） 術を面白く見せることが望ましい。（京都国立近代美術館） ） ）
年６～７回程度 第３回 アンケート回収数 １０７件（母集団 ８２５人） 巨大な展示空間をもつ館として常設展を

） ） 、 。（国立西洋美術館） アンケート結果 ・良い５８％（ ６２件 ・普通３５％（ ３７件 ・悪い ７％（ ８件） どのように展開するのか 注目に価する
年３回程度 造作を含めて、小空間の模索、メディア

入館者数 148 , 0 0 0 103,600人以 10 3 , 6 0 0 １８６，３３５人 Ａ アート用空間設定など、努力することが（国立国際美術館）
年５～６回程度 人 上 人 望まれる。

(1)-4 展覧会を開催するにあたっては，開 以上 148,000人未 未満
催目的，期待する成果，学術的意義を明 満
確にし，専門家等からの意見を聞くとと

。もに，入館者に対するアンケート調査を 特別展 法人による自己点検評価の結果を踏 「マルセル・デュシャンと２０世紀美術」展 全体として的確な企画の実現となったＡ
実施，そのニーズや満足度を分析し，そ まえつつ，各委員の協議により，評定 １．開会期間 平成１６年１１月 ３日～平成１６年１２月１９日（４１日間） しかし、新館の大展示空間をいかに有効
れらを展覧会に反映させることにより， を決定する。 ２．会 場 国立国際美術館 利用し、また観客の動線や鑑賞しやすさ
常に魅力あるものとなるよう努力する。 ３．主 催 国立国際美術館，朝日新聞社，朝日放送 をいかに設定していくかの課題が残る。

(1)-5 各館の連携による共同企画展，巡回 協 賛 ＤＮＰ大日本印刷 （財）ダイキン工業現代美術振興財団 移転したことにより動員率がアップして，
展等の実施について検討し推進する。 協 力 日本航空 いるので、今後は企画そのものを適切に

(1)-6 収蔵品の効果的活用，地方における ４．出品点数 １５５件 内部で評価して、動員だけが目当ての展
鑑賞機会の充実を図る観点から，全国の ５．入場料金 大人１，３００円，高校・大学生９００円，小・中学生５００円 覧会をやっていると言われないようにす
公私立美術館等と連携協力して，地方巡 ６．入場料収入 １２，３６１，６４０円（目標入場料収入 ２，０１６，０００円） ることが望まれる。
回展を実施する。 ７．展覧会の内容
なお，中期目標の期間中毎年度平均で平 現代美術の父 とも呼ばれるマルセル・デュシャンの初期絵画から晩年の作品までを紹介する展覧会 【より良い事業とするための意見等】「 」 。
成１２年度の実績以上の入館者数となる 同時に，デュシャンに触発された国内外の現代美術作家たちの作品もあわせて展示し，デュシャンを通し 現代美術を対象とする館として、より
よう努める。 て２０世紀美術をとらえなおす展覧会とした。また，今後の館の活動の方向性を明確に示した。 今日的で、魅力的な企画が望まれる。多

また 公立文化施設等と連携協力して ８．講演会等 ６回 １，０３０人 様性も必要であるが、現代美術や国際性， ，
収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施す ９．アンケート回収数 ５５１件（母集団 ４，４７４人） に重点を置き、建築や漫画、デザインな
る。 アンケート結果 ・良い６８％（３７６件 ・普通３１％（１６８件 ・悪い １％（７件） どについて斬新な取組を行うことが望ま） ）

(3)入館者数については，各館で行う展覧会 れる。
ごとに その開催目的 想定する対象層 「中国国宝展」， ， ，
実施内容 学術的意義 良好な観覧環境 １．開会期間 平成１７年 １月１８日～平成１７年 ３月２７日（６０日間）， ， ，
広報活動，過去の入館者数の状況等を踏 ２．会 場 国立国際美術館
まえて目標を設定し その達成に努める ３．主 催 国立国際美術館，東京国立博物館，朝日新聞社，朝日放送，中国国家文物局，， 。

中国国家博物館（中国文物交流中心）
後 援 外務省，文化庁，中国大使館 （社）日中友好協会，人民日報社，
協 賛 トヨタ自動車株式会社，凸版印刷株式会社，松下電器産業株式会社，株式会社竹中工務店
協 力 講談社，小学館，ニッセイ同和損害保険，全日空 （財）ダイキン工業現代美術振興財団，

４．出品点数 １４６件
５．入場料金 大人１，３００円，高校・大学生９００円，小・中学生５００円
６．入場料収入 ２８，７８９，１００円（目標入場料収入 ４，４３５，２００円）
７．展覧会の内容

長大な歴史と広大な国土とをあわせもつ中国には，数千年にわたる時代の貴重な文化財が多数残されて
おり，その文化の真髄を 「仏教美術」と「考古学の新発見」に焦点を当てた展覧会とした。、

８．講演会等 ２回 ３７０人
９．アンケート回収数 ５３７件（母集団 ８，３１１人）

アンケート結果 ・良い８３％（４４４件 ・普通１５％（７９件 ・悪い ２％（１４件）） ）

「オノデラユキ写真展」
１．開会期間 平成１７年 ２月 ５日～平成１７年 ４月１７日

（６２日間／うち平成１６年度開催４７日間）
２．会 場 国立国際美術館
３．主 催 国立国際美術館

協 賛 （財）ダイキン工業現代美術振興財団，株式会社資生堂，キヤノン株式会社
４．出品点数 ５２件
５．入場料金 大人４２０円，大学生１３０円，高校生７０円
６．入場料収入 常設展と同時開催のため入場料収入は，常設展に計上。
７．展覧会の内容

パリを拠点に国際的に活躍する写真家オノデラユキの個展。代表作《古着のポートレート》をはじめ，
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オノデラがこの１０年取り組んだ連作を中心に，新作を加えた５２点によって，オノデラの遊び心あふれ
る写真世界を紹介した。印刷物では分からないプリントの質感や作品の大きさを実感できる展示となった

８．講演会等 ２回 ２１０人
９．アンケート回収数 １０７件（母集団 ８２５人）

アンケート結果 ・良い６６％（７０件 ・普通２３％（２５件 ・悪い１１％（１２件）） ）

「マルセル・デュ 30,000人 21,000人以上 21,000人 ５６，４５３人 Ａ
シャン」展 以上 30,000人未満 未満

「中国国宝展」 66,000人 46,200人以上 46,200人 １３１，０９３人 Ａ
以上 66,000人未満 未満

「オノデラユキ写 48,000人 33,600人以上 33,600人 １１１，２３０人 Ａ
真展」 以上 48,000人未満 未満

１．開会期間 ①平成１６年 ４月 ２日～平成１６年 ５月１６日（３９日間） Ａ 移転準備の休館中に開催されたこともあ国立国際美術館巡回
②平成１６年 ５月２１日～平成１６年 ７月 ４日（３９日間） り、当館の代表作によって構成されたこと展
③平成１６年 ７月 ９日～平成１６年 ８月１５日（３３日間） は、受入先の３館にとっても有意義なこと

２．会 場 ①八代市立博物館 であった。
②大分市美術館
③岡山県立美術館 【より良い事業とするための意見等】

３．主 催 ①八代市立博物館、国立国際美術館 当館の代表作による巡回展は常設展の関
②大分市美術館、国立国際美術館 係もあって、今後困難であることから、今
③岡山県立美術館、国立国際美術館 後も巡回展を行うなら、新しい観点での構

協 賛 （財）ダイキン工業現代美術振興財団 成が必要である。
４．出品点数 ６６件
５．入場料金 大人８３０円、大学生４５０円、高校生２５０円、

大人（団体）５６０円、大学生（団体）２５０円、高校生（団体）１３０円
６．展覧会の内容

当館のコレクションのうち、国内外を代表する作家５０人余の作品を 「人物 「風景 「静物 「空間」、 」 」 」
という４つのテーマに分類して展観した。多くの方に、２０世紀に繰り広げられた様々な表現の冒険とい
うべき世界を体験いただく機会を提供することを企図した。

７．講演会等 １３回 参加人数 ４８２人

入館者数 １８，１３６人（①～③合計） －

(2)収蔵品については，その保存状況を勘案 貸与の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 貸 与 ４０件，特別観覧 ９件 Ａ 移転の準備の多忙な中で、一定の成果
しつつ，国内外の美術館・博物館その他 まえつつ，各委員の協議により，評定 をあげたことが認められる。なお、今後
これに類する施設に対し，貸与等を積極 を決定する。 は、貸し出せる作品の情報を開示するな
的に推進する。 どの取組が必要である。

調査研究の実施状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．現代美術の調査研究 Ａ 移転準備に追われる中にあっても企画３ 調査研究
(1)-1 調査研究が，収集・保管・修理・展 まえつつ，各委員の協議により，評定 （１）日本の現代美術に関する調査研究 展の立案と実施をはじめ作品の保存に関

示，教育普及その他の美術館活動の推進 を決定する。 「Ｏ ＪＵＮ《あいうえお－泣く女の図 （ 花・ＴＶ・コップ』より （島 敦彦） する研究調査など着実に成果をあげてい》『 ）」
に寄与するものであることを踏まえ，国 「審美のアングル （島 敦彦） ることが認められる。なお、できる限り」
内外の美術館・博物館その他これに類す 「瀧口修造 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） の取組をしていることは評価するが、よ」 』
る施設及び研究機関とも連携等を図りつ 「芸術と日常 反芸術/汎芸術 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） り一層の努力が望まれる。」 』
つ，次に掲げる調査研究を積極的に実施 「今日のイギリス美術 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦）」 』
する。 「安斎重男 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） 【より良い事業とするための意見等】」 』
①収蔵品に関する調査研究 「絵画1977－1987 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） 地方公立美術館等の指定管理者制度移」 』
②美術作品に関する調査研究 「彫刻の遠心力 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） 行に伴い共催館の調査・研究能力及び人」 』
③収集・保管・展示に関する調査研究 「近作展 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） 員不足などが予想されることから、ナシ」 』
④美術史，美術動向，作者に関する調査 「あとがき 『国立国際美術館所蔵作品選 （島 敦彦） ョナルセンターとして主導的パワーを発」 』
研究 「 幸福な絵画」あるいは「地中美術館」に見る「永遠の時間 （中井康之） 揮すべきである。「 」」

⑤世界の映画作品や映画史に関する調査 「抽象とリアリズム 『国立国際美術館所蔵作品選 （中井康之） 「国立美術館紀要」の発行などを働き」 』
研究等 「戦後日本の版画 『国立国際美術館所蔵作品選 （中井康之） かけ、研究成果の発表の場を拡大するこ」 』

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これ 「戦後イタリア美術と日本 『国立国際美術館所蔵作品選 （中井康之） とが望まれる。」 』
に類する施設の職員を，客員研究員等の 「1960-70年代 フランスの美術動向 『国立国際美術館所蔵作品選 （中井康之）」 』
制度を活用し招聘し，研究交流を積極的 「 もの派」について 『国立国際美術館所蔵作品選 （中井康之）「 」 』
に推進する。 「今日における「版画」の位置 （中井康之）」

(2)調査研究の成果については，展覧会，美 「日本に於いて絵画を制作することMaking Painting in Japan （中井康之）」
術作品の収集等の美術館業務に確実に反 「瑛九《泉 （安來正博）》」
映させるとともに 研究紀要 学術雑誌 「元永定正《作品 （安來正博）， ， ， 》」
学会及びインターネットを活用して広く 「2003年美術をめぐる身辺雑記 （安來正博）」
情報を発信し，美術館に関連する研究の 「デモクラートが残していったもの （安來正博）」
振興に供する。また，各種セミナー・シ 「1950年代の関西における前衛美術運動 『国立国際美術館所蔵作品選 （安來正博）」 』
ンポジウムを開催する。 「絵画の嵐 アンフォルメルと1950年代の絵画 『国立国際美術館所蔵作品選 （安來正博）」 』

「アメリカ美術の台頭 1940～1960年代の状況 『国立国際美術館所蔵作品選 （安來正博）」 』
「 特集：進化する美術館］ 今後の活動を強く意識 （安來正博）［ 」
「子どものためのワークショップ 国立国際美術館の実践から （安來正博）」
「先端はスロー？ 「スローネス会議」と美術展示について （加須屋明子）」
「性差の政治学「女性作家論」論？ 『国立国際美術館所蔵作品選 （加須屋明子）」 』
「芸術と環境 旧東欧諸国からの諸表現 『国立国際美術館所蔵作品選 （加須屋明子）」 』
「ポートレート（K.・クネフェル （中西博之））」
「ピカソと国立国際美術館の名品 『国立国際美術館所蔵作品選 （中西博之）」 』
「ゲルハルト・リヒターと同時代絵画の収集 『国立国際美術館所蔵作品選 （中西博之）」 』
「写真コレクションの今後 『国立国際美術館所蔵作品選 （中西博之）」 』
「国立国際美術館 所蔵品総目録 1977-2003 （中西博之）」



- 38 -

「ファッション／アート／建築の間から （平芳幸浩）」
「オブジェの系譜 『国立国際美術館所蔵作品選 （平芳幸浩）」 』
「ミニマル・アート、重力、コンセプチュアル・アート 『国立国際美術館所蔵作品選 （平芳幸浩）」 』

（２）海外の現代美術に関する調査研究
「空（隙）間の再発見−共生を目指して

W dazeniu do symbiozy, czyli ponowne odkrycie miedzy-przestrzeni （加須屋明子）」
「揺れるイマージュとしてのガラス （安來正博）」

２．展覧会のための調査研究
（１）オノデラユキに関する調査研究

「オノデラユキ《古着のポートレート （島 敦彦）》」
「オノデラユキの写真 『オノデラユキ写真展 （島 敦彦）」 』

（２）マルセル・デュシャンに関する調査研究
「マルセル・デュシャン《階段を降りる裸体No.2 （平芳幸浩）》」
「鏡の送り返し－デュシャン以降の芸術－ 『マルセル・デュシャンと20世紀美術』展（平芳幸浩）」
「1970年代アメリカにおけるマルセル・デュシャンの受容の様態について （平芳幸浩）」
「謎の男マルセル・デュシャン （平芳幸浩）」

３．科学研究費補助金による調査研究
「大阪における近代商業デザインの調査研究 （基盤研究 代表 宮島久雄）」
「四大（地・水・火・風）の感性論 （加須屋明子）研究分担（基盤研究 代表 岩城見一）」

４．その他（講演会，セミナー等での発表）
「マッキアイオーリ 19世紀イタリアにおける自然主義絵画運動 （中井康之）」
「日本現代版画の状況－テクノロジーの参入を軸に （中井康之）」
「Post-media arts （加須屋明子）」
「Understanding others: contemporary art from Korea and Japan （加須屋明子）」
「ポストメディアアート/仮想空間における美術の未来−京都ビエンナーレ2003を中心に−」(加須屋明

子)

５．客員研究員等の招聘実績
客員研究員１名を招聘し，以下の調査研究を行った。
ア．紙支持体作品の保存に関する調査研究
イ．現代美術作品の保存に関する調査研究

Ａ 新館開館後、情報コーナーを利用して４ 教育普及
(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基 美術館に関する情報の 法人による自己点検評価の結果を踏 １．資料の収集及び公開 資料公開を始めたことは評価できる。ま

礎資料及び国内外の美術館・博物館に関 収集及び公開の状況 まえつつ，各委員の協議により，評定 ①収集件数 ２３９件 た、新館移転関連の広報、宣伝、ＰＲ事
する情報及び資料について広く収集し， を決定する。 ②公開場所 情報コーナーにおいて，資料の一部公開を行っている。 業は幅広くあらゆるメディア媒体、組織
蓄積を図るとともに，レファレンス機能 ２．広報活動の状況 などを活用し展開され、大きな成果をあ
の充実を図る。 ①刊行物による広報活動 ９種 げた。

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する ②ホームページよる広報活動
資料の情報について，長く後世に記録を 展覧会情報を中心に，各種教育普及事業の開催計画を掲載し，館の活動について積極的な情報発信を 【より良い事業とするための意見等】
残すために，デジタル化を推進する。 行うとともに，新館に関する情報提供にも努めた。 デジタル化について、現行水準は必ず

、 、(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化す ③マスメディアの利用による広報活動 しも肯定できないので 本部と協議の上
るとともに，資料室等の整備・充実を図 展覧会情報や館の活動状況について，マスメディアに対する積極的な情報提供を行うとともに，取材 打開策を検討することが望まれる。
る。 や撮影依頼にも可能な限り対応した。

(5)-1 収集 保管 修理 展示 教育普及 ３．デジタル化の状況， ， ， ， ，
調査研究その他の事業について，要覧， 平成１５年度にデジタル化した美術作品の件数
年報，展覧会図録，研究論文，調査報告 ・文字データ １７５件
書等の刊行物，ホームページ，またはマ ・画像データ ０件
スメディアを利用して広く国民に積極的 ・図書データ １，４２３件
に広報活動を展開するとともに，国立美
術館への理解の促進を図る。
また，その内容について充実を図るよう
努力するとともに，４館共同による広報
体制の在り方について検討を行う。 出 版 件 ジュニア 1回 － 0回 １回 Ａ

(5)-2 国内外に広く情報を提供することが 数 ガイドブ 以上
できるホームページについては，教育普 ック
及など多様な活用ができるようコンテン
ツを工夫し，中期目標の期間中毎年度平 月報 12回 8回以上 8回 ８回 Ｂ
均で平成１２年度のアクセス件数以上と （美術館 以上 12回未満 未満 （１０月号から隔月報化し 「美術館ニュース」となった ）， 。

）なるよう努力する。 ニュース
(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報につ

いて，美術情報システム等により広く積 展覧会案 1回 － 0回 １回 Ａ
極的に公開するとともに，その利用方法 内 以上
について検討する。また，デジタル情報
の有料提供についての方策を検討する。 ホームページのアク 155 , 9 9 3 109,195件以 10 9 , 1 9 5 ３３２，１０７件 Ａ

セス件数 件 上 件
以上 155,993件未 未満

満

(2)新学習指導要領，完全学校週５日制の実 講座・講習会等の実施 法人による自己点検評価の結果を踏 １．児童生徒を対象とした事業 Ａ 現在活躍中の作家と児童生徒が交流で
施等を踏まえ，学校，社会教育関係団体 状況 まえつつ，各委員の協議により，評定 ①こどものためのワークショップ ４ 回 １０４人 きるワークショップがこの館の特色とな
と連携協力しながら，児童生徒を対象と を決定する。 ②ヴィデオ上映 １ 回 １８人 ってきたことを評価する。新館を広く知
した美術品解説資料等の刊行物の作成， ２．講演会等の事業 ってもらうことも含め、児童生徒を対象
講座，ワークショップ等を実施すること ①講演会 １８ 回 １，４４５人 とした、ギャラリートーク、ワークショ
により，美術作品等への理解の促進，学 ②ギャラリー・トーク ５ 回 ４５０人 ップ、シンポジウムなどの事業は今後と
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習意欲の向上等を促し，心の教育に寄与 ③ヴィデオ上映 ４７回 ３１４人 も積極的に推進することが望ましい。
するような教育普及事業を推進する。

また，児童生徒を対象とした事業につ 子 供 の た 回数 4回 3回 3回 ４回 Ａ 【より良い事業とするための意見】
いて，中期目標の期間中毎年度平均で平 め 以上 未満 早急に児童のためのワークショップを
成１２年度の実績以上の参加者数の確保 の ワ ー ク 行える空間を確保することが望ましい。
な講演会，講座，スライドトーク及びギ ショップ メールマガジン、ＨＰの活用など、ＩＴ
ャラリートーク等を実施する等，生涯学 機器利用によるプロジェクトの展開が望
習の推進に寄与する事業を行う。 ヴ ィ デ オ 回数 3回 2回 2回 １回 Ｃ まれる。また、回数・内容等が適切なモ
また，その参加者に対しアンケートを行 上映 以上 未満 デルケースを、人員の配置を考慮した上
い，回答数の８０％以上から，その事業 で検討すべきである。
が有意義であったと回答されるよう内容 講演会 回数 2回 1回 1回 １７回 Ａ

以上 未満

ギ ャ ラ リ 回数 2回 1回 1回 ３回 Ａ
ートーク 以上 未満

ヴ ィ デ オ 回数 3回 2回 2回 ７回 Ａ
上映 以上 未満

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とし 研修等の取組み状況 法人による自己点検評価の結果を踏 １．大学等との連携 Ｂ 独法化当初に比べると様々な努力をし
た研修プログラムについて検討，実施す まえつつ，各委員の協議により，評定 大学生の学芸員資格取得のための博物館実習（１３名受入）を行った。 てきていることは高く評価する。
る。 を決定する。 ２．インターンの活用状況

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職 ６名（大学院生及び修了者を受け入れ，学芸業務全般にわたって従事させた。 【より良い事業とするための意見】
員（キューレーター）の資質を向上し， ３．ボランティアの活用状況 特に大学との連携によるインターンの
専門性を高めるための研修を実施し，人 ６０名（大学生）を受け入れ，美術館業務の補助業務に従事させた。 受入は、将来へ向けた人材育成という視

、 。材養成を推進する。 点で重要なので 予算の増強が望まれる
(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の また、博物館実習については、廃止を検

企画に対する援助・助言を推進する。 討すべきである。ボランティアについて
(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する は、本部と協議のうえ、充実化を図るこ

研修会への協力・支援を行うとともに， とが望まれる。
情報交換，人的ネットワークの形成に努
める。

，(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し
ボランティア等と連携協力して展覧会で
の解説など国立美術館が提供するサービ
スの充実を図る。

(6)-2 企業との連携等，国立美術館の業務 渉外活動の状況 法人による自己点検評価の結果を踏 館の業務充実を図るため，展覧会に対する助成団体への申請を行った結果，次のとおり成果をあげること Ｂ 新しい立地条件を念頭においた今後の
がより充実するよう今後の渉外活動の方 まえつつ，各委員の協議により，評定 ができた。館の事業をより充実したものとするために有効な方策であり，今後も積極的に取り組んで行きた 活動を期待する。
針について検討を行う。 を決定する。 い。

①「マルセル・デュシャンと２０世紀美術」展 【より良い事業とするための意見等】
助成：財団法人花王芸術・科学財団，財団法人ＵＦＪ信託文化財団 企業、財団などからの協賛、協力など

②「オノデラユキ写真展」 の受入に努力がなされてきたが、今後は
助成：株式会社資生堂 個人を含め、館側からの積極的な提案や

対応をすべきである。専門の職員の配置
を検討し、支援・企業団体への対応を促
進すべきである。

Ａ 館長、職員の努力により、移転を無事５新たな美術館施設の円滑な運営について
(2) 国立国際美術館新館については，平成 開館への準備状況 法人による自己点検評価の結果を踏 館長の優れたリーダーシップのもと，学芸課，庶務課の職員が一丸となって，所蔵作品の移転を計画的か に行ったこと、また順調な再スタートを

１６年の移転に向けて，体制整備，展示 まえつつ，各委員の協議により，評定 つ円滑に進めるとともに，開館に向けた設備，備品等の整備を着実に進め，開館準備に万全を期した。 切ったことは評価する。巨大空間のみが
等の実施準備を進め，開館後は円滑な事 を決定する。 新館における管理運営のあり方等については，各部会が相互に連携を取りながら，周到かつ充分な検討を 連続する美術館空間については、ワーク
業実施に努める。具体的な管理運営のあ 進めてきたことから，開館後の事業運営は，特段の支障もなく円滑に進めることが出来た。 ショップ空間、メディアアート用小空間
り方等については開館までに検討を進め などを検討すべきである。また、より顧
る。 客の観点に立ったきめ細かいサービス、

運営が望まれる。

Ａ 新しい環境下で、説明のための無料リ７．その他の入館者サービス
(1)-1 高齢者，身体障害者等の利用にも配 その他の入館者サービ 法人による自己点検評価の結果を踏 １．高齢者・身体障害者のための施設整備等 ーフレットの配布や、共催展開催中の毎

慮した快適な観覧環境を提供するため， スの状況 まえつつ，各委員の協議により，評定 ①障害者トイレ １個所（Ｂ１階 １個所） 週金曜日の夜間開館などのサービスを含
各館の方針に従って展示方法，表示，動 を決定する。 ②障害者エレベータ ２基 めて、職員の努力が認められる。夜間開
線，施設設備の工夫，整備に努める。 ③貸出用車椅子 ６台（１階） 館が定着するのは時間を要するだろう。

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため， ２．観覧環境の充実 また、年々増加する高齢の入館者への対
、 、観覧環境の整備プログラム等を策定し， 展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するとともに，館内にビデオテークを設置し，情報提 策として レストランの充実だけでなく

計画的な整備を行う。 供を行った。 ギャラリー内でのソファの設置、トイレ
(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査 ３．共催展開催中の毎週金曜日に夜間開館を実施した。 の身障者対応、サイン表示の文字の大き

及び専門家からの批評聴取等を定期的に ４．ベビーカー２台の貸し出しを始めた。 さなどが一層重要となるであろう。
実施し，調査結果を展示等に反映させる ５．高齢者に配慮して，拡大鏡（ルーペ）を受付に配置し，希望者に貸し出しを行った。
とともに，必要なサービスの向上に努め ６．入場料金の低廉化 【より良い事業とするための意見】
る。 ①平成１６年度についても，常設展及び企画展において，小・中学生の観覧料を無料とした。 年々増加する高齢の入館者への対策と

(1)-4 展示解説の内容を充実させるととも ②学生料金を大学生料金と高校生料金に分け，高校生料金の低廉化を実施した。 して、レストランの充実だけでなく、ギ
に，見やすさにも配慮する。また，音声 ７．一般入館者等の要望の反映 ャラリー内でのソファの設置、トイレの
ガイド等を活用した情報提供を積極的に アンケート結果の分析を行い，可能なものから改善に努めるとともに，新館運営に向けて参考とした。 身障者対応、サイン表示の文字の大きさ
推進し，入者に対するサービスの向上を ８．レストラン・ミュージアムショップの充実 などが一層重要となるであろう。また、
図る。 現代美術をより親しく感じてもらえるよう，販売グッズの内容を検討し，充実に努めた。 より細やかな「顧客満足度調査」を業務

。(2)入館者のニーズを把握，分析し，夜間開 全般にわたって実施することが望まれる
館の実施等開館時間の弾力化や小中学生 特にシニア入館者に対し、シニア動向調
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の入場料の低廉化など，入館者へのサー 査を兼ねたアンケートを実施してはどう
ビスを心がけた柔軟な美術館展示活動等 か。
を行い，気軽に利用でき，親しまれる美 高校生の別料金体制については、今後
術館となるよう努力する。 も継続することが望まれる。

(3)ミュージアムショップやレストラン等
の施設を充実させるなど，入館者にとっ
て快適な空間となるよう館内環境を工夫
する。

【国立新美術館 （平成１５年６月に新国立美術展示施設（ナショナル･ギャラリー （仮称）から国立新美術館に名称を決定 ）】 ） 。

評定基準 評 定
中 期 計 画 指標又は評価項目 指標又は評価項目に係る実績 段階的Ａ Ｂ Ｃ 定性的評定

評定

１．国立新美術館運営協議会の開催 Ｂ 学芸部門の７人を含めて１３人の組織
開館への準備状況 法人による自己点検評価の結果を 開設に向けた準備として、開設に関する重要事項を検討するため国立新美術館運営協議会を７回開催し、 体制が整備され、アートライブラリーも６ 新国立美術展示施設（ナショナル・ギ

、 。ャラリー （仮称）の開設に向けた準備につ） 踏まえつつ，各委員の協議により， 特に公募展事業の諸条件等について検討を行った。 進捗しており それなりの評価はできる
評定を決定する。 ２．展覧会事業 しかしながら、新美術館開設には次のよいて

文化庁が平成１８年を目途に開設を予定 （１）公募展事業 うな問題がある。まず、現在提示されて
している新国立美術展示施設（ナショナル 平成１６年８月から１２月にかけて、展示室の使用方法について説明会を開催するとともに、現地視 いる企画展は国立美術館としての個別性
・ギャラリー （仮称）について，文化庁と 察の実施やホームページ等を活用して周知を図った結果、事業開始初年度からの使用について１２７団 と共同性における展望が不足している感）
連携 ・協力し，その円滑な開設に向けた 体の応募があり、展示室の利用計画の目途がたった。 がある。また、他の４館では手薄な領域
体制整備，展示事業等の準備を推進する。 （２）自主企画展・共催展事業 である現代日本が世界に誇る表現領域た

主として新しい美術の動向を紹介し、公募展団体と相まって現代の美術状況が概観されるような展覧 る建築やアニメ・漫画、メディア・アー
会を目指し、幾度となく出品候補作品の調査・交渉を行った結果、開館記念展をはじめとする平成１８ トを企画展としてとりあげる等の検討が
年度から平成１９年度にかけての自主企画展、共催展の開催の見通しが立ち、予定どおり具体的な諸準 必要である。
備に入った。

３．情報収集・提供事業 【より良い事業とするための意見等】
当館のアートライブラリの特色ある蔵書の収集計画と活動計画の検討を行い、当館の特色として国内外の 他館との連携性・新美術館の独自性に

展覧会カタログ等他館で収集していない資料を収集することとし 関係団体等へ積極的に交渉した結果 財 ついて、あらゆる面において課題を洗い、 、（ ）
国際文化交流推進協会から約２万点、個人蔵書家から約１万５千点の寄贈資料を受けた。また、東京国立近 出すことが必要である。また公募展団体
代美術館、国立西洋美術館と同様、美術情報の連携を目指す美術図書館横断検索（ＡＬＣ）への参加を前提 の動き、既存の美術館・ギャラリーなど
として、図書情報システムの基本設計を作成した。 への影響を、アンケート調査などできち
４．教育普及事業 んと精査し、開館への準備を進めるべき

展覧会に合わせた講演会、研修会等についての調査・検討を行うとともに、インターンシップ等の事業に である。また、全体像を含めた具体的な
ついても検討を行った。インターンシップ事業については、３月に募集を行い３名を受け入れた。 運営方針を可能な限り細部まで広報する
５．広報活動 ことが望まれる。

リーフレット、準備室ニュース（Ｎｏ．１、２）を作成し、約４万４千部を配付した。また、ホームペー
ジを作成し、準備及び進捗状況等を公開したところ約５万６千件のアクセスがあった。
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